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  吉星高校２年Ｂ組　参加者リスト


  



  目め崎ざき濠ごう


  女子たちから『キモザキ』と呼ばれ嫌われている。童貞。


  戸と石いし蘭らん


  出席番号12番。濠の幼なじみで、剣道の有段者。


  虹にじ川かわエリー


  出席番号13番。アイドルを目指している。


  榊さかきさやか


  出席番号９番。秀才で学級委員長を務める。


  



  石いし神がみ冬ふゆ姫ひ


  出席番号１番。ＢＬ大好きな腐女子。


  一いち途ず想そう子こ


  出席番号２番。濠に自作の小説を送り続ける。


  内うち田だ聡さと美み


  出席番号３番。通称『十両』。体は大きいが気は小さい。


  大おお久く保ぼゆい


  出席番号４番。通称『ゆいゆい』。ギャル三人組の一人。


  大おお塚つかゆか


  出席番号５番。通称『ゆかぽよ』。ギャル三人組の一人。


  岡おか井い里り奈な


  出席番号６番。通称『ちびこ』。見た目は小学生。


  空くう陸りく歩あゆ美み


  出席番号７番。サバイバルゲームが趣味。


  黒くろ井い乃の恵え瑠る


  出席番号８番。通称『オカルト』。黒魔術が得意。


  渋しぶ谷やゆま


  出席番号10番。通称『ゆまちん』。ギャル三人組の中で最もアホ。


  真しん行ぎょう寺じユリア


  出席番号11番。ロシアとのハーフ美人。


  緑みどり野のゆう


  出席番号14番。体を動かすことが好きなスポーツ少女。


  安やす田だ未み来らい


  出席番号15番。通称『おねぇ』。母性溢れる世話焼き。


  



  霧きり雨う薫かおる子こ


  担任教師。冷徹。


  



  


  　　プロローグ


  



  　少女たちが、それぞれに手渡されたナイロン製のバックパックの中を覗のぞきこむと、宿舎の大広間にざわめきが広がった。


  「ええっ！　なにこのぱんつ……こんなんじゃ、で、でちゃうよぉ……」


  「委員長のぱんつなんてまだマシだよ。見ろよ、あたしなんて、競泳水着だぜ。しかもこれ、あのオリンピックで使われてるＳ社製。すげー、高級品じゃねーか。でも、あたし水泳部じゃないんだぜ。宝の持ち腐ぐされじゃないか？　それとも何か……Ｓ社がレスリング用にも出したってか。それにしてはどこからどう見ても、このデザインは水着だし……」


  　髪をおさげに結った少女が赤ぶちの眼鏡めがねの中の目を困惑でしばたかせて絶句するその隣となりで、まだ七月も半ば、ようやく梅つ雨ゆ明けしたばかりだというのに、こんがりと焼けたショートカットの少女が、薄うす布ぬのを広げて首をかしげている。


  「っていうか？　うちらとか？　猫じゃらしとか？　ありえなくね？　意味なくね？　しかも全員で？　猫カフェでも行けっつーの？」


  　やや濃い目の化粧を施ほどこした三人の少女たちが、グロスでつやつやと光らせた唇くちびるをつんと尖とがらせた。


  　常つね日ひ頃ごろからして、近きん隣りん高校の男子高校生の中で誰だれがイケてるとか、生理前だからお腹なかが痛いだとかの、別に聞きたくもない話を、誰に聞かせたいのかというバカでかい声でしている三人組だが、今日はさらにボリューム増しのチョモランマ級の嬌きよう声せいをあげている。


  



  　総勢十五人の少女たちの手に握られた、縄なわ、アダルトビデオ、ランドセル、オナホール、鎖くさりにピンクローター……。


  　もしもここがアダルトビデオ製作現場のスタジオならば、セーラー服姿の少女十五人を、これらの器具を駆使して陵りよう辱じよくする、さぞかしいやらしい映像の撮影が始まるところ、という状況だが、残念なことにここにいる少女たちはみな17歳の未成年。そういった映像には出演できない年齢だ。


  　ただひとりを除いては。


  　この広間にいるただ一人の大人の女。


  『絶対零れい度どの女王』『人間ブリザード』『ミス冷凍庫』など、いくつものクールな異名を持つ女教師、霧きり雨う薫かおる子こは、初めて目にした者の誰もが一いつ瞬しゆんはっと息を呑のむほどの美び貌ぼうに、見入らずにはいられない魅み惑わく的てきな微ほほ笑えみを浮かべて困惑にざわめく少女たちを見回すと、冷たく言い放った。


  「さぁ、皆さん、それぞれの武器は確認しましたね。皆さんがこの三日間、この島で、しなくてはならないことは、ただひとつ。『彼の童貞を奪うこと』。さぁ、心の準備ができたら、順番にこの部屋から出ていきなさい。ハリーアップ!!」


  「えー……いきなりそんなこと言われても困っちゃうよねぇ」


  「つか、童貞？　アイツ童貞だったんだ」


  「そりゃ、童貞でしょ。だって『キモザキ』だよ？」


  　バックパックから取り出した各種大人の玩おも具ちや──これから行われるこの戦争ゲームの武器──を手に、誰もが戸惑いの表情を浮かべている中、長い黒髪をきゅっとポニーテールに結んだ美少女がすっと立ち上がった。


  　畳たたみの上に座っている生徒たちを見下ろすように仁に王おう立だちしている女教師を、鋭するどい目つきできっと射るように見据えると、勝気な表情を浮かべて言う。


  「霧雨先生、こんなのバカげていると思います」


  　その凜りんと澄すんだ声に、一瞬ざわめきが止やんだ。


  　しかし、霧雨は顔色ひとつ変えず言ってのける。


  「バカげているといっても、仕方がないでしょう？　これは決定事項なのです。貴方あなたたちに拒否権はありません。残念ですねー!?」


  　再び少女たちの間にざわめきが走る。


  「まじー。よりによって、なんでキモザキ？」


  「あいつに触さわると、ドスケベ菌に感染しちゃうでしょ」


  「つか、ないよねないよね。人間としてのプライドっていうか尊厳的にキモは無理でしょ？」


  「蘭らんちゃんの言うとおりだよぉ……エリーもこんなの無理。だって、やっぱりアイドルは処女じゃないと。もしもデビューした後に雑誌にスクープされたりとかしたら……」


  　ブーイングが響ひびき渡る中、若さと可か愛わいらしさを持った年ごろの少女たちの中においてもひときわ目立つ、華やかな存在感を持つアイドル顔の少女が、大きな瞳ひとみをうるっと潤うるませて呟つぶやいた。ざわめきに紛まぎれ込んでしまってもおかしくない、小さな声だったにも拘かかわらず、少女の、その特別な存在感によって周りがしんと静まる。


  「勝てば官軍、どこも触ふれられないほどのビッグアイドルを目指しなさい。そのために、利用するものは利用する、それが現代を生き抜くための技術です。あざとさ一番っ！」


  「そんなぁっ……」


  　森の中で迷子になった小リスのような不安げなその表情は、どんな冷れい徹てつであってもほだされるに違いないと思わせるほどに愛らしい。


  　しかし、どこまでも冷れい酷こくな女教師は、顔色ひとつ変えずに言い放った。


  「さぁ、彼、目め崎ざき濠ごうが目をさましたら、ゲームの開始です。願いごとを叶かなえてもらえる権利を有するのは、一発目に彼の童貞を奪った者だけ。二発目以降には何の権利も生まれません。さぁ、少女たち、心して急ぐがいい！」
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  　霧きり雨うは、白しら魚うおのようにほっそりとした指で、廊下へと続くドアを指さす。


  



  　始まってしまう、有無を言わせず。


  　欲しいもののために自みずからに犠ぎ牲せいを強しいても戦うか、それともただ指を咥くわえて見つめているだけの敗者でいるのか──少女たちの心の中に様々な思惑と葛かつ藤とうが思い浮かんでは消えていく。


  （どうしよう）


  （わたしはやるよ、だって、なんだって叶かなえてもらえるんでしょ？）


  （何ですか、この展開は。もう……帰りたい）


  「勝ってみせます。だってわたしには、譲ゆずれないものがあるんです。そのためだったら……なにを捨ててもいい……」


  　ひとりの少女がそう宣言して大広間から出ていくと、何人かの生徒が続いた。


  　残された者たちは、まだ戸惑いを払ふつ拭しよくしきれない様子で、顔を見合わせている。


  「……あたしが守る」


  　そう呟つぶやく少女の声は、ざわめきに紛まぎれ、誰だれの耳にも届くことはなかった。


  



  


  　　一番勝負『こ、こんなになるとか男のコレ怖い！』


  



  『目指せＴ大合格』『いっせんまんえん☆ほしい』『魔ま法ほう少女になりたい』


  　私立吉きち星ぼし高校２年Ｂ組の生徒たちの、それぞれの願いが書かれた短たん冊ざくを下げた笹の葉が、教室の窓から吹き込んでくる夕刻の風を受け、さらさらと揺れている。


  「まだの人も、書き終えた順に短冊を飾ってくださいね。どんな願いごとでもいいですからね。願いなんて大きければ大きいほどいい！　皆さん、ちんまりと納まることなく、壮大無限の欲望を短冊に書きつけるのです！」


  　このクラスの担任教師、霧雨薫かおる子こ先生も、自らの願いごとを書いた短冊を笹の細枝にくくりつけて言った。


  （願いごとかぁ……何にするかな）


  　俺、目め崎ざき濠ごうは風に吹かれ漂ただよってくる、ぷんと香る青あお臭くさい匂においに夏の訪れを感じて思いっきり深呼吸すると、右みぎ隣どなりの席で短冊に向かい、熱心に筆を走らせている幼なじみの少女の横顔を盗み見た。


  　乱れなく高い位置で一本に結ばれた黒髪。聡そう明めいそうな額ひたいの下、長いまつげに縁取られた切れ長の目から、綺き麗れいなカーブが、すっと通った鼻筋に続いている。


  　一の字に結ばれた可か憐れんな唇くちびるは少女の意志の強さを表わしているかのようだ。


  『国体出場、狙ねらえ優勝　戸と石いし蘭らん』


  　少女の短たん冊ざくには、流れるような達筆でそう書かれている。


  （優勝を目指してるのか、すげぇなぁ……）


  　全国の高校生の中から選ばれた、極ごく一握りの者だけが出場できる大会だ。


  　そこで、さらに優勝を狙っているということは、17歳の少女の中で、一番強い存在になろうと目指しているわけで、その志こころざしは大きい。


  （けど……蘭だったら、ひょっとして……実現するかも）


  　剣道の師し範はんを務める父親に、自宅の道場で３歳から剣道を習い、最年少の16歳で剣道二段を取得。実力とキャリアで言えば、今夏に引退が決まっている現三年の主将よりもずっと上だ。うちの学校の剣道部は、一応は関東大会の常連校だが、その中でも蘭は入学した時から、期待の新人ともて囃はやされていた。


  　来週からの都大会でも、団体戦の重要戦力として、また個人戦でも、結果を期待されているらしい。


  　それでいて、成績も優秀。男勝まさりの竹を割ったような性格から、後輩には慕したわれ、先輩たちからは可か愛わいがられている。まさに文武両道を地でいく立派すぎる幼なじみだ。


  　一方で、俺はといえば情けない。蘭と同じ学校に進みたいがために猛勉強して奇跡的に入学を果たした、都内有数の進学校である吉きち星ぼし高校の授業に、当然ついていけるわけもなく、運動もそこそこ、顔がいいわけでもない。しかも、このクラスの中での俺の立場といえば──。


  「はぁ……」


  「この破は廉れん恥ち愚ぐ民みんがっ！　吐はいた息をわたくしに吸わせようとしても、その手には乗りませんわっ！」


  　大きくため息をつくと、蘭と反対側、左ひだり隣どなりの席に座っていた真しん行ぎよう寺じユリアが、俺を虫けらでも見るような目で一いち瞥べつして、机をがたがたと揺らしながら、10センチほど俺から遠ざかった。


  　プラチナ色の髪の毛に縁取られた顔は見事な造形美。俺に恐怖交じりの表情を向けてワナワナとおののく姿は、さながらホラー映画のヒロインのようだ。


  「す、すみません、そんなつもりはなかったんだけど」


  「黙だまりなさい！　しっ、しっ！」


  　ユリアさんはまるで虫でも追い払うかのように手を振ると、顔をしかめて横を向いた。


  （……吐いた息を吸わせようとか、どんな変態だよ）


  　俺自身、決してそんな性せい癖へきがあるわけではない。が、なぜか俺は、このクラス内では、『ド変態キャラ』として認定されている。


  　確かに17歳の健康な男子なのだから、もちろん性欲はある。


  　けれど、まぁ、ネットでエロ動画を見るとか、雑誌のヌード袋とじは必ず開くとか、それくらいの程度。おっぱいやお尻しりは大好きだ。けれど、そんなものは誰だれだって好きだろ。


  　もっと変態にふさわしい嗜し好こうがあれば、俺だって、『キモザキ』と呼ばれても、仕方がないと諦あきらめられる。


  　けれども俺といったら幼女には興こう奮ふんしないし、ＳＭでも『ちょいと縛しばってみました！』くらいならばエロいと思わないではないが、本格的な縄なわだとか蝋ろう燭そくだとか鞭むちだとかのハードなプレイは、痛そうとか可か哀わい想そうとかが勝かって萎なえてしまう。


  　もちろん老ろう婆ばだって死体だって男の娘こだって性欲の対象外。


  　それくらいのソフトエロ嗜好の俺がなぜに『マニアさん（アの発音はさがる）』扱いされるに至ったのか。


  　そもそものきっかけは、二年生にあがってすぐのこと、教室の床に落ちていた一冊のノートのせいだった。


  



  　最初にそのノートを見つけたのは、誰だったかはわからない。


  　が、すぐさま、そのノートはクラス中の生徒たちに回し読みされることとなった。それほどまでに中身がぶっとんだ代物だったからだ。


  　そのノートには、俺を主人公とした物語が書かれていた。


  　目め崎ざき濠ごう物語。しかし、内容は完全なフィクション。カテゴリで言えば……ポルノ。


  　クラスの女子全員をセックス奴ど隷れいへと堕おとしめ、ある者は孕はらませ、またある者は奴隷へと監禁調教する。そんなドぎついストーリーに、読んだ女子たちは全員が色めき立った。


  「ちょっ、何コレ！　なんであたし、身体からだ中じゆうのありとあらゆる毛を剃られないといけないわけっ？」


  「ふわー、タコ生物とメタモルフォーゼする特技があるとか、人間離れしてますー！」


  　誰が書いたかわからない以上、性的陵りよう辱じよくされるシーンを読んだ女生徒たちの怒りは俺に向かってきた。


  　天に誓うがけっして書いたのは俺じゃない。それどころか、書いた相手が誰かも知っていた。


  　彼女は俺にとって、少しだけ特別な存在だった。


  　吉きち星ぼし高校に入学してすぐのことだった。下げ駄た箱ばこに忍ばせる、という古典的な方法でもって、その最初の一通は、俺の元へと届けられた。


  『目崎様』。表紙にはそう書かれていた。


  　封書ではなく分厚いノートだったのが気になったが、俺は当然それをラブレターだと勘違いした。もしかして、交換日記の誘いだったりするのかな、と。


  　生まれて初めて貰もらうラブレター。名前は書いていないが、いったい誰かと胸をワクワクとさせながら開いた俺は、中を見て言葉を失った。


  　そこに几帳面な細かい字でびっしりと書かれたのは、俺を主人公とした物語だった。


  　夢見がちな少女の妄もう想そう。そう言い変えればロマンチックでもある。しかし、問題はその内容だった。


  　どぎついポルノ。


  　物語の中の俺は、ドがつくほどの強い性欲の持ち主で、とにかく穴があればなんでもいいとばかりの見境のなさでヤリまくっていた。この物語を書いた主は、なかなかの筆力の持ち主らしく、驚おどろくほどに生々しく、迫り来る勢いでもって、その『小説』は書かれていた。


  （こ、これ……なんだ……）


  　こんなものを誰だれかに見られては、上う手まく説明がつかない。


  　とりあえず、こっそりと通学鞄かばんの中に仕舞っていると、背後からすっと誰かが近づいてきて、俺の耳元で囁ささやいた。


  「……ちゃんと読んでね」


  　はっと振り返ると、そこにいたのは、クラスメイトの一いち途ず想そう子こさんという少女だった。


  　文芸部に所属する生徒で、一度も話したことはない。誰と仲がいいとか、ぱっと思い浮かばないし、どちらかといえば、暗く友達のいないタイプ。


  　そんな一途さんが、何故に俺を主人公にしたいやらしい話を書いたりしたのか。さっぱりわからないが、特にわかりたくもないという気持ちのほうが大きかった。


  　結局ノートは、放課後こっそりと持ち主の一途さんの机の中に返しておいた。


  　が、その翌週、二通目のノートが届いた。やはりポルノだった。内容はさらにエスカレートしていて、俺は最後まで読めなかった。


  　今度は捨ててしまおうと思ったが、しかしゴミ箱に放り込むには、そのノートは力が入りすぎていた。今度もそっと一途さんの机の中に返した。そして、またその翌週も、俺の下げ駄た箱ばこの中には新作のノートがあった。


  　一途さんのノート攻こう撃げきは進級しても止やむことなく続いた。


  　何回かノートの最後に『続きは届けなくて結構です』とか『迷惑なので辞めてください』と書いたりもしたが、無視されているうちに、いつしか俺も慣れた。


  　感想を求めるでもなく、ただ届けられるだけの創作ノート。俺は気が向いたら読み、向かなかったら開くこともなく一途さんの机に返すという日課が続いていた。あの日までは。


  　確かに一途さんの机に返したはずのノートだった。それが何かのはずみで床に落ちてしまったのだろうか。


  「キモイっ！　目め崎ざき超キモいんだけどっ！」


  　クラスの女子たちにとっては、そのノートを誰が書いたのかということは、たいして問題ではなかったようだった。無論、『誰が書いたのか』という犯人捜しも始まり、それは文芸部に所属する一途さん、ということも後には知れ渡ることとなったが、それよりも前の段階で注目を浴びたのは、わかりやすく名前が登場している俺。


  　そうして、俺のあだ名は『キモザキ』へと変わってしまっていたのだった。


  



  　思い出すだけで憂ゆう鬱うつなあの事件で、俺の高校生活は変わった。


  　被害者である俺に同情する向きもないではなかったが、それ以上にあまりにショッキングな内容だったため、俺は『キモザキ』という位置で落ち着いてしまった。一部の女子の間では「一いち途ずさんみたいにおとなしげな人が、あんなお話を自発的に書くわけはないし、きっとキモザキに頼たのまれてのことだ」みたいな邪じや推すいもあったという。


  　とにもかくにも、女子たちの間で一度ついた『キモザキ』というレッテルは、なかなか剥はがされることはなく、今でも多くの女子には『キモザキ』と呼ばれて蔑さげすまれ続けている。


  （『キモザキと呼ばないで欲しい』とか書いたら、また笑いの的になるんだろうな……）


  「……はぁ」


  「どうした、ため息ばかりだな」


  　もうひとつため息をつくと、蘭らんが俺に顔を向けた。


  「いや、願いごと、どうしようかと思って」


  「何を悩んでるんだ？」


  「書く勇気がない」


  「書けばいいのに」


  「書けねぇよ」


  「……書けないほど破は廉れん恥ちなことなのか？」


  　蘭が軽けい蔑べつ交じりの目を向けた。


  「ち、ちげぇよ！　破廉恥って何だよ」


  「ほら、あのノート的な……」


  「ちげぇよ！　あれは俺が妄もう想そうで書いたんじゃないって何度も説明したじゃないかよっ！」


  「悪い悪い、冗談。からかっただけだ」


  　蘭はぺろりと舌を出すと、顎あごの下で手のひらを合わせた。


  「やめてくれよな、マジで」


  　だいたい、子供じゃないんだから短たん冊ざくに願いごとって何だ。


  　学校行事として、七たな夕ばたを祝うというのならばまだ納得がいく。が、突然、なぜに笹の葉など教室に持ち込んだのか、まったくもって霧きり雨うらしからぬ行動だ。


  （彦星と織姫に思いを寄せて……なんて乙女おとめくさいこと、考えそうにもないけどな）


  　担任教師の霧雨はびっくりするほどに美人だが、愛あい嬌きようや愛あい想そといったものがゼロだ。正直に言って俺は苦手。浩こう一いちは「ああ見えて、彼氏の前ではきっとツンデレで、『授業疲れたニャン』とか言ってるんだぜ」とか言っていたが、俺は、絶対にそんなことはないと思っている。あのポーカーフェイスが崩れているところなど、想像もつかない。


  　しかし一方では、そのツンツンした感じが一部の男子生徒に妙な人気があって、霧雨に叱しかられたいがために、わざと宿題を忘れる、という猛も者さまでいる始末だ。


  （俺は、全然興味はないな……）


  　誰だれか決まった好きな女の子がいるわけじゃないが、霧きり雨うのようなクール系よりは、どちらかといえば、可か愛わいい系の子が好みだ。


  （……まぁ、この学校内で好きな子なんて、作るだけつらい思いをするだけだけどな）


  『キモザキ』と呼ばれている俺に告白されて、喜んでくれる女のコなんて、いったい何人いるのだろう。


  （遠えん慮りよせずにすぐさま、焼却炉に放り込んでおけばよかった……）


  　すべて後の祭りとわかっていても、後悔せざるを得ない。


  「……はぁ」


  「そんなに悩むことでもないだろ」


  　ため息をつくと、蘭らんが呆あきれたように言った。


  「じゃあ、あたしが考えてやろうか。濠ごうの願いごと」


  「え？」


  「うーんと……『脱キモザキ。リターン目め崎ざき』でいいんじゃないか？」


  「……」


  「やっぱりズバリか」


  「なんでお前、俺の心が読めるんだ？」


  「そりゃあ、十六年以上も付き合ってたら、それくらいわかる」


  　蘭が肩を揺らして笑った。その弾みで長い黒髪がさらりと揺れ、清潔なシャンプーの匂においがふわりと香る。いかにも女のコらしい芳ほう香こうに胸がドクンと鳴った。


  （なんか……最近、こいつ、ちょっと女っぽくなったよな……）


  　生まれた時から一いつ緒しよだった。なんせ三日違いで生まれて、同じ新生児室で枕まくらを並べていたのだ。それからずっと、幼い頃ころは、互いの家に行き来して遊んでいたのはもちろんのこと、プールにだって真っ裸で一緒に入っていた。


  　ずっと隣となりにいるのが当たり前だった幼なじみの少女のことを、異性と意識したことなどなかったのだが、このところは少し違う。たまに蘭が眩まぶしかったり、その笑顔に思わず、ぐっと見入ってしまったりすることもあるのだ。


  （いつまでも子供じゃないってことかな……）


  　あの頃ぺたんこだった胸は、今では立派に成長し、セーラーブラウスをぐっと押し上げている。きめ細かな白い肌にほんのりと紅色の頬ほお。


  『美少女』といっても差し支えないほどに美しく成長した幼なじみを眩しい思いで見上げる。


  「……何見てるんだよ」


  　見み惚とれていると、蘭が顔をさぁっと紅あかくした。


  「いや、別に……何ってわけじゃないけど。なんか俺らの付き合いも長いなぁって思ってさ」


  「な、なんだ、いきなり、気持ちが悪いぞ、お前っ！」


  「気持ちが悪いはないだろ。しみじみしちゃ悪いのかよ」


  「悪くはないが……なんていうか……とにかく止やめろっ！」


  　蘭らんはトマトのように顔を真っ赤にしたまま、ふいと顔を背そむけた。


  「なんだよ、変なヤツだな」


  「うるさい。さっさと短たん冊ざくを書け」


  　蘭はがたん、と乱暴に音を立てて立ち上がると、スカートを翻ひるがえして短冊を笹に吊つるしに去っていった。清潔な残り香を残して──。


  



  
    ♡　　♡　　♡

  


  



  「俺、この移動教室中にさ、ドーテー捨てるから。捨てちゃうから。これまじで」


  　山やま中なか湖こへと向かう私立吉きち星ぼし高校２年Ｂ組の生徒四十人を乗せたバスの中、俺の隣となりでスナック菓子を貪むさぼり食っていたクラスメイトの大おお木き浩こう一いちが、口から食べカスを盛大に飛ばして断言した。


  「は？　相手は？」


  「そりゃー、決まってるっしょ」


  　俺が聞き返すと、浩一はにんまりとゲスな笑みを浮かべて、バスの前部座席を指さした。その先には、ふんわりとカールした薄うす茶ちや色いろの髪の毛をツインテールに結わいた虹にじ川かわさんの姿があった。


  「……虹川さんか可か愛わいいな。それがどうした？」


  　虹川さんは、『吉星のスター』の称号にふさわしく、取り巻きの女子たちに囲まれて、アイドル顔負けの愛らしい微ほほ笑えみを振りまいていた。可愛い、可愛すぎる。いるだけで癒いやされるまさに天使の微笑み。けれど、あのノート事件以降、その微笑みが俺に向けられることはない。


  「そう、可愛いだろ？」


  　満足げな浩一。


  「でも、お前らって付き合ってたっけ？」


  「付き合ってねーよ。だから、この機に告白しちゃおうってわけ」


  「へー」


  　なんだ、勝手に浩一が先走っているだけの話か。俺は少しほっとした。相手が誰だれであれ、浩一が先に経験を済ませてしまうとなんとなく焦あせりを覚えてしまう。


  「流さないで聞いてくれって。移動教室っていえば、心躍おどる一大行事だろ。なんていったって、泊りがけだしさ。非日常感を理由にして告白からのキス、そして初体験と、俺はストレートフラッシュを狙ねらってるんだって」


  「いや、いくら何でも、お前、それ、無理だろ……」


  　浩こう一いちが移動教室にかける意気込みはわかる。世間には、そんな夢物語も存在するかもしれない。しかし、相手が虹にじ川かわさんでは、浩一の夢が叶かなう可能性は百にひとつもない。


  　虹川さんは、クラス一、いや、学年一、もとい、学校一の美少女だ。


  　ひょっとしたら街一番、いや、東京都一番かもしれない。大げさではなくそれほどの美少女だと思う。


  　その名前は吉きち星ぼし高校内だけならず、近きん隣りん他校にまでも鳴り響ひびいていて、登下校の時間ともなると、虹川さんの清純すぎる制服姿をひとめ見ようと、他校の男子生徒たちが正門にずらりと列を作る。


  　某ぼう大学には『虹川エリー研究会』と称したファンクラブがあって昨年の学祭では、実際に虹川さんを招いてのミニライブでおおいに盛り上がったという。女のコたちの噂うわさ話ばなしによると、虹川さんと歩いていると、事務所からのスカウト、ファッション誌のストリートスナップ、ナンパ、声援など、無数多数の男から話しかけられるため、心が休まる暇ひまもないという話だ。


  　当の本人の将来の夢も『アイドルになること』。


  　高校を卒業するまでは、学業を優先したいがため、目立った活動は行わず、卒業と同時に、今、声をかけられている中の一番条件のいい事務所に所属してデビューするのでは、と噂されている。


  　そんな虹川さんだが、顔だけではなく性格も可か愛わいいという奇跡のキャラクターの持ち主だ。


  　おっとりとしたほんわか天然系なのだが、サインをくれだとか写真を撮らせてくれだとか、毎朝、校門前に列を作る男どもにも丁寧に、ちゃんとひとりずつ対応する優やさしさも兼ね備えている。


  　そのお陰で入学して最初の一週間、虹川さんは正門で足止めされ続けて、毎朝遅刻することとなった。いくら正門までたどりついていようと、教室に入るのがチャイムの後ならば、遅刻に変わりはない。それが一週間も続けば、大目玉を食らっても致し方ないが、


  「ごめんなさい、でも、断れなくって……せっかく待っていてくれてるから……」


  　と、心底困りきった虹川さんの様子に絆ほだされた当時の担任が、『朝の挨あい拶さつ運動』と称して正門に生徒を配置。そのついでに虹川さんふれあい整理券を配ることで解決したという逸話はいまでも伝説をして語り継がれている。


  　虹川さんがすごいのは、そのルックスに悩殺された男連中だけではなく、女子生徒たちからも「可愛い」「みんなの妹」「エリーといると癒いやされる」などと好かれているのだから、アイドルという職に就くのは、おそらく天性であろう。今のアイドルの人気って女のコ受けも重要っぽいし。


  　そんな顔よし性格よしの完全美少女だけあって、彼氏に立候補するやつらも、ひっきりなしだが、俺の知る限り、まだ誰だれも虹にじ川がわさんと付き合えた男はいない。噂うわさによると本人がきっぱりと彼氏は作らない宣言しているそうだ。


  　そんな、誰の手にも入らない『偶像』を演じきっている虹川さんが、わざわざ浩こう一いちと付き合うことはないだろう。親友に対してこういってはなんだが、顔が別段いいとか、勉強ができるだとか、スポーツに秀でているとか、そういう女のコに好かれそうな特徴はゼロ。


  　あえていいところをあげるとすれば、虹川さんと付き合える、と本気で思っているほどにポジティブな男だということくらいだ。


  「でもさぁ、エリーちゃんって、俺に優やさしいんだよ、この間だって部活に行く時に廊下ですれ違ったら『がんばってね』って。絶対俺に気があるでしょ？」


  「それくらい普通言うだろ」


  　こいつのことだ、どうせすれ違いざま、話しかけないと不自然なくらいガン見していたに違いない。


  「いやいやいや、でもさ、よく目が合うし。あっ、ほら、今も合った！」


  「ただこっち向いただけじゃね？」


  　案の定、斜め後ろの席のコにお菓子を渡してるだけだし。


  「理想は一日目に告白、二日目にキス、で、三日目に結ばれる……うん、これなら無理がない！　ちゃんと段階を踏ふんでるベスト進行！」


  「無理ありまくりだろ……」


  　冷静な俺の言葉など、まるで聞く耳など持たない様子で身体からだをくねくねとくねらせては、虹川さんにちらちらと熱い視線を送る浩一。キモい。


  「お前さ、よくよく考えてみろよ。虹川さんとお前が釣り合うと思うのかよ」


  「釣り合い？　そんなの関係なくね。だって、釣り合いっていうのは、周りから見てのもんだろ？　恋愛なんて本人同士が納得してりゃいいもんだろうが」


  　もっともだ。たまにはいいことを言うと見直したが、浩一はその次の瞬しゆん間かん、何を写すんだ、というほどの長いレンズをつけた一眼レフカメラで虹川さんを隠し撮りしようとしていた。


  　その姿は完全にヲタ。前言撤てつ回かい。一瞬でも感かん銘めいしてしまったことを後悔してため息をつくと、浩一のスナック菓子を一本拾い上げて口へと運んだ。


  「あー、それにしても楽しみだな。なー、湖水浴があるんだよな、ひゃっほー！　俺、そのために一眼レフの防水ケース、ゲットしたんだぁ」


  「お前、水着の女子にカメラなんて向けてみろよ。変態扱いされて残りの高校生活、真っ暗だぞ」


  　二人揃そろってキモいコンビなんてことになったら、さすがの俺も心が折れる。


  「で、お前はどうすんのさ」


  「あ？　何が」


  「だからさ、せっかくの移動教室なんだから、濠ごうも誰だれかにアタックしてみたらいいじゃねぇか」


  「俺がキモザキって言われて女子全員から忌いみ嫌われてること、知ってるだろ？」


  「でも、ほら、一いち途ずさんはお前のこと、好いてんじゃん。ほら、今も熱い視線を送られてるぞ？　またノート、届いちゃうんじゃねぇのか？」


  　浩こう一いちが指差した先に目を遣ると、バスの一番前の席、霧きり雨うの隣となりに座っている一途さんと目があった。一途さんは俺の視線を受けてニヤリと微ほほ笑えむと、両耳の上で結ばれたリボンが揺れた。


  （うわっ！　目があっちまった……）


  　慌あわてて目をそらすと、浩一の耳元に顔を近づけて囁ささやく。


  「……それだけは無理だ。あいつ怖いし」


  　あの事件以降も、一途さんの恐怖ノートの宅配は続いていた。


  　最近では何の心境の変化かは知らないが、ポルノから純愛路線へと少しだけ作風が変化して、最新作の中では、俺は白血病で余命三か月という設定になっていた。ポルノよりはマシだが、俺はいつか、その話の中で殺されるのか。


  　いや、むしろ殺して欲しいとも思う。主人公が死んでしまえば、ノートが届かなくという可能性だってあるし。


  「でもさ、住めば都っていうじゃん。それと同じで、付き合ってみたら一途さんの可か愛わいいところも見えてくるかもよ。まぁ、いくら可愛いところって言ったって、エリーちゃんにはかなわないだろうけど。あ～ぁ、エリーちゃんの水着姿、早く見たいなぁ」


  　浮かれまくっている浩一に呆あきれつつも、虹にじ川かわさんの二列後ろの席に座っている蘭らんに何気なく目をやると、蘭はビクン、と身体からだを前に大きく揺らした後、こてん、と首を折って寝入ってしまった。


  （あれ、蘭、寝てるんだ）


  　昨日は興こう奮ふんして寝られなかったとかだろうか。無防備な寝顔が可愛い。


  （昔はよくひとつの布ふ団とんで昼寝とかしてたな……）


  　子供の無む邪じや気きの恐ろしさだ。なんでそんなことができたのか。今となっては信じられない。


  　そんなことを考えている俺の口からもあくびが出た。


  　気がつけば、なんだか異常に眠い。実は俺も、今日が楽しみすぎて、三時間しか寝ていないからだ。蘭のことをちっとも笑えやしない。


  「なぁ、浩一……あれ、寝てんのかよ」


  　さっきまでうるさいほどにはしゃいでいた浩一も、ぐうぐうと高いびきをかいて寝込んでいた。


  「何だよ、いきなり寝るとか子供じゃねーんだから」


  　あくびを噛かみ殺して辺りを見回すと、ほとんどの生徒が寝入っていた。


  （……なんかおかしくないか）


  　さすがに寝すぎじゃないだろうか。と、天てん井じようの空調のダクトから、白い霧きり状じようのものがしゅうしゅうと吹き込んで来ている気がついた。


  （……な、何だあれ！）


  　クーラーの冷気にしては、量が多すぎる。まるでドライアイスに水をぶっかけたような濃さの霧だ。


  （なんだ？　このシーン。映画や小説で見たことあるような……）


  　まさか、催眠ガスか？　俺たちのバスに!?　慌あわてて立ち上がろうとしたが、膝ひざに力が入らない。


  （いったい……何が……起きて……）


  　必死に目をこじ開けようとしても、まるで鉛にでもなったかのように重い。俺の必死の抵抗もむなしく、視界がゆっくりと小さくなり、やがて暗転した。。


  



  「あれ、ここ、どこだ」


  　目を覚ますと見知らぬ部屋の中にいた。


  　八はち畳じようほどの和室。横たわっている俺の背中の下には薄うすっぺらい敷布ぶ団とんが敷かれている。せんべい布団、というやつだ。


  　木目の天井からは古びたデザインの電灯のかさが吊つり下がり、そのスイッチの紐ひもが右側の窓から吹き込んでくる風でゆらゆらと揺れている。軽い頭痛。手足の先が痺しびれたようにジンジンとする。


  （……えっと……移動教室の途中……バスで……）


  　思い出した！


  （……そうだ、バスの中だったのに、ここはどこだ!?）


  　慌てて上半身を起すと、少しでも状況を把握しようと部屋をぐるりと見回した。


  　家具らしい家具といえば、ちゃぶ台と座ざ椅い子すが四組。よくある旅館のレイアウトだ。その脇わきの、入り口のドアを入ってすぐの左手には、リュックサックがひとつ置かれていた。


  　お年玉で奮発して買ったアウトドアブランドのもので、目印にブルーのバンダナスカーフを巻きつけてある。俺のもので間違いない。


  （……どういうことだ？）


  　ガスで眠らされた、ということに鑑かんがみるとこの部屋のこの状況は普通すぎる。


  　いったい俺の身になにが起きたのか、脳内でこれまでのことを回想する。


  　俺たちを乗せたバスは、朝の八時に学校を出発した。途中、高速のパーキングによって一度のトイレ休憩の後、突然、白い霧のようなものがバスの空調口から吹き込んできた。途と端たん、俺は昏こん睡すいした。俺だけじゃない。蘭らんも浩こう一いちも……おそらくは全員だ。


  　しかし、この部屋にいるのは俺ひとりだけだ。皆はどこに行ったのだろう。


  （ひょっとして、これ……夢かな）


  　そうだ、夢を見ているとすればすべて解決がつく。楽しみすぎて、俺は移動教室の夢を見ているのかもしれない。この不可解な展開も、夢ならよくあることじゃないか！


  　移動教室を楽しみにする余りに、昨晩、三時間ほどしか寝られなかった俺は、バスの中でいつの間にか爆ばく睡すいした。ガスうんぬんというバカげた夢を見ながらも、移動教室の目的地である山やま中なか湖こ畔はんの宿舎についても目を覚まさず、「よほど疲れているみたいね。可か哀わい想そうだから、寝かせておいてあげましょう」という霧きり雨うの温かい心遣いにより、寝たままこの部屋へと運ばれた。そして目を覚ましたなう。


  （いや……ちょっと無理があるよな）


  　いくら何でも、道中一度も目を覚まさないことはないし、あの霧雨がそんな気遣いをするわけはない。普通はたたき起こすだろ。


  （とりあえず、ここがどこだか確認するのが先か……）


  　外を見るのが怖いような、それでいて、はっきりと確かめたいと焦あせるような思いで腰をあげると、窓辺へと近寄って外を眺めた。


  「……はぁっ!?」


  　どうやら、この部屋は、建物の二階らしかった。


  　目の前には、小さな中庭を挟んで白い砂浜、そして太陽の光を浴びて煌きらめくエメラルドグリーンの湖面。


  「……広すぎるだろ！　山中湖！」


  　旅のしおりによると山中湖の周囲は13キロと少し。


  　レスリング部に所属するスポーツ万能少女の緑みどり野のゆうが「朝のジョギングにちょうどいい距きよ離りだな」と言っているのを聞き、朝からそんなに走るんだと感心したから、よく覚えている。


  　周囲13キロの湖といえば確かに大きいが、目の前に広がる景色のスケールはもっとでかい。いくら目を凝こらしても、向こう岸が見えないでっかい水たまりだ。


  　しかも山中湖のバックに広がるべき富士山がない。代わりにあるのは白波を立てて引いては寄せる波、青空を悠ゆう々ゆうと飛ぶカモメ、磯の臭い、そして十数人の水着姿の女のコたち──。


  　なぜ俺は海にいるのだ。


  　あっけにとられていると、俺の姿に気がついた少女が大きく手を上げて振った。


  「あっ、濠ごうくんが目を覚ましたっ！」


  　途と端たんに女のコたちがいっせいにこちらを見上げた。よく見ればみな、俺のクラスメイトの女子たちだ。大人になりかけのわがままボディをスクール水着に包み、きゃっきゃと水辺ではしゃぎまわっている。


  「濠たーん、早くこっちに来てよぉ。一いつ緒しよに水遊びしよ？」


  　状況が掴つかめぬまま、あっけにとられている俺に、誰だれよりも小さい身体からだをぴょんぴょんとジャンプさせて、まるで小学生にしか見えない『ちびこ』こと、岡おか井い里り奈なが声を張り上げた。


  「目め崎ざき様のお目覚めを、皆様お待ちしておりましたわ」


  　ユリアさんがプラチナ色の髪の毛を輝かがやかせておっとりと微ほほ笑えむ。


  　そのほかの女のコたちも、口々に俺の名前を呼びながら、きゃあきゃあと嬌きよう声せいを張り上げている。


  　おい、待て。水遊び？


  　移動教室の初日の予定はたしか湖こ畔はん散策だったはずだ。植物や鳥や虫など都会ではあまり見ることのできない自然に親しむことが目的の──それがなぜに、女のコたちは水着姿ではしゃいでいるのか。そして、一いつ緒しよに移動教室に来たはずの男子生徒たちは、なぜいないのか。


  （そうか、わかったぞ……）


  　これは夢だ。女のコたちが俺を『キモザキ』と呼ばないどころか、ウエルカムな雰ふん囲い気きさえ漂ただよわせている。これが夢でないはずはない！


  （だったら……）


  　俺の選せん択たく肢しはただひとつ。決まっている。


  「……行くっきゃないだろ」


  　俺はすぐさま制服のシャツとズボンを脱ぎ捨てると、失われた半年間の青春を取り戻すために、トランクス一丁で廊下に向かって走りだした。


  



  「うっひょ────最高っ！」


  　真っ青に澄すみ切った海に、勢い余って飛び込むと、水しぶきがあがった。


  「きゃあんっ！」


  　飛び跳ねる水滴に、女のコたちが驚おどろいて明るい悲鳴をあげる。


  （いやー、夢だっていうのに、マジでリアルすぎるんだけど。水とか冷たいし！）


  　太陽の光は熱く、足裏に当たる砂の感触も、まるで現実のようだ。


  　試しに手のひらですくって口に含んでみると、涙が出るほどにしょっぱい。よくできた夢だと感心してしまう。


  （あぁ、これこそが正しい青春の姿！）


  　あの事件さえなければ、こうして女のコたちとキャッキャウフフと高校生活を楽しめていたはずなのだ。目覚めれば、また『キモザキ』と呼ばれる生活が待っている。現実では手放してしまった喜びを、せめて夢の中だけでは味わおうと、俺は決意を固める。


  「濠ごうさん……パスですっ！」


  　背後から声がして振り返ると、ビーチボールが飛んできた。


  　投げてきたのは、休み時間はいつも一人で男と男が絡からみ合っている同人誌をニヤニヤと見つめている、漫画部所属、腐ふ女じよ子しの石いし神がみ冬ふゆ姫ひさんではないか。


  （い、石神さん？　どうした!?）


  　ＢＬは大好きなのに、生身の男は苦手らしく、いつもブツブツと呟つぶやいている謎なぞめいた少女だ。俺はもちろんのこと、誰だれが話しかけても性別が『男』というだけで「ありえないゆえ！」と叫び、光の速さで後ずさっていくのが特徴だ。


  （うひょ！　こうしてみると、石いし神がみさんって、結構スタイルいいんだな……）


  　いつもはもっさりとした制服姿なので気がつかなかったが、スクール水着を着ると、手足がすらりと長いのがよくわかる。やや大柄の体型に似合うほどに胸も膨ふくらんでいて、なんだかドキドキしてしまう。


  （しかし、どこを向いても水着って……これ、ヤバイぞ……）


  　吉きち星ぼし高校の体育の授業は完全に男女別になっていて、プールの授業も別々だ。女子がプールなら、男子はサッカー、男子がプールの時は女子はバレーボール、というふうに。


  　だから、校庭から遠目に女子たちの水着姿を盗み見ることはあっても、こうして近くで見るのは初めてだ。


  　さすがにハーフらしく、まるでモデルのようにスタイル抜群のユリアさん。緑みどり野のさんのこんがりと日焼けした身体からだはスポーツで鍛きたえられているだけあって美しく、虹にじ川かわさんは小柄ながら均整のとれた女のコらしい身体つき。極めつきは学級委員長の榊さかきさやかだった。


  （委員長って……こんなに巨乳だったのかよ……）


  　スクール水着を今にもやぶらんとばかりに張り上げているふたつの膨らみは、小玉スイカ級。少し身じろぎするたびに、たぷんたぷんと波打って揺れる様子は、圧巻の一言だ。


  （す……すごい……）


  　巨乳とか爆乳とかそういう騒さわぎではない。


  　もはや超乳。


  　乳を超えたスーパー乳が、クラス一の優等生の胸についているだなんて。男心をくすぐるこのギャップ！　さすがは夢。都合良すぎる！


  （浩こう一いち、悪いな……俺だけ楽しませてもらって）


  　蘭らんがいないのも気になるが、俺の本能のどこかが蘭をいやらしい目で見るのをセーブしているのだろう。


  　どちらにしても、夢の中のことだ。


  　誰に遠えん慮りよすることもなく、思いっきり！　心ゆくまま！　俺はやるぜっ！


  　それから俺はとにかく、クラスメイトたちの身体をじっくりと観察しまくった。


  　いや、観察なんて甘いもんじゃない。むしろ視し姦かんだ。


  　俺の視線を受け、ユリアさんは戸惑ったように目を泳がせると、何か決意するように唇くちびるをきゅっと噛かんだ。目をすっと細めると、蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべ投げキスを返してくれる。多少古ふる臭くさいとはいえ、完かん璧ぺきな造形を持つ美人のお色気ポーズに俺のハートはズキュンと射すくめられる。


  　男のぶしつけな視線で見られることに慣れているのか、虹にじ川かわさんは俺の視線など気にせずにあくまでも自然体だった。


  　波に足を取られて「きゃっ」と小さく叫ぶエリーちゃん。波打ち際を笑顔で駆けるエリーちゃん。手のひらですくった水を宙へと撒まくエリーちゃん。ソー、スイート。


  　リボンで結ばれたツインテールの髪の毛がぴょんぴょんとはね、ぴったりとした水着に包まれた形のいいバストがゆさゆさと揺れる。


  　まるでまんまアイドルＤＶＤのような光景が俺の目の前でくり広げられている。


  　そしてやはり極めつけは、やっぱり委員長だった。


  　俺に見られることが恥ずかしいのか、ほんのりとほっぺたを紅あかく染め、胸を隠すように腕を前にまわして、もじもじと身体からだを揺らしている。


  　けれども、委員長の豊乳は少女の華きや奢しやな腕などでは到底隠しきれるサイズではない。それどころか、クロスした腕のせいで、むぎゅりとひしゃげ、その柔らかさを一層強調する結果となってしまっている。


  （ううっ、たまらんです……）


  　下腹部がどくんと脈打ち、慌あわてて前傾姿勢をとった。


  　なんせ、水着ではなくトランクスなのだ。


  　しかも水に濡ぬれてぴったりと張り付いた状態なのだから、海からあがると、その形がくっきりと浮き出してしまう。と、その時、背中にぷにり、と柔らかな物体が押しつけられた。


  「濠ごうくんっ！　つかまえたぞっ」


  　いったい誰だれと振り返ると、クラスメイトの安やす田だ未み来らいさんだった。


  「おわっ、ど、どうしたの」


  　保健委員の安田さんは、とにかく面倒見がいいと評判の少女だ。


  　あだ名は『おねぇ』。本当は男だから、とかではなく、普通におねえさんっぽいという理由で。


  　おねぇさんには、俺も以前、消しゴムを失くした時に、自分の分を半分に割ってもらったことがある。キモザキと言われている俺に消しゴムをくれるくらいだから、相当にいい子だ。けれど、絡からんだことと言えば、それ一回こっきりで、こんなふうにいちゃつかれる覚えはない。


  「ん？　どうもしないよ。ね、わたしと一いつ緒しよに遊ぼうよ？」


  「あ、遊ぶって……」


  「ずるーい！　ずるいです！　里り奈なも一緒にあそぶのー！」


  　ちびこさんが、小学生と見まがうような幼顔の頬ほおをぷくっと膨ふくらませて、俺の腕へと絡みついた。


  　一見、ぺたんこの胸だが、こうして腕に押しつけられると、思いのほか柔らかく、胸がどくどくと騒さわいでしまう。


  「あの……わたしも……その……仲間に入れていただきたいと言いますか……その……」


  　石いし神がみさんまでもが、超早口でブツブツと呟つぶやきながら近づいてきた。後ずさり姫が男に自分から近づくなんて奇跡だ。


  「濠ごうく～ん。わたしも遊んでぇ！」


  「め・ざ・きっ！　あたしの相手もしろよな」


  「濠さぁんっ！　逃がさないんだからぁっ」


  　石神さんたちだけじゃない。気がつけば、ユリアさんも、緑みどり野のさんも、委員長も、を取り囲んで引っ張り合いだ。


  　こ、これがモテキ到来ってやつか！


  「おう！　みんなまとめてかかってこいっ！」


  「きゃぁああああっ！」


  　大きく手を広げると、女のコたちがいっせいに飛びかかってきた。


  　ううっ、おっぱいが背中に肩に頭に太ももにお腹なかに当たってムニムニしてる！


  　だ、誰だれだ俺のアソコを触さわっているのは。ちょっと積極的すぎるぞ！


  　ぱ、パンツを脱がせるのはやめてくださいっ！


  　嬉うれしい悲鳴をあげる俺に、女のコたちはお構いなしで、ぴっちぴちの身体からだをぎゅうぎゅうと押しつけてくる。


  （あぁ、至福……夢なら覚めないでくれ）


  [image: ]


  　うっとりと天を仰あおいだその時──。


  　しゅっと空気を裂さく音が響ひびくと同時に、全員の動きが止まった。


  「みんな、濠ごうから離はなれて」


  　凜りんとした声の主は、蘭らんだった。


  　ひとつに結わいた長い黒髪を海風になびかせ、竹刀しないを中段の構えに取っている。


  　その佇たたずまいは殺気に溢あふれている。蘭の本気モード。俺が他中の不良生徒にカツアゲされそうになって以来だ。あれは確か三年前のことだった。


  　蘭の後ろに隠れるようにして虹にじ川かわさんが佇んでいた。その肩（と胸と）が激しく上下しているところを見ると、どうやら虹川さんが蘭を呼びに行ったらしい。


  「なんであそぶのじゃまするです？」


  　ちびこさんが口火を切った、途と端たん、


  「そうだそうだ！　濠くんはお前のものじゃないぞー！」


  「濠くんの独り占めはんたーいのはんたいのはんたーい！」


  　続けてほかの女子たちがシュプレヒコールをあげる。


  「お前らは、女として大切なことを忘れてる。恥はじを知れ」


  　蘭の背後にふわりと気炎があがった気がした。その気迫に辺りがしんと静まり返る。


  「ら、蘭、ちょっといくら何でも……大げさじゃないか。恥とかなんとか、みんな水遊びしてるだけだし……」


  「うるさい。濠は黙だまってろ。さぁ、濠に手出しをするのは、あたしを倒してから。お前らの覚悟を見せてみろっ！」


  　なんだ倒すとか覚悟とか大げさすぎねぇか。


  （なんだか面倒くさいことになってきたぞ……）


  　さすがは夢だけあって、荒こう唐とう無む稽けいな展開だ。


  　せっかくの幸せな夢を悪夢で終わらせるのはごめん。そう考えた俺は、ユリアさんに言った。


  「ちょっとさ、悪いんだけど、ユリアさん、俺のこと、ひっぱたいてくれないかな」


  　頬ほおを叩たたいてもらって目を覚ますという古典的な方法だ。


  「え？　ＳＭプレイまではわたくしもまだ覚悟ができておりませんですわ」


  　ユリアさんに頼たのむと、びくんと身体からだを震ふるわせて言った。


  「エ、ＳＭ？　いや、そういうんじゃなくって、ちょっと目をさまして欲しいんだけど」


  「ああ、神様、これもわが一族を救うための試練なのでしょうか。レ・ミゼラブル……」


  　ロシア系のクセにユリアさんはフランス語で呟つぶやくと、天を仰いだ後、思い切り手を振りかぶった。しかもグーで。


  「ぎゃおす！」


  　鈍く重い痛みが頬骨に響き、涙るい腺せんからじわっと涙が染しみ出して視界がぼんやりとかすむ。


  「い、痛い……」


  　あまりの痛みに膝ひざが震ふるえる。二歩、三歩。四歩目で我が慢まんできずに、その場に尻しりもちをついた。遠えん慮りよしていたわりに、俺に何か恨うらみでもあんのかというほどの強いパンチだ。


  　そしてその痛みをもってしても、世界は何ひとつ変わっていない。


  「ゆ、夢じゃないのかよ……」


  「夢？　何を言ってるんだ？　寝言は寝て言え」


  　蘭らんが竹刀しないを構えたまま、波打ち際ぎわに尻もちをついている俺のほうに、すっと進み出た。その後ろから虹にじ川かわさんがちょこちょこと駆け寄ってくると、タオルを手渡してくれる。


  「悪い。霧きり雨う先生に抗議をしていたら遅くなった……濠ごう、大切な話がある」


  「な、なんだよ、大切な話って……」


  「詳しい話は後だ。まずは……その……着替えろ。その格好は少し破は廉れん恥ちすぎる」


  　蘭が目を泳がせて言った。


  「あっ……すまん」


  　慌あわててタオルでトランクスの股こ間かんを覆おおうと立ち上がる。


  「ということなんで……それでは皆様、さようなら……」


  　ついさっきまで楽しげに嬌きよう声せいをあげていた女のコたちは、今では、冷や水でもかけられたようにしんと静まり返っていた。気まずい思いでごにょごにょとごまかすと、浜辺を後にした。


  



  
    ♡　　♡　　♡

  


  



  （いったい何が起きているんだ……）


  　山やま中なか湖こにいるはずが、なぜ海にいるのか、男子たちはどこに消えてしまったのか、蘭の大切な話とは。そして急に親しげな態度を取り始めた女のコたち。


  「あー、それにしてもパンツ、びしょびしょだし。冷てぇ」


  　着替え終えるのを待っているという蘭と虹川さんを廊下に残して部屋に入ると、棚の中にあったタオルを使って身体からだを拭ぬぐった。リュックサックの中から着替えを取り出し、海水でぐじゅぐじゅに濡ぬれたトランクスのウエストゴムに手をかける。そして、下ろそうとしたその時──。


  「キモザキ、げっちゅ────っ！」


  　押し入れが勢いよく開き、中から制服姿の三人の少女が飛び出してくると同時に、俺の元に素早く駆け寄り身体を羽は交がい締じめにしてきた。


  「ぐっ！　ぐげっ！！！　な、何だお前らっ」


  「うっはぁ。パンツ一枚とか超都合よくない？」


  　くりくりとカールした髪を、バカでかいぽんぽんで結わいた大おお久く保ぼゆい、通称『ゆいゆい』さんが、つけまつげをばさばさと揺らし、問いかけをガン無視で俺の右手をぐっと押さえつけた。


  「ひん剥むく手間が省けた的な？」


  　見た目はまるでギャルだが、話すと意外とおっとりとしている『ゆまちん』こと、渋しぶ谷やゆまさんが、グロスで光る唇くちびるをぺろりと舌で舐なめあげて同意する。


  「的な的な的な？」


  　一番のバカキャラと言われている『ゆかぽよ』こと、大おお塚つかゆかさんが、意味のわからない同意をしながらゴテゴテとデコられた爪つめで俺のほっぺたをぷにぷにと押す。


  「な、なんだ、お前ら!?」


  　こいつらは授業中、基本的にいつも寝ている夜行性動物だ。


  　たまに起きていると思うとお菓子を食べているか化粧を直しているか。食う寝る遊ぶにしか興味がないギャル族三人組。


  　ノート事件以降は、俺のことを嘲ちよう笑しようの対象にしていて、授業を受けていれば、消しゴムカスを投げてくるし、校舎の上から「エロ小説男っ！」と叫んでくるし、廊下ですれ違おうものなら、伏目で早足でそそくさと通り抜ける俺の背中にドロップキックをかましてくる。


  　そんな三人組の突然の来らい襲しゆうに驚おどろきを隠せないで叫び声をあげたが、しかし、三人は俺の言葉を無視して勝手に盛り上がっている。


  「はぁ、それにしてもうちらの武器って弱くね？　なんで猫じゃらし？」


  「だよねーゆいゆい。絶対に霧きり雨うの陰いん謀ぼうっしょ？」


  「まぁ、とりあえず使ってみよっか的な？」


  　武器？　陰謀？　猫じゃらし？　状況がまったくもって掴つかめないでいる俺の身体からだを、三人はどこからか猫じゃらしを取り出すと、くすぐり始めた。


  「ちょっ、ま、待てぇっ、あひっ、あひゃふあ、ふあうっ！」


  　俺の首筋を、脇わきの下したを、横腹を、柔らかな細毛の塊かたまりが這はい回る。こちょこちょとしたこそばゆさに全身が痙けい攣れんする。


  　俺の身体の敏感な部分を這い回る六本の毛玉でのくすぐり責めに加え、三人の身体がぎゅうぎゅうと押しつけられるのだからたまらない。


  　鼻奥をぷんとくすぐるココナッツのような甘い匂におい。はじけそうにぴちっとした肉体の魅み惑わくの弾力。すべすべとした素肌のさらさらとした感触。


  （ぐ……ぐぉ……こ、これは……）


  　セーラーブラウスをむちっと押し上げるゆいゆいさんの胸が俺の頬ほおを挟み込んだ。むちっとした太ももで俺の足を押さえ込んでゆかぽよさんの甘ったるい吐と息いきが耳たぶをくすぐる。


  「あれれ、なんだか、ココ、ちょっと腫はれてきた的な？」


  　ゆまちんさんが俺の股こ間かんをちょんちょんと突いた。


  　だ、だめだ、そこは突くな。なぜならば──危険だからだ。


  「うぎゃっ、キモっ！　また大きくなったぁっ！　キモザキ、キモ、キモキモッ！」


  　ほら言わんこっちゃない。


  　自じ慢まんじゃないが、俺は童貞なんだ。


  　童貞がちんちんなんか突つかれてみろ。そりゃ、大きくなるに決まってる……と威張ってばかりもいられない。


  　なぜなら、ゆいゆいさんとゆかぽよさんの猫じゃらし攻こう撃げきは少しも止やむ様子はないからだ。


  「あひっ、お前ら、やめっ、ひっ、ひゃっ、くはっ、くうっ！」


  　くすぐり地獄と柔肌天国とにいっぺんに襲おそわれ、頭の奥がじんじんと痺しびれて横おう隔かく膜まくがひっくひっくと痙けい攣れんする。制御不能な刺激に四し肢しがピンと伸び、酸素過多になったように喉のど奥おくから絞るような声が漏もれる。


  「あひっ、あひゃうっ、あぎゃおぉおぁ！」


  　全身に走る強きよう烈れつすぎる刺激に、俺は膝ひざをぱたりと折ると、そのままその場に崩れ落ちた。


  「やべ、これって結構強い武器系？」


  「つか、こいつがしょぼいんでない？」


  「とりあえずうちらの勝利見えてきた的な？　うっはぁ！」


  　脱力して畳たたみの上にぐったりと横たわっている俺を、三人娘がサディスティックにくすくすと笑いながら見下ろす。


  「さぁ、イクよ……もとい、ヤるよ。みんな。覚悟はいいね」


  　三人娘は目を合わせると、互いに勇気づけ合うように頷うなずきあった。


  　おおい！　ヤるって何なんだよ！　いったい何をする気だ……。


  　しかし俺の全身はまだ、先ほどのくすぐり責めの余よ韻いんが抜けず、力がまるで入らない。


  　無防備に畳の上に身体からだを投げ出している俺の横に、少女たちはしゃがみこむと、ゆかぽよさんとゆまちんさんが俺の手足をぐっと押さえつけた。


  「だ、だめ、な……お前ら何すんだ！」


  「うるさい。あんたはおとなしく寝てればいいのだ！」


  　俺の必死の制止など聞く素そ振ぶりもなく、ゆいゆいさんがトランクスの腰ゴムに手をかけた。


  （あぁっ、ぬ、脱がされてしまう……）


  　女の子といっても三対一の孤こ軍ぐん奮ふん闘とう。ぐっと押さえ込まれて身じろぎもできない。


  （もう……こうなったら……仕方が……ない……）


  　ぎゅっと目を閉じて恥はじの瞬しゆん間かんを待つ。


  　なんで俺がこんな目に遭あわないといけないのかまるでわからないが、しかし、とにかく少女たちが俺のちんちんを狙ねらっていることだけは確かなのだ。


  （いや、でも、恥はずかしいんだけど……ちょっとだけ、俺、期待してるような……）


  　正直、ギャルっぽい女のコはあまり好みではないといっても、三人から漂ただよう、むんとしたフェロモンに、背せ筋すじがゾクゾクとしていることは確かだし、遊びなれているふうの三人に、一方的に童貞を奪われる、というのも考え方次第では悪くはない。


  （そうだよ、もしも大好きな女のコと、そういうことになりそうになった時に……失敗して無ぶ様ざまなところを見せるよりも……）


  　そう、よくよく考えれば、別にそう困った状況ではない。


  　さっきは猫じゃらしなんてとっぴなグッズを出されたから焦あせってしまったが、あれはなんつーか、照れ隠しとか、俺を押し倒すまでの奇抜すぎる前ぜん戯ぎだと思えば納得もいく。


  （浩こう一いち、一足先に俺、男にならせてもらうわ）


  　そう覚悟を決めた瞬しゆん間かん、


  「ちょっと待ったぁっ！」


  　声が割って入った。俺の両足を掴つかんでいるゆまちんさんだった。


  「どうしたの、ゆまちん？」


  　俺のトランクスを下ろしかけた手を止めてゆいゆいさんが首をかしげる。


  「ほら、さっきまで、こいつのアソコ、腫はれてたじゃない？　けど、今はしぼんじゃってるみたいな？　でも、エッチって、しぼんでちゃできないし。けど……ナマのアレとか触さわるの無理じゃね？　ということは、パンツを下ろす前にもう一回、ああいう感じにしたほうが？」


  「ゆまちんの言う通りかも。ゆまちん、みんなに言われているほど、アホじゃない！」


  　ゆかぽよさんがいいことに気がついた、とばかりに拍手した。


  「そう、ゆまちんはみんなに言われているほどバカじゃない！　ほら、猫じゃらしもあるし？」


  「ナイスアイディア。ゆまちん！　やっぱりバカじゃない！」


  　ゆまちんさんに猫じゃらしを手渡されたゆかぽよさんは、俺の手首を押さえていた手を膝ひざに置き換えると、猫じゃらしをアソコに当てた。


  　さっきのくすぐりとは少し違い、明らかに性的快感が伴ともなった刺激が下腹部に走る。


  「なるほどー、ゆまちん、頭いい！」


  　ゆいゆいさんも猫じゃらしを拾い上げると、俺の股こ間かんをくしゅくしゅとくすぐり始めた。


  「はわぁっ、はうっ、あぁあっ」


  　身動きが取れない状態で、少女たちに一方的に嬲なぶられる屈くつ辱じよくに顔が熱い。


  　猫じゃらしがトランクスの薄うすい生地越しに敏感な先っぽを擦こするとろけそうな快感に、全身に鳥肌が立った。


  「うわぁ、何こいつ、キモっ！　なんかあえいでるし！」


  「ゆいぽよ、我が慢まん我慢。キモザキがキモいのは自然の摂せつ理りでありますぞ」


  「うううー、ゆか的に人生最大の我慢なんすけどぉ。ひゃうっ！」


  　俺の身体からだを猫じゃらしでもてあそびながらのこの発言。我慢してまで俺を弄いじる必要があるのかお前ら！


  　いや、それとも、もしかして、これは言葉責めというサービスなのか。


  　だとしたら俺はひょっとしてクラス内ではＭキャラとかいう話になってるとか。


  　そりゃキモい。自分で言うのもアレだがキモザキと言われても仕方がない。


  　おまけに。結論だけいうと俺は激しく勃ぼつ起きしてしまった。


  　恥はずかしい。でもこの恥ずかしさが嫌いやじゃない。


  　やっぱり俺はＭなのかもしれない。ＭでＤＴだなんて音楽再生でもできそうだ。


  　身体からだが自然に悶もだえてしまうほどの羞しゆう恥ちと、一方的に与えられる暴力的なまでの快感に晒さらされ、今の俺にできるのはあられもない声をあげることだけ──。


  「ひゃお！」


  「こ、こんなになるとか男のコレ怖い！」


  「まーべらす！」


  　というわけで無事にくっきりとトランクスにテントを張り上げることになった俺のアザラシを見て、三ギャルが目を丸くした。


  　さぁ、俺様の童貞を奪うのはどいつからだ。俺の心と身体の準備はオッケーだぜ。


  　いつでもレイプしやがれ！


  　が、ゆいゆいさんもゆまちんさんもゆかぽよさんも、互いに顔を見合わせて固まっている。


  「……ねぇ……思ったんだけど、ヤったやつが八で残り一ずつって割り振りにしない？」


  　ゆいゆいさんがぼそりと呟つぶやいた。


  「賛成……かもねー！」


  　ゆかぽよさんがこくこくと首を縦に振って同意する。


  「じゃあ、ゆまちんはご遠えん慮りよして一割のほう」


  　ゆまちんさんがぴっと挙手して言った。


  「ええっ、ゆまちんそれずるい！　ゆいゆいも一割で」


  「ええ───っ、ゆかぽよも無理だよぉ。だって、一応、ほら、バージンだし」


  「そんなこと言ったらゆまちんだって処女だもん……」


  「ゆいゆいだってエッチとかしたことないし！」


  「お、お前らが、全員処女ぉ───!?」


  　どこからどう見てもヤリマン・させこ・ビッチ・淫いん売ばい。


  　新旧および国内外のそういった言葉すべてにぴったりフィットする外見のこいつらが処女だって？


  　驚おどろきの声をあげると、ゆいゆいさんがきっと振り返ってガンを飛ばした。


  「そう、何か文句あるっつーの？」


  「いや、文句とかはないっすけど……ちょっと俺的に外見とのギャップがあったっていうか……」


  「人を外見で判断するのいくないよっ！」


  　ゆまちんさんが唇くちびるを尖とがらせた。もっともだが、そんな正論をこんなやつらに諭さとされたくない。


  「でも、どうしよう……うちらの願い、一千万だよ？　一千万あったらハワイ行けちゃうし、１０９で好きなもの買い放題だし……」


  　ゆかぽよさんが途と方ほうに暮れた様子で俺のちんちんとゆいゆいさんとゆまちんさんとを交互に見比べて言う。


  「だったらゆかぽよがヤリなさいよね。ゆいゆいは初体験は大好きな人とって決めてるんだから。こんな虫ケラとなんて無理だもん！」


  「ゆまちんも、こんなヤツのために痛い目に遭あうとかはちょっと……ね……じゃあ、じゃんけんにしようか。それなら不公平じゃないし」


  「じゃんけんかぁ、負けたら、こいつとエッチ。ううむ、これはセンターを決めるアレよりも熾し烈れつなじゃんけん大会になりますぞ」


  　さっきまでの元気はどこにいったのか、三人の少女の間に微妙な沈ちん黙もくが走った。


  「ちょっ、なんで、みんな、いきなり引いてるとか！　俺の童貞が欲しいんじゃねーのかよ！」


  「欲しいわよ、あんたの童貞。けど……それとあんたとセックスがしたいとかはまた別の話だしっ！」


  　ゆいゆいさんが吐はき捨てるように言った。


  （俺の童貞は欲しいけどセックスはしたくない？）


  　ますます俺の頭は混乱する。どういう意味だ。それに一千万とかって。


  「お前ら、何が目的なんだよ!?」


  「決まってるじゃない。一千万円！」


  　三人が口を揃そろえて言った。さすがのチームワーク。


  　じゃなくって。


  「なんで俺の童貞が一千万円で売りに出されてるんだよ!?」


  　俺が叫んだその時──。


  「それは、濠ごうの親おや父じさんが仕組んだこと」


  　ドアががらりと音を立てて開くと、蘭らんと虹にじ川かわさんとが部屋の中へと駆け入ってきた。


  「ら、蘭……」


  　蘭はパンツ一丁で女のコ三人に羽は交がい締じめにされている俺を鋭するどい目つきで一いち瞥べつする。


  「遅いからもしかして、って蘭ちゃんと話したんだけど……間に合ってよかったぁ」


  　虹川さんが胸を撫なで下ろして言った。


  「ゆいゆい、ゆかぽよ、ゆまちん。あたしが来たからには、濠の童貞は渡さない。さっさと濠から離はなれろ」


  「渡さないってお前が決めることかっ！」


  「うちらナメるなっつーの」


  「一千万は渡さぬぞー！」


  　さっきまでのヘタレた態度はどこにいったのか、精一杯の虚勢を張ってゆいゆいさんが蘭らんに反抗した。ゆまちんさんとゆかぽよさんもそれに追つい随ずいする。


  　しかし、蘭はふっと目を細めて哀あわれむような視線を向けると、ゆいゆいさんに向かって竹刀しないの先を突きつける。


  「なら、さっさと濠ごうの童貞を奪うがいい。で、誰だれがするんだ？　ゆいゆい、お前か？」


  「……うーん、それはどうかな」


  　さっきの威勢はどこにいったのか、ゆいゆいさんが身体からだをびくんと硬くすると、半笑いを浮かべて首をかしげる。


  「それでは、ゆかぽよ？」


  「いや……ちょっとそれは……」


  　ゆかぽよさんがじりじりと後ずさりする。


  「では、ゆまちん」


  「ゆまちんは遠えん慮りよしときまーす！　にょほっ！」


  　ゆまちんさんが首がもげるほどの勢いで横に振った。


  「じゃあ、お前ら、さっさと散れっ！」


  　蘭が叫ぶと、ギャル三人組は、尻しつ尾ぽを巻いて部屋から逃げ出していった。


  　後に残ったのは三本の猫じゃらしと、蘭と虹にじ川かわさん。そしてトランクス一枚の俺。


  「蘭っ！　俺の親おや父じがどうしたっていうんだよ、アイツ、何を仕組んでるんだ」


  　俺の童貞がどうとか、もうとにかく意味がわからなさすぎる！


  「話は後にして、とりあえず、その格好をなんとかしたほうが……」


  　蘭が俺の下半身に視線を向けるとかぁっと頬ほおを紅あかく染めた。


  （ん、何だ？）


  　顔を下に向けると、トランクスの窓から、ちんちんの先っぽがちろっとはみ出ていた。


  　ぐおっ。


  



  


  　　二番勝負『……こんなにびしょびしょで……恥ずかしいです』


  



  「な、何だ、これ？」


  　蘭らんと虹にじ川かわさんに案内され、二人が本陣として使用しているという一階奥の部屋に足を踏ふみ入れると、部屋の隅に備え付けられたケージが目に入った。


  　いや、ケージというには大きすぎるかもしれない。高さは俺の背丈を余裕で越していて大きさは縦幅２メートルに横幅が５メートルほど。大型犬どころか人間だって楽に収容できる大きさだ。


  「エリーの『武器』は、そのケージの鍵かぎなんだぁ」


  　虹川さんはポケットの中から鍵を取り出すと、鼻先でちゃりちゃりと振った。


  　蘭が俺の手から猫じゃらしを受け取ると、虹川さんが開けたケージの中へと放り込む。


  「ここにきてすぐに、それぞれにひとつずつ『武器』が渡された。あたしの武器はコレだ」


  　蘭はバックパックの中から見慣れない形の、ごっついカメラを取り出すと、俺に向かってシャッターを切った。


  　フラッシュが光ると同時にパシャリと大げさな音が響ひびいた。


  「う、うわぁっ！　な、なにすんだっ！」


  「驚おどろかなくても大だい丈じよう夫ぶ、普通のカメラだから」


  　武器、なんて聞かされていたから、一いつ瞬しゆんビビった声をあげてしまった。が、蘭らんの言う通り、特に変わった細工などされていない普通のカメラのようだった。


  　ジーッという機械音とともに、下部から紙が排出される。蘭がそれを俺に手渡すと、最初は白いだけだった表面が黒く染まり、やがてうっすらと像が浮き出してくる。


  「インスタントカメラ？」


  「そう」


  「い、いったいどういうことなんだよ……」


  　そもそも武器って何だ。つーか、インスタントカメラがどう武器になるかわかんねーし！


  「あたしたちにもよくわからない。けど、この島についてすぐに、ひとりひとりに武器が入ったバックパックが配付されて、霧きり雨う先生に告げられた。武器を上う手まく利用して、濠ごうの童貞を奪えって。濠の親おや父じさんが仕組んだことらしい」


  　蘭は真剣な面おも持もちを崩さぬまま、窓辺に近寄ると、注意深く窓の施せ錠じようを確かめてカーテンを閉めた。窓の外に広がっていた雄大な大おお海うな原ばらと真っ青に冴さえ渡った青空は瞬またたく間に遮しや断だんされ、閉へい塞そく感かんが八はち畳じよう間まを覆おおう。


  「お、俺の童貞を奪えってぇ!?」


  　親父……せっかくこのところ、影を潜めていたというのに、またもやらかしてくれたと、どんと気持ちが重くなる。


  



  　俺の家は金持ちだ。ただの金持ちではない。ドが十個ついても足りないほどの超金持ちだ。


  　俺の親父は、巨大な複合企業体のオーナーをしている。ゆりかごから墓場まで。俺の父親が持っている会社だけで、一生の生活をすべてまかなうことができるほど。戦後、闇やみ市いちのバラックから身体からだひとつでのし上がり、今では多岐にわたった様々な分野の企業をグループ下に有し、時折週刊誌に『戦後最大の怪物』や『政財界の黒幕』なんて悪口が書かれることさえもある。


  　今年で79歳になるから、俺は親父の60を過ぎてからの子供になる。だから、父親というよりも祖父と呼ぶに相応しい年齢だ。そのせいか、小さい頃ころから、俺はあまり親父を親父と思えたことはなかった。親父と40歳ほども年の離れている母親は、旧家の出身らしく、ぼんやりしていて、親父のおかしさには気づいていない。しかし、俺にとって親父は家にいるおかしなジイさん。その一言につきる。この『おかしい』というのは、本当にやっかいだ。親父の行動原理、パターン、意味の何ひとつ掴つかめないのだ。


  



  　昔、俺は遊園地で迷子になったことがあった。


  　母親がふと目を離はなした隙すきに、園内をうろついていた正義の味方『ゴーコンジャー』の姿を見つけ、興こう奮ふんした俺が勝手にその後を追いかけていってはぐれてしまっただけなのだが、親父は迷子の原因がゴーコンジャーだとジャッジしたらしい。


  　その見せしめとして、ゴーコンジャーが悪の組織を倒すというお決まりのステージショーの最中に、私設兵団を投入。世界各国から集められた腕すぐりの傭よう兵へいたちに正義の味方であるゴーコンジャーは見事に殲せん滅めつされ、あげく、親おや父じにひれ伏せて土ど下げ座ざで謝るという醜しゆう態たいを晒さらすことになった。


  　悪の大将（俺たち子供にとっては、正義の味方の反対は悪の組織だ）として威い風ふう堂どう々どうとした態度の親父はあっけに取られている父母、絶望に泣きじゃくる子供たちの前で高々と宣言した。


  「子供の心を惑まどわす仮面をかぶった偽ぎ善ぜん者しやどもは、ワシらに屈くつ服ぷくした」と。嫌いやがらせにも程がありすぎるだろ。


  　小学生の時に川原かわらで拾ったエロ本を机の中にこっそりと隠していたのを発見した翌日に、庭に『俺専用エロ本図書館』を作ったり、徒競走で転んだ瞬しゆん間かんに、上空からＳＷＡＴみたいな部隊が降りてきて俺を救出したり、俺が密ひそかに思いを寄せていたクラスメイトのカナコちゃんに告白して見事玉砕したその次の日に、カナコちゃんが心底怯おびえた様子で「やっぱり、付き合って？」と逆告白してきたりとかの親父に振り回されっぱなしの幼少期だった。ようやく、高校に入学した頃ころには、親父を刺激するのはやめようと決意してすっかり日和ひより見み主義が板についていた。


  　学校でキモザキと蔑さげすまれても、家では何もないふりをしていた。そうして、多少の問題を抱えつつもギリギリのところで、学校生活を送っていたはずだったのに──。


  「俺の童貞を奪う闘いって……冗談だろ？」


  「いいや、大おお真ま面じ目めな話だ。一番最初に奪った子は、勝利者としてひとつ願いを叶かなえてくれるそうだ。ほら、七たな夕ばたの時に、霧きり雨う先生に短たん冊ざくを書かされただろ、あの願いが実現するらしい。ちなみに男子たちは、あたしたちが目覚めた時には、すでにいなかった。どうやら昏こん睡すいしたまま別のバスに乗せかえられて家に帰されたみたいだけど」


  「親父のやつ、あの時から仕組んでいたっていうのか……」


  「さすがは濠ごうの親父さんだな。そのために、うちの高校を買収したらしいぞ」


  「買収!?　なんだよ、それ……ちくしょう」


  　ギリっと奥歯を噛かむと蘭らんが気の毒そうな表情を浮かべた。


  （まじで親父、何してくれるんだよ……）


  　ショックと混乱で放心していると、壁上部に備え付けられたスピーカーのスイッチが入った。クラシックのような曲が流れた後にアナウンスが流れる。


  「脱落者、出席番号４番、大おお久く保ぼゆい。出席番号５番、大おお塚つかゆか、出席番号10番、渋しぶ谷やゆま。以上のものは、ＤＴ法によるセックス・バトルロイヤルから脱落。くりかえす、出席番号４番、大久保……」


  「あの三人、脱落したのか」


  「うん、ルールで武器を取られたらゲーム脱落だって。ほら、猫じゃらし、没収したでしょ？　だからあの三人はもう襲おそってこないから安心だよ」


  　虹にじ川かわさんが体育座りした膝ひざから顔をあげ、霧きり雨うの声に耳を澄すませるようにスピーカーを仰あおぎ見て言う。


  「とにかく、少しでも敵が減ってよかった」


  　蘭らんはスピーカーから俺へと視線をずらすと、眉まゆをきゅっとひそめた。


  　その心配げな様子に、胸がちくりと痛む。


  　あのバカ親おや父じのおかげで、楽しいはずの移動教室が台無しだ。


  　虹川さんに接近しようと思っていた浩こう一いちだって、脱落した三ギャルだって、蘭だって、虹川さんにしたって、親父のバカな思いつきのせいで、こうやって引きずり回されている。


  「…ってえ許せねぇよ、親父。ぜってぇ、親父の思い通りにはならねーぞ」


  「じゃあっ！　濠ごうはこの計画には乗らないんだな!?　貞操を守りきるんだなっ！」


  「ああ、もちろんだ、親父なんかに俺の童貞を好きにされてたまるかっていうんだよ」


  　そう、俺は大切な童貞を守るんだ。


  　親父のたくらみで人生に一度しかない童貞を好きにされてたまるか！


  　……あれ。なんだか俺、今大切なことをうっかり言ってしまった気が──ああっ！


  「ぎ、ぎゃぁああああああっ！」


  　突然叫んで、ごろごろと畳たたみの上を転がって悶もん絶ぜつする俺に、蘭と虹川さんとが驚おどろきに目を見開いて駆けよる。


  「ど、どうした？　濠」


  「濠くん？　大だい丈じよう夫ぶぅっ!?」


  　しかし二人の心配そうな声など頭に入らないほど、俺の心臓は爆発寸前。身体からだ中じゆうが恥はずかしさで燃えそうに熱い。


  （や、やばい。俺、クラスの女子全員に……童貞ってことがバレたってことかよ！）


  　恥ずかしい。恥ずかしすぎる。今すぐに舌を切ってしまいたいほどだ。


  　そりゃ、もちろんのこと、セックスをしているほうが偉い、ってわけじゃないとわかっている。それでも、女性経験がゼロということがクラス中の女子たちに周知の事実とされる屈くつ辱じよく。『キモザキ』というレッテルに加えて『童貞』というオプションまで標準装備してしまった俺の高校生活はどうなるんだ！


  「あー！　あー！　あー！　あー！　あー！　あー！」


  「だ、大丈夫か？　水でも飲むか、いや、いっそ頭からかぶったほうが正気に戻るか？」


  「ど、どうしよぉ、濠くんが壊こわれたぁっ！」


  　恥ずかしさをごまかすため大声をあげている俺に、蘭と虹川さんはどうすることもできずにあわあわしている。


  （ううっ……親おや父じのやつ……俺にどこまで恥はじをかかせれば……だいたいアイツ、俺が童貞だってこと、なんで知ってるんだよ……）


  　帰ったらバットでフルスイングしてやりたい思いだ。


  　といっても、ヘタレな俺には、フルスイングする勇気なんぞはないが、何か一矢報むくいてやらないと腹の虫が治まらない。


  　親父をぎゃふんと言わせること。それは──。


  （俺の童貞……こうなったら、何が何でも絶対に守り抜いてやる！）


  　俺は涙交じりで拳こぶしをぐっと握り締しめると、心の中で固く誓いを立てる。


  「よかったぁ。ようやく落ち着いたみたいだねぇ。あれ……泣いてる？」


  　虹にじ川かわさんが安心したように俺の顔を覗のぞきこんで言った。


  「いや、泣いてないっ！　断じて泣いたりはしていないっ！」


  「しょうがないな。濠ごうは昔っから泣き虫だったもんな。ほら、覚えてるか？　どんぐりを集めたやつを箱の中に入れてしまっておいたら、中が白い虫だらけになって。あの時も大泣きしてたもんな。宝物が台無しだって」


  「いつの話してんだよ！　つか、泣いてねぇっつーの！」


  「うふふ、どんぐりが宝物だったなんて、濠くん、可か愛わいいね」


  　虹川さんは頬ほおに人さし指をぴとっと突き刺して愛くるしいスマイルを浮かべた。その笑顔に殺さつ伐ばつとしていた気持ちがふわりと和なごむ。と、ひとつ疑問が湧わいた。


  「つか、なに、二人は俺の……その……狙ねらったりしないわけ？」


  　幼なじみの蘭らんにしてみれば、俺の童貞なんて絶対に無理という話かもしれない（しかし、それはそれで寂さびしい）、が、虹川さんについては疑問がつきまとう。『キモザキ』であった俺は、虹川さんなんていう学校の中心人物と話したことなど、まるでないわけで。


  　なぜ、虹川さんが、今回の件に限り、俺に積極的に関わろうとしてくれるんだ。


  　すると、虹川さんは俺の疑問にアイドルよろしく、きっぱりと答えた。


  「はいっ、安心して！　エリーも、こんなの絶対におかしいって思うんだ。だって、夢って自分の努力で叶かなえるものでしょ？　エリーだって、絶対にアイドルになりたいって思ってる。けど、たとえ、濠くんのお父さんの力でデビューできたって、そんなの、偽にせ物ものだもん。それにアイドルは、その……処女じゃないといけないしね。なーんてね」


  「虹川さん……」


  　いたずらっぽく舌をぺろりと出す虹川さんに、じんと胸が熱くなる。


  「そういうことだ。あたしにしたって……その、わかるだろ？」


  「あぁ、わかるぞ、蘭。いまさら、幼なじみの童貞をどう、とかキモいって話だろ」


  「いや、キモいとかじゃなくって……その……なんていうか……」


  「大だい丈じよう夫ぶ、俺はキモいとかは言われなれてるから安心しろ。それよか、二人が味方になってくれるっていうんで、すげー心強い」


  　肩をぽん、と叩たたくと蘭らんは少しだけ複雑そうな表情を浮かべた。


  「本当に、本当にありがとうな、二人とも」


  　一人じゃないというだけで、どれだけ心強いだろう。しかも、キモザキな俺を助けてくれるというんだ。感激に胸を震ふるわせている俺をあざ笑うように再びスピーカーのスイッチが入って霧きり雨うの声が流れ出した。


  「えー、夕食は浜辺でバーベキューを行います。生徒たちは私服に着替えて浜辺に集合。十五分後。くりかえす、十五分後に浜辺に集合。なお、このバーベキューは強制参加である。従って、参加しないものは停学処分に処す」


  　俺は耳を疑った。停学だって？　なんつールールだ。


  



  　いくら俺の童貞を狙ねらっているやつがいるといっても、所しよ詮せんは女のコ。腕力でいえば、俺が勝まさっているし、なんといっても蘭は剣の達人だ。そう簡単に奪われはしないだろう。


  （とはいってもな……）


  　周りを警戒しながら歩いているせいか、ギクシャクとやはり肩におかしな力が入ってしまう。しかし、廊下を渡り、玄関で靴を履はき替えて宿に面した浜辺へと向かうクラスメイトたちは、拍子抜けするほどに普ふ段だん通どおりだった。


  「お腹なかすいたね～」


  「さっき食堂覗のぞいたら、ホタテ貝もあったよ！　超豪華ぁ！」


  　などと口々にわいわいと騒さわぎながら、バーベキューコンロが設置された浜辺へと向かっていく。


  （この中の誰だれが俺の童貞を狙ってるっていうんだ……）


  　ハーフのユリアさん、ロリ少女のちびこさん、隠れ巨乳の委員長辺りは、昼間の海辺での態度からして限りなく怪しい。


  　そのほかにも、このクラスの十五人の女子生徒のうち、いったい何人が俺の童貞狩りに参加しているのかと思うと、心が休まる暇ひまもない。


  「この辺りにしようか」


  　波打ち際から少し離れた場所に、バーベキューの用意があった。パラソルのついたテーブルと椅い子す、そしてバーベキューコンロが４～５台ほど。なんとなく出来たグループに別れ、その周りを囲んでいる。ゆいゆいさんたち三ギャルの姿もあって少し安心した。ゲームから脱落したとて、この島から強制送還されるわけではないらしい。俺たちも一番隅にあるコンロを陣取った。


  「しかし、綺き麗れいな海だな。ここ、どこなんだろう」


  　蘭は眩まぶしそうに細めた目を水平線に向けて言った。


  「うーん、飛行機には乗ってないわけだし、移動時間を考えると、伊い豆ずとか……千葉？」


  「ううん、ここ、無人島なんだって。霧きり雨う先生が言ってた。だから逃げ場はないぞって。バスごとフェリーで移動したのかも」


  　虹にじ川かわさんが首を横に振って言う。無人島。


  　そういや、親おや父じの会社の不動産部門がいくつかの島を所持していたはずだ。


  　おそらくはここも、そのうちのひとつなのだろう。


  （……童貞奪だつ還かんゲームなんてなければ、最高のシチュエーションなんだけどな）


  　空はどこまでも青く、透明な海は夕刻に差しかかった陽の光を反射してキラキラと光っている。ショートパンツにタンクトップという、蘭らんの格好も開放感抜群だ。背中に背負った竹刀しないを抜かせば。


  （それにしても、蘭ってこんなにスタイルよかったんだ）


  　惜おしげもなく晒さらしているすらりと伸びた手足は眩まぶしく、タンクトップを押し上げる膨ふくらみは、大人へと成長しつつある少女の儚はかない色気を感じさせる。


  　私服姿なんて、今まで数え切れないほどに見てきたはずだが、浜辺という普ふ段だんとはまた違ったシチュエーションのせいか、妙に新鮮で胸がときめく。


  「な、何見てるんだ？」


  「あ、いや……何でも」


  「ヘンなヤツだな」


  　俺の視線に気がついた蘭が不思議そうに首をかしげた。


  　蘭に見み惚とれていただなんて言えるわけもなくごまかすと、蘭は竹刀を肩から下ろし、小こ脇わきに置いた。


  　その顔が少し紅あかく染まっているように見えたのは、夕日のせいだろうか。


  「ねぇ、食べ物取ってくるね。蘭ちゃんは、濠ごうくんの側そばにいて」


  　虹川さんが、フレアスカートの裾すそをひらひらとはためかせて、バーベキューコンロへと駆け去っていった。虹川さんの私服姿は初めて見たが、ピンク色のカットソーにチェックのフレアスカートは女のコらしくてついつい顔がにんまりとほころんでしまう。


  「……なんだかヘンな移動教室だな、こうやってクラスメイトを相手に疑ぎ心しん暗あん鬼きになって。少し寂さびしい気がする」


  　密ひそかに浮かれている俺をよそに、蘭は憂ゆう鬱うつな面おも持もちで呟つぶやいた。ショートパンツからむき出しの足で、苛いら立だちを表わすかのように砂を蹴け飛とばす。


  「ごめんな、蘭。うちのバカ親父のせいで」


  　まったくもって、謝っても謝りきれない。恐縮して頭を下げると、蘭が首を横に振った。


  「濠のせいじゃない……っていうわけじゃないけど。でも、こうなってしまったものは、仕方ないだろう。それにあたしは決めたんだ。お前の童貞を守り抜いてみせるって」


  「ありがとうな」


  「あぁ、小さいころから濠ごうのことを知る身としては、なんていうか……濠が不本意な状況でそういうことになるのは見ていられないというかだな。ほら、そういうものは好きな相手とするもんだろ？　うん、そうだ、そうに決まっている！　けっしてあれだ、お前の童貞を他の女に取られたくないとかそういうことじゃないからな！」


  　蘭らんは妙に焦あせった様子で大声をあげた。


  「わかってるって、蘭。そんなことはわざわざ口に出さなくてもいいって」


  　蘭にとっては、俺はただの幼なじみ。男としてはまるっきり見られていないことがわかっている。けれど、そんなにはっきりと断言されると、少し傷つく。


  「食材持ってきたよー！」


  　虹にじ川かわさんが生の肉や魚ぎよ介かいを載せた皿を持って帰ってきた。


  「……話はこのへんにして焼くか。いくらなんでも、こんな人前で襲おそってくるヤツはいないだろ」


  　これ以上聞きたくなくて話をそらした。


  「すごく美お味いしそうだねぇ！」


  　虹川さんはホタテ貝をトングでつまみ上げると、バーベキューコンロに載せた。続いて、頭のついたままの海え老び、さっき揚がったばかりというふうにピチピチと新鮮な魚、巨大なリブステーキなどを手て際ぎわよく並べていく。


  「それにしても、食材がやたらと豪華だな。これって、濠の父親資本が影響してるんじゃないのか」


  「どうかな、俺はわかんないけど」


  　確かに並んでいる食材はどれもこれも高級食材ばかりだ。


  「移動教室の食事レベルじゃないよね。ほら、すごいこれとか、骨付き子こ羊ひつじ！　こんなのレストランでしか食べたことないよぉ」


  「これは濠の親おや父じさんのおかげだな。いいこともしてくれるじゃないか」


  「そうかな」


  「ああ、いい思い出になる……せっかくなんだから、楽しめるところでは楽しもう」


  　蘭がホタテの上に醤しよう油ゆを垂たらすといい匂においがぷんと立ち上がった。


  「うん、男のコたちには悪いけど、濠くんのお父さんにこれだけは感謝だネ！　あ、これ焼けてる。濠くん、どうぞっ！」


  　虹川さんは焼けた海老をトングで掴つかむと、俺の皿へと置いた。


  （二人とも、これって一いつ生しよう懸けん命めい慰なぐさめてくれてるんだよな）


  　蘭と虹川さんの心遣いに感謝の念を覚えながら、焼けた海老をありがたく口へと運ぶ。


  「うわぁ、うっめぇ！」


  　ぷりぷりとした食感に、磯いその風味が口中に広がる。


  　親おや父じ配給の食材に舌した鼓つづみを打つなんて悔くやしくもあるが、食べ物に罪はない。瞬またたく間に食べ終えると、今度は肉に手を伸ばした。


  「うおっ！　すごい肉にく汁じゆうっ！」


  　表面にこんがりと焼き目のついたステーキにかぶりつくと、中からじゅわっと肉汁が滴したたり落ちた。脂身は甘く、赤身はほどほどに野性味を残していて身体からだの奥からパワーが湧わいてくるようだ。


  「本当に美お味いしいな」


  「うんっ、エリー、幸せっ！」


  　蘭らんも虹にじ川かわさんも、こぼれんばかりの笑みを浮かべ、舌鼓を打っている。


  　他のテーブルからも、きゃっきゃと楽しそうな声が聞こえてくる。はしゃぎあっては、バーベキューを楽しんでいるクラスメイトの少女たちの姿を見る限り、まさか俺の童貞を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているとは、想像もつかない。


  （いや、みんな実際のところは、狙ってなんてないのかも……）


  　だって俺の童貞を奪う、ということは、俺とセックスをするっていうことだ。欲しいものがあるからって、好きでもない男とセックスをしようというビッチが同じクラスにいるとはとても思えない。


  （そうだ……きっと、何事もなく三日間が終わるさ）


  　この先の安あん寧ねいを占うかのように、大おお海うな原ばらは凪ないでいて静かだ。


  　耳に心地ここちよい波音。夕暮れを迎えて紫とオレンジとが混じり合った神秘的な海面は刻一刻と色味を変えていく。


  「蘭さん、あの……ちょっと片付けを手伝ってもらいたいんだけど」


  　蘭と虹川さんとともに、穏おだやかな時間を楽しんでいると、委員長の榊さかきさやかが、俺たちのもとへと近づいてきて言った。


  「なんであたしだけ？」


  　蘭が警戒の眼まな差ざしを委員長に向けた。委員長はその鋭するどい視線にびくんと身体を震ふるわせる。


  「あの……なんかひとテーブルに一人ずつ、食材の片付けをする人を出して欲しくって。それで、名前の順で、ほら。目め崎ざきさんとエリーさんよりも、蘭さんのほうが出席番号早いですから……」


  「……そういうことなら仕方ないか」


  「うん、あの……ごめんなさい」


  　警戒心たっぷりの蘭の反応に、委員長はおどおどと視線を泳がせている。


  「濠ごう、ごめん。手伝いに行ってくる。大だい丈じよう夫ぶだよな」


  「ああ、大丈夫。つーか、こんな野外で人目だってあるのに俺のことを襲おそおうなんてやつはいないって。本当に心配性だな、蘭は」


  「大だい丈じよう夫ぶ、蘭らんちゃん。濠ごうくんにはエリーがついてるよ。蘭ちゃんみたいに頼たよりにはならないかもしれないけど」


  「それじゃあ……濠、くれぐれも油断するんじゃないぞ」


  　虹にじ川かわさんの一言で決意を固めたのか、皿をテーブルの上に置くと、竹刀しないを持って委員長とともに去っていった。


  「蘭ちゃんって、本当に濠くんのこと、心配してるんだね」


  　虹川さんが蘭の皿の上に自分の皿を重ねて置くと、蘭の後ろ姿に目を細めた。


  「そうか？　まぁ、腐くされ縁も長いからな」


  「幼なじみなんだっけ？」


  「そう。生まれた時から。家も隣となりだしな」


  「へぇ、家も隣なんだ。ねっ、じゃあ、初恋の相手は蘭ちゃんだったりするの？」


  「えっ!?　初恋？」


  「そう、初恋。そうでしょぉ？」


  　虹川さんは俺を見上げると、いたずらっぽい目で顔を覗のぞきこんだ。


  「いや、初恋とか……そういうのは考えたことないっていうか……そもそも、女だって意識したのだって、最近だし」


  「女って意識？　なんかそれ、逆に意味深な発言に聞こえちゃうよー！」


  「いや、深い意味とかはなくって、その……ほら、アイツ小さいころから剣道をやってたから、ずっと俺なんかよりも強かったしさ。どちらかといえば、俺のほうが弱っちくって、だから、そういう恋とか考えたこともなかったし……でも最近はちょっと……可か愛わいいなぁって思ったりもすることあるけど」


  「蘭ちゃん、美人だもんね。その上、強いなんて憧あこがれちゃう。エリーも蘭ちゃんみたいに生まれたかったなぁ」


  「いや、でも虹川さんは、今でも十分可愛いし！　っていうか十分すぎるくらい可愛いし！」


  「そうかなぁ。でも、濠くんにそんなこと言われると嬉うれしいなぁ」


  　虹川さんは俺の目を覗きこんで微ほほ笑えんだ。


  （な、なんだこのいい雰ふん囲い気き……）


  　その時、背後にぞわりと寒気を感じた。


  「どう、移動教室は楽しんでいますか？」


  　慌あわてて振り返ると、野外レクリエーションに適しているとはとても言いかねるステレオタイプ的女教師ルック。白シャツに黒いタイトスカート姿の霧きり雨うが立っていた。


  「あ、霧雨先生……」


  「このバーベキュー、豪華ですよね。薄うす々うす気がついているかと思うけど、目め崎ざき、君のお父上のご厚意ですよ。先生もありがたくいただかせていただきました。いつもは気になるカロリーも、この三日間ばかりは気にせず、好きにさせていただこうと思っている次第であります。つか、こんな美う味まい肉を目の前にしておとなしくしてられっかよ！」


  「はぁ……あの、先生。いつもとキャラが違わないですか？　クール霧雨はどこに？」


  「南の島に浮かれているんです！　……つい興こう奮ふんしてしまいました。先生としたことが」


  　突然現れた女教師の興奮した様子に面食らっていると、霧きり雨うは顔をぽっと紅あからめうなじの辺りのほつれ毛を気にするように手て櫛ぐしで整えた。


  「あの、肉とかはいいんですけど、今回の件、先生はすべてご了承の上のことで？」


  　女の子たちに武器を配ったのも霧雨だったというし、放送だって霧雨の声だった。


  　買収されたのか、はたまた、親おや父じに弱みでも握られたのか。みんなの思い出に残るはずの移動教室をこんなごく私的なイベントにすることをなぜ許したのか、問い詰めたい気持ちでいっぱいだ。


  「もちろん知っておるともよ。ところで、そこの肉、余ってるの、先生が貰もらっていいですか」


  「好きに食べてください、俺たちもうお腹なかいっぱいですから」


  「お腹いっぱいだなんて、まったく贅ぜい沢たくなことで。戦後まもなくのころは、食べるものがなくて、雑草だって食べていたんですよ？」


  「つか先生、そのころ生まれてないでしょ」


  「生まれてはいないけど、君のお父上に当時の様子をたっぷりと聞きました。お父上はずいぶんとお嘆きでしたよ。『わしが濠ごうくらいのころは、愛する人のために、汗水垂たらしてヒ○ポンを売ったり女を転がしたり詐さ欺ぎを働いたりしてとにかくがむしゃらだった』とか」


  「それ、全部犯罪じゃないっすか！」


  「とにもかくにも！　目め崎ざきが頼たよりないのは、守るべき恋人がいないから、だから、この移動教室で恋人を作れるように……と、こんな壮大でバカげた計画を立てた親心に先生は心打たれました。痺しびれちゃいました。けっしてお金を貰ったりとかお金を貰ったりとかお金を貰ったりとかはしていないんです！」


  「ぜってぇしてるだろ！」


  「貰ってない！　押しつけられただけです！」


  「それ、貰ってるっていうんですよ！　だいたいのところ、『恋人作り大作戦』がどうなったら『童貞奪取ゲーム』になるんすか！」


  「うーん、女なんてものはセックスをすれば相手を好きになる。かといって、濠には自分から女を抱だく勇気はないから、女から積極的に攻められるようにこういうルールにしたと言っていましたね」


  「俺のこと見くびりすぎ！　あと、女性蔑べつ視しもはなはだしすぎ！」


  「というわけで、この三日間、この島ではセックス・バトルロイヤルが繰くり広げられるというわけですー！　わー、ぱちぱちぱち！」


  　霧きり雨うが両手を叩たたくと、それにつられてか周りの女のコたちからもぽつぽつとまばらな拍手が起きた。俺がきっと視線を向けると、みな、慌あわてて手を下ろしてそ知らぬ顔をする。


  「……先生、悪いんですけどね。俺だって男です。親おや父じの思い通りになってたまるかって意地があるんすよ」


  　押し殺した声で言うと、霧雨がつんと冷たい視線を俺へと向けた。


  「その意地とは何なんですか？　女に守られてこの三日間をやり過ごすことですか？」


  「……守ってもらってなんてないですよっ！」


  「もらってるじゃないですか。戸と石いしと虹にじ川かわを引き連れて、それでも違うと言うのです？」


  「だから……一いつ緒しよにいるだけで、別に守ってもらっているわけではないです」


  「ふーん、へー、ほー、なーるほどー！」


  　むかつく。はらわたがぐつぐつと煮えくり返る思いで霧雨の顔を思い切りにらみつけると、せせら笑って言った。


  「じゃあ、証拠を見せたらどうですか？　日が暮れたら花火を始めます。花火は先生の宿直室に置いてあります。君、一人で取ってこれますね？」


  「おう、お安い御用だ。取ってきてやるよ！」


  　挑発だと思っても止められなかった。


  「濠ごうくん……」


  　売り言葉に買い言葉。自分を抑えきれずに勢いよく立ち上がる俺に、虹川さんが心配そうな瞳ひとみを向けた。


  「大だい丈じよう夫ぶ、虹川さん。一人でも負けやしないさ」


  「でも……」


  「いいから行かせてくれ。男を証明してみせる」


  　霧雨をにらみつけると、俺のことなどまるで気にしていない様子で、バーベキューコンロに肉を載せていた。まだ食う気か、この肉食女め。


  「虹川さん、大丈夫、待ってて。俺、花火を持って必ず帰ってくるから」


  　虹川さんの肩に右手を乗せてぽんと軽く叩くと、決闘に向かう恋人を送り出すかのように、虹川さんはまつげを不安げに揺らしながらも頷うなずいてくれた。


  



  
    ♡　♡　♡

  


  



  　てな感じにカッコつけて虹川さんと別れたものの、実のところ、宿舎の玄関を前にして俺は今、ものすごく不安だった。


  　なんだか禍まが々まがしくも嫌いやな雰ふん囲い気きが建物の中からびしびしと漂ただよってきている気がするのだ。


  　コンクリ作り三階建て、まるで学校のような作りの宿舎は、夕日を反射して真っ赤に染まっていた。濃のう紺こん色いろに変わった東の空にはすでに星が煌きらめき始め、夜が刻一刻と近づいてきている。


  （……気のせい、気のせい）


  　幽ゆう霊れいの正体見たり枯かれ尾お花ばなと言うではないか。


  　俺が警戒しているから怪しく感じるだけで、冷静になって見ればただの宿舎。なんの変哲もない三階建ての建物だ。


  「カァーッ！　カァーッ！　カァーッ！　カァーッ！」


  　と、その時、突とつ如じよカラスの集団が宿舎の上を越えて山のほうへと去っていった。


  「う、うわぁっ！」


  　驚おどろいて10センチほど飛び上がってしまった。心臓が壊こわれそうにバクバクと高鳴る。


  　ビビったところを見られはしなかったかと振り返ると、遠く向こう、腹はらを抱えて笑っている霧きり雨うの姿が見えた。


  「……ふん」


  　俺は見なかったふりをして正面に向き直ると、まだドキドキとなる心臓を押さえて、玄関の中へと足を踏ふみ入れた。ちょっとした肝きも試だめし気分だ。


  「宿直室は……二階か……」


  　建物の中は、ひんやりとしていて、鳥肌が立った。


  　照明がついていないせいか薄うす暗ぐらく、なんとなく気味が悪い。


  　廊下の壁にスイッチを探したが、見当たらない。代わりに懐かい中ちゆう電灯が掛かっているのを見つけた。


  「まじで肝試しムードが高まってきたな」


  　ぼやきながらも、懐中電灯を取り上げると点灯させた。そのまま階段へ進むと段差を上る。


  　この建物は、玄関入って正面にある階段を中心にして左右扇形に棟とうが広がり、それぞれ八室ずつ個室がある作りになっていた。


  　各階に一つずつトイレと洗面所があって、共用となっている。一階の左さ翼よくの奥は男女それぞれの風ふ呂ろ場ばになっていたが、二階は大広間兼食堂になっていて、明日の朝はそこで食べるそうだ。三階には客室だけしかない。


  　そこそこに大きな規模の建物だ。けれども、旅館にしては少しそっけない。おそらくは親おや父じの会社の保養所か研修所といったところだろう。


  　今、向かっている霧雨の部屋は、二階の右う翼よくの最も奥、俺たちが泊まっている部屋の真上にあたる。ちなみに俺が目覚めた部屋は左翼の一番手前だった。


  （あれ、なんか声が……聞こえる？）


  　ほどなくして、かすかに女性のすすり泣くような声が聞こえてきた。


  （うん、きっとさっきのカラスだな。それかネズミかなんかいるのかもな）


  　気を強く持つために、勝手に聞き間違い認定するも、階段をあがっていくにつれてだんだんと声は大きくなっていく。嫌いやな予感。


  「うわぁああっ！　で、でたぁっ！」


  　一階と二階の間の踊り場にソレはいた。赤いランドセルに赤い吊つりスカート。


  　年のころは８歳かそこらだろうか。踊り場にしゃがみこみ、しくしくと泣き声をあげているおかっぱ頭の推定小学生……がなんでこんなところにいるんだっ！


  「うううっ、おにいちゃ────ん」


  「うおっ、く、くるなっ、くるんじゃない！」


  　恐怖で後ずさると、すぐに背中が壁に突き当たった。階段を下りて逃げようにも、得体の知れない少女に背中を向けるのも怖い。


  「くるなとかいわないでくださいですぅっ、ぐすっ！」


  　少女が顔をゆっくりとあげた。


  　ちんまりとした顔の中に配置されたつぶらな瞳ひとみとぷくぷくした桃色のほっぺた。小さな口はふてくされたように、つんと前に突き出している。


  　泣き濡ぬれたその小さな顔に、見覚えがあった。ちびこさんこと、岡おか井い里り奈なじゃないか。


  「ちびこさんっ!?　お前、こんなところで何してんだよ」


  「へーん。まいごなんです。出口がどこかわかんないんです」


  「迷子？　迷子も何もねーだろ、こんな狭い宿の中で。階段下りたらすぐに玄関じゃねーか」


  「まいごなものはまいごなんです。おにいちゃんっ！　里奈を玄関まで連れていってください」


  「だから、下りたら玄関だって。俺は上に用事があんの。そもそもお兄ちゃんてなんだよ」


  「廊下暗い怖い」


  　ちびこさんがうるっと潤うるんだ瞳で見上げた。まるで小学生にしか見えないちびこさんにそんなふうに頼たよられると、言うことを聞かなくては可か哀わい想そうな気になってしまうから不思議だ。


  「……仕方ねぇな。でも、その前に花火を取りに行くぞ、いいな」


  「わぁ。ありがとです。おにいちゃん大好き」


  「お兄ちゃんって……俺はキモザキだぞ？　そんなに懐なついていいのか？」


  「キモ？　なんのことですかね。里奈は大人の事情はわかりませんので」


  　ちびこさんはてててと足音を立てながら、俺の隣となりへと小走りで駆け寄ってきて、俺の腕に自分の腕を絡からませた。身長１７３センチの俺の頭ふたつ分ほど小柄な身体からだをぎゅっと押しつけてる。その身体が妙に熱いところもまるで子供だ。


  「……お前も俺の童貞狙ねらってんのか？」


  「ドーテー？　なんですかそれ、おいしい？」


  「俺も食ったことがないからしらん」


  「美お味いしいなら、里奈も食べてみたいです」


  「いや、止やめとけ。つか、止めておいてくれ、お願いだから」


  「きゅ？」


  　きょとんとした表情で俺を見上げるちびこさんの瞳ひとみは純真無む垢くそのもので、俺の童貞を狙ねらっているとは到底考えられない。


  （でも、警戒しておくにこしたことはないな……）


  　いくら子供のようなルックスをしているからといって、一応は俺と同じ年の17歳なのだ。


  「はぁ、それにしても、おにいちゃんに会えてよかったです。里り奈なは途と方ほうにくれてました。これぞまさにじごくにほとけ」


  「そもそもお前、こんなところで何してたんだよ」


  「探検です。なんせ里奈は好奇心旺おう盛せいなお子さまなので。けど、暗くなってきてしまい、廊下が怖くて、いくももどるもできない状態だったんです。そんな時にちょうどおにいちゃんが来てくれてナイスでした」


  「ところで、なんでランドセル背負ってるんだよ」


  「オシャレに決まってます」


  　そうか、これオシャレか。そういや、原はら宿じゆく大好きですー！　みたいな女のコが背負っているのをテレビで観みたことがある。あれは確かにオシャレの一環に見えなくもなかった。しかしちびこさんが背負うとなんだか違う。似合ってはいる。ものすごく似合っているからこそ、ガチに見えてしまう。


  「ところで、おにいちゃんは何をしにこんなところを通りかかったのですか？」


  「花火を取りに」


  「えっ！　花火ですか？　里奈、花火大好きです！　蛇へびがいい蛇。蛇花火でうんこ作りましょう！」


  　こいつ頭の中も小学生級だ。うんことか。


  「だーかーらー！　俺、おにいちゃんになった覚えとかないんだけど……」


  「じゃあ、里奈のおにいちゃんになってくれませんか？」


  「俺、妹とか求めてないし」


  「でも。里奈はおにいちゃんを求めているんです……おっ、おっ、おっ、おにいちゃ～んっ！」


  　一段上にちびこさんは素早く駆け上ると、段差を利用して俺の首にジャンピングホールドをかました。


  「おわっ！」


  　ちびこさんの身体からだがずしりと圧おしかかってくる。驚おどろくほどに軽い体重。まるで羽でも生えているかのようだ。見た目は完全に子供だが、こうして密着するとやはり女のコだった。華きや奢しやで柔らかい。


  「お、お前何するんだよっ！」


  「なんども言わせないでください。里奈はおにいちゃんが欲しいんですっ！」


  　隙すきをつかれて一いつ瞬しゆん、足元がふらついたものの、ちびこさんの軽さが幸いした。


  　とっさに手すりを掴つかんだことで、なんとか階段から落ちるのを防いだ俺の両腕と腰に、ちびこさんはくるりと足を巻きつけると、まるでコアラのように俺の身体からだにぎゅっとしがみつく。


  「わかった、わかったから、ちょ、暴れるなっ！　とりあえず離はなれろっ、危ないから」


  「いーやーでーすー！」


  　ちびこさんが盛大に首を横に振って駄だ々だをこねた。


  （な、何なんだよ、このクソガキっ！）


  　階段の途中で揉もみ合って落ちでもしたら大変だ。


  　がっしりとしがみついて離れようとしないちびこさんを抱えたまま、なんとか二階まで上りきると、身体に巻きついたちびこさんの足を必死に解とく。


  「こら、いい加減に離れろって！」


  「ぶえーん、おにいちゃんの意地悪っ……」


  「わかった、言うこと聞く。俺がお前のおにいちゃんでも、何でもいい。だからとりあえず離れろよ！」


  「じゃあ、おにいちゃんは、もう里り奈なのおにいちゃんなんですね!?　おにいちゃんは里奈のものということは……ここも里奈のモノですっ！」


  「がぁっ！　こら、何するんだっ！」


  　ちびこさんはこともあろうに、俺のちんちんをズボンの上からがしりと掴んだ。


  　突然急所を掴まれて反射的に腰を引くと、ちびこさんの全体重が俺の首に回した手にかかって頸けい動どう脈みやくが締しめ付けられる。


  「やめろ、おい、こら、怒おこるぞっ！」


  「怒っちゃいやですぅ。怖いよぉっ！」


  「怖いじゃねーだろ、お前のが怖こえーよ。俺のちんこを離せっ！」


  　両手さえ自由ならば引きはがすのもそれほど苦ではないだろうが、二の腕の中間くらいでちびこさんの足にがっちりと固められたままだ。


  「それは嫌いやです！　だって、里奈がおにいちゃんのおちんちんをぱっくんちょすれば、おっぱいを大きくしてくれるって……おにいちゃんのパパさんが約束してくれたのに……」


  　ちびこさんが涙で顔をくしゃくしゃにして泣き声をあげた。


  （参ったな……こいつ、おっぱいと交換に俺の童貞を狙ねらってるんだ……）


  　確かに昼間、海辺で見た時も気の毒なほどぺったんこだった。とはいっても、この対面抱っこ、業界用語的に言うと変形駅弁とでもいう体勢で、ぎゅうぎゅうと押しつけられている胸は柔らかでそれなりに魅み力りよく的てきでもある。


  「ちびこさん、大だい丈じよう夫ぶ。大きくなったら、みんなみたいに成長するさ」


  「大きくなってからじゃ遅いんです。里奈は今おっぱいが欲しいんです！　高校生らしいおっぱいさえあれば、小学生に告白されたり変質者のオジサンにつけ回されたりロリコンのオジサンに盗撮されたりしないで済むはずなんですっ！」


  （なんか、こいつも苦労してるんだな……）


  「……でもさ、いや、でも、そのルックスでおっぱいだけでかいほうがより変態収集力が強まるんじゃねぇか」


  「それでもいいんです！　みんなと一いつ緒しよがいい！　この日本人ならではの特性、わかってくれますよね。ぐずっ、ふえっ」


  　ぐずぐずとべそをかくちびこさんの姿は、まるで子供そのもので、俺は何ひとつ悪くないというのに、罪悪感を持ってしまう。


  （うう、困ったな。すげー、面倒な事態に……）


  　泣きじゃくるちびこさんを前に、途と方ほうにくれていると、


  「ちびこ～、あら、ここにいたの？　探検するって言ったきり帰ってこないから心配してたのよ。あらあらあら、どうして泣いているの？　大だい丈じよう夫ぶ？」


  　長身の少女が階段の下から現れた。おねぇこと、安やす田だ未み来らいだった。


  　いつまでも浜辺に帰ってこないちびこさんを心配して、捜しにきたらしく、半はん袖そでのカーディガンの上にエプロンをしている。そんな格好をしていると、同級生というよりも、俺たちの世話役としてこの宿で働いているお姉さんみたいに見える。


  「ひゃーん、未来ちゃん。里り奈なね……おにいちゃんのおちんちんが欲しいのに、おにいちゃんが意地悪するです……」


  「あらあら、仕方ないわね。濠ごうくん、小さい子が欲しいっていってるんだから、譲ゆずってあげなさいよ」


  「何言ってんだよ！　俺の童貞はお菓子やオモチャじゃねーんだから、ほいほいと渡せるかっつーの。そもそも、小さい子って同じ年だろうがっ！」


  　しかしおねぇさんはやれやれというふうに首をすくめると、ちびこさんの頭をぽんぽんと叩たたく。


  「安心して。ちびこ、濠くんはわたしが説得するから」


  「わーいっ。未来ちゃん、ありがとうっ！」


  　面倒見役のおねぇさんに言われ、ちびこさんは素直にこくりと頷うなずいた。


  「というわけで、濠くん、ちびこに童貞、譲ってあげてね」


  　おねぇさんが俺の足元にふっと跪ひざまずくと、ズボンのベルトに手をかける。


  「ちょっ、な、何するんだよ！」


  「えっ、あぁ。説得を試みようと思って。でも、ほら、濠くんって意外と頭は固そうじゃない？　だから、こっちのが早いかなーとか」


  「下半身相手に説得とかねーだろ！」


  　手を伸ばして股こ間かんをガードしようとしても、ちびこさんの足に押さえ込まれていてかなわない。


  「だって、わたしの武器は……これなんだもの」


  　おねぇさんが右のポケットからカップラーメンほどの大きさの筒を取り出した。


  　俺はその筒に見覚えがあった。


  　浩こう一いちに熱ねつ烈れつに勧すすめられて、一度だけ使ったことがあるオナホールだ。


  　正直、ものすごくヤバかったことを覚えている。


  　この場合のヤバいというのは、死ぬほど気持ちがいいということだ。どれくらいかというと腰が浮いちゃうレベル。ただひとつ七百円と高いから、それ以来は試せてないが。


  「なぁっ！　おねぇさん。それなんだかわかってるのか？　女子高校生が持ってるのとかまったくふさわしくない一品だぞ！」


  「うん、初めて見たわ。オナホールっていうのね。でも大だい丈じよう夫ぶ。使い方が裏面にきっちり書いてあるから。えーっと……」


  　おねぇさんは目を細めて裏の注意書きに目を走らせると、


  「えっと、まずは……」


  　俺のベルトを外して、ズボンを下ろした。


  「うがっ、や、止やめろって、おいっ。何してるのかわかってんのかよ！」


  「大丈夫、未み来らいちゃんは何でも上手だから、安心して任せておけばいいよ」


  「そう、大丈夫よ、濠ごうくん。わたし、いつも家で寝たきりのおじいちゃんの着替えとかも手伝ってるし」


  　それは孫として大変に素晴らしい行いだと思う。が、その心優やさしい孫が同級生のちんちんをオナホで慰なぐさめようとしているだなんて知ったらおじいちゃん悲しむぞ！


  　しかし、おねぇさんは真剣な面おも持もちでオナホの準備を整えていく。


  「えっと、中にローションを垂たらしてって書いてあるから……これでいいのかな……」


  　かぽっと蓋ふたを外すと、中にみっちりと詰まったシリコンのその中央部の切れ目に、付属のローションを垂らす。


  　そんな、一連の動作を見ていたらいつの間にか腰奥が疼うずき始めた。


  　あの快感を覚えているせいか、勝手に期待して欲情している。


  　エプロン姿のおねぇさんの包容力に溢あふれた笑顔がさらにその興こう奮ふんを煽あおる。その笑みには妙に安心感があって、このまま身体からだを預けたいと思わせるに十分だ。


  （あぁ、困った……）


  「さぁ、これで準備オーケー。後は濠くんの……おちんちんをこの穴に突っ込むだけね」


  「だぁっ、おねぇさん。止めておけ。そんなことして何になるんだ！」


  「うーん、何って言われるとあれだけど……でも、わたし、困ってる人を見ると、放っておけないんだぁ。ちびこが濠ごうくんのおちんちんが欲しいっていうから、じゃあ、手助けしちゃうおうってホスピタリティーっていうのかな？」


  「未み来らいちゃん、優やさしい！　里り奈な、未来ちゃんのことが大好き！　ねぇ、おねえちゃんって呼んでもいい？」


  「いいわよ、ちびこ」


  「じゃあ、二人は姉妹だね！　あっ！　そうだ！　里奈の後に、おねえちゃんも濠ごうくんとエッチして？　そうしたら、本当の姉妹になれるよ！」


  「それは穴姉妹って言うんだよ！　このガキビッチ！」


  「ほらほら、濠くんも、そろそろ観念なさい」


  　おねぇさんはにこりと微ほほ笑えむと、俺のトランクスの腰ゴムに手をかけた。最後の砦とりでだ。


  「……や、やめてくれぇええっ！」


  「ふぅ……ドキドキしちゃうな」


  　おねぇさんが頬ほおをふんわりと紅あかくしたまま、俺を見上げた。


  　同級生の中では、少しだけ大人っぽい雰ふん囲い気きのおねぇさんに、エプロンが妙にハマっていて、胸がトクンと高鳴る。


  「だぁ、ダメだっ、絶対にダメだっ」


  「濠くん。緊きん張ちようしてるよね……うん、わかるよ。わたしもだもん。けれど…ちびこが大人になるために、お願い、協力してあげて」


  「おねえちゃん、やさしー！」


  「俺には優しくねーしっ！」


  　逃のがれようとちびこさんの身体からだを必死にはがすが、両手ごと足で押さえつけられてはそれも叶かなわない。その間にもトランクスはじりじりと下ろされていく。


  「うっ……や、やめてくれぇええええっ……」


  　急に下半身が涼しくなった。


  「うわぁ、おじいちゃんのとはやっぱり違う。使ったことないと、色とかやっぱり綺き麗れいなんだぁ」


  　おねぇさんが感心した声をあげた。


  （ううっ、見られてる……勃たってないのに……見られちゃってる……）


  　それならばせめて勃っている状態を見せたかった。そうすれば少しは股こ間かんの沽こ券けんも守れたのに。と、その時。


  　どすどすどすと大地を踏ふみ鳴らす力強い足音とともに、後ろから柔かな塊かたまりが俺とちびこさんとをまとめて弾はじき飛ばした。


  「ちょっと待ったぁっ！」


  「きゃんっ！」


  「ひゃううう！」


  「うおっ！」


  　突き飛ばされた俺とちびこさんに、体当たりを食らわせられる形でおねぇさんが床に転がった。


  　俺たち三人はひとつの塊かたまりになったまま、反対側の壁までごろごろと転がっていき、背中をしこたまぶつけてようやく止まった。


  「な……何なんだよ……」


  　ちかちかと火花が散る視界で状況を確認すると、ちびこさんとおねぇさんが、ぶつかった衝しよう撃げきで失神していた。ようやくちびこさんの身体からだが離はなれたと安あん堵どしたのもつかの間、二階の廊下の向こう側、逆光ではっきりとは見えないが、何か大きな塊があった。


  （な、何だアレ!?）


  　アメフト、もしくは相撲すもうの組み合いのように、腰をぐっと落としたシルエット。右手に持ったヌンチャクのようなものをぶんぶんと振り回している。


  『ぶるるるる、ぶるるるる』


  　まるで地獄の底から湧わいてくるような、空気ごと震ふるわせる振動音が静まり返った廊下に響ひびき渡る。


  「あ……あわわわ……」


  「ん……どうしたの？」


  「うー、いきなりなんだったんですかぁ」


  　恐怖のあまりに後ずさりする俺の声におねぇさんとちびこさんが目を覚ました。


  「あっ、あれ……」


  「ひっ！」


  　俺の指さすほうに視線を向けると、おねぇさんが引きつった声をあげた。


  「な、何あれ、お、おばけ？　ひゃ、ご、ごわいぅううううっ」


  　ちびこさんは早くも涙目で床に座り込んだまま後ずさりしている。


  「いや、お化けじゃない。そんな非科学的なものがいるもんか。落ち着け、まぁ落ち着けっ！」


  　怖がる女のコ二人を宥なだめるものの、俺自身もすっかり腰が抜けて立ち上がることさえできない。


  　化け物がじりじりと廊下を突き進むと、窓辺へと差しかかった。


  　踊り場の窓から差し込んだ月明かりに浮かび上がり、塊の全ぜん貌ぼうが明らかになった。


  「あ、あれは……内うち田だ聡さと美み？」


  　そこにいたのは、クラス一の巨体。ぽっちゃりした体型を気にするように身体を縮めた〝十両〟こと内田聡美だった。ちなみにこのあだ名は重量とかけてある。女ってやっぱ残ざん酷こくだよな。


  「濠ごうくん……その……あの……」


  　その豪快な肉体に似合わず、引っ込み思案で有名な十両さんは、俺から落ち着きなく目をそらして泳がせると、手にしたピンクローターをヌンチャクのように振り回した。


  　ぶるぶるという音とともに、手に持ったスイッチとコードでつながった親指ほどの振動部が宙を躍おどる。


  「な、何だよ。お前も参加してるのか……」


  「う、うん……もしも勝ったら、わたし、芸能人も通ってるってエステで……ダイエット指導してもらえるって……」


  「ダイエットくらい自分でなんとかしろよ！」


  「でも……ポテチ美お味いしいしチョコレート美味しいしアイス美味しいしフライドチキン美味しいし」


  「それくらい我が慢まんしろよ！」


  「それに……ア○ア○には、セックスで綺き麗れいになるって書いてあったし……」


  「マスコミに踊らされすぎだっ！」


  　性格はおとなしく引っ込み思案といえども、想定１００キロ超のマグナム級に襲おそわれては、さすがに男の俺でも太た刀ち打うちできるか不安だ。


  （ち、ちくしょう……やっぱり霧きり雨うの挑発になんか、のらなきゃよかった……）


  　十両さんがまた一歩近づいた。こうして改めて近くで見ると、想像以上に大きい。


  　その体型を気にしてか、いつも教室の隅でひっそりと息を殺すようにしているから気がつかなかったが、こうして、ちゃんと見るとなかなか可か愛わいらしい顔立ちをしている。


  　ぷにっと突つきたくなるような頬ほおにぱっちりとした目。これでもう少しだけでも細ければ、なかなかモテるんではないだろうか。


  　下へ手たに可愛らしい顔立ちをしているせいで、諦あきらめがつかないのかもしれない。だから、ダイエットを成功させたいと、こうして捨て身で俺を襲ってきているのだ。


  （しかし、こいつに圧おしかかられたら、俺、圧死するんじゃねーか……）


  　じりじりとにじり寄ってくる巨体に恐れをなしながらも、なんとかこの危機を回かい避ひする方法を探して、必死に頭を巡らす。その時。


  「濠ごうくんの童貞はちびこのものよっ！」


  　オナホール右手におねぇさんが俺と十両さんの間に立ちはだかった。明らかな体格差のある十両さんと争ってまでもちびこさんに胸を与えたいらしい。まったくもって、麗うるわしい擬ぎ似じ姉妹愛。


  　それにしても、かたや肉を取りたい、かたや肉が欲しいなんて、人間とは上う手まくいかないものだ。


  「おねぇさんが……そのつもりなら、わたしだって負けませんっ！」


  　十両さんはピンローヌンチャクを持った手をずいと前へと差し出した。と、その身体からだからは予想もつかないほどに素早い動きでひょいとおねぇさんに向かって投げ出す。


  「アチョ──ッ！」


  　ピンローの先せん端たん部分がくるくると回転しながら飛んでいきおねぇさんの手首に巻きついた。


  「くっ！」


  　おねぇさんはオナホを持った手を囚とらわれて屈くつ辱じよくに顔をゆがめた。が、次の瞬しゆん間かん、オナホを手から離はなすと、腰を落として左手を伸ばし、床に着地する直前にキャッチする。


  「この肉マンがぁ。おりゃぁあああああっ！」


  　腰を落としたまま、おねぇさんはオナホの上下を逆に持ちかえると、そのまま十両さんに向かって駆けっていった。オナホの角を十両さんの額ひたいに打ちつけると、反対側からさっき流し込んだローションがあふれ出て、おねぇさんの顔にべっとりと付着する。


  「この若わか老ふけ女っ！　所帯くせぇんだよっ！」


  　十両さんもけっして負けていない。ピンローのコードをおねぇさんの手首から巻き取ると、今度は威い嚇かくするように宙でぶるんぶるんと回し始めた。


  「何だ？　かかってこいよ。豚マン」


  「あぁ？　うるせーぞ、人妻もどきっ」


  　壮絶を極きわめる二人の争いを目前にし、俺はというと、若じやつ干かん引いていた。身体からだこそ大きいものの、クラスの中でも一番の引っ込み思案の十両さん、そして誰だれよりも面倒見のいい穏おだやかなおねぇさん。この二人が女のプライド剥むき出しで争っている姿は……正直萎なえる！
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  「ぶひぶひ言わせてやっからな！」


  　おねぇさんが素早い動きで十両さんの後ろにまわりこむと、その顔にオナホからローションを垂たらしこんだ。


  「ばばぁに負けるかっ！」


  　十両さんはその恵まれた体格を生かして、おねぇさんを背負い上げ。しかし、おねぇさんも負けてはいない。宙に身体からだが投げ出される直前に、十両さんの首に素早く手を回して道づれにする。


  　なんというか、まったくもって見ていられない。醜みにくすぎるキャットファイトに、俺の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた！


  「俺のために喧けん嘩かは止やめろっ！」


  　しかし。


  「うるせー、黙だまってろ、キモザキっ！」


  「お前のために戦ってるわけじゃねーんだよ、これは女のプライドなんだよっ！」


  　二人は茶々を入れるなとばかりに叫ぶと、再び格かく闘とうを始めた。


  「もうおふたりは、おにいちゃんとは別次元にいるですね」


  「……そうみたいだな」


  　ちびこさんがさめた視線を二人に向けて言った。


  「やれやれ。里り奈なはなんだかお腹なかいっぱいの気分です。女がこんなに生々しいものなら、ずっと子供のままで十分です。はい、これ」


  　ちびこさんは背負っていたランドセルを肩から下ろすと、俺に差し出した。


  「え？　これって」


  「だからギブアップですよ。おっぱいなんてもういりません。里奈は永遠の少女でいます」


  「あ……そうなの……？」


  「はい。では、さようなら」


  　まだ戦い続けている十両さんとおねぇさんとを残して、ちびこさんはさっさと階段を下りていってしまった。


  



  　結果から言うと、十両さんとおねぇさんの争いは引き分けに終わった。


  　どういう流れで決着がついたかというと、まず、十両さんのピンローの電池が切れた。そこですかさず反はん撃げきに出たおねぇさんだったが、ローションまみれになっていたために手が滑すべってすっぽ抜けた。そしてそのオナホは俺の股こ間かんを直撃。なんとスポッと挿ささったのだ。


  　俺は慌あわててオナホを抜こうをしたが、しかし、その感触はハンパじゃなかった。


  　吸いついて離はなれない極ごく上じようの名器に俺の股間はたちまちエレクチオン。


  　すかさず武器を取り返そうと俺の元へスライディングしてきたおねぇさんに抜かれた瞬しゆん間かん、ビリビリッと稲妻に打たれたような電流が走り……その後は屈くつ辱じよくだから言いたくない。


  　が、オナホは生身の女じゃないんだから、俺はまだ童貞ってことでいいよな？


  　賢者モードに入った俺を見て、おねぇさんは正気に戻ったようだった。


  　もともと、人の面倒をみるのが大好きなおねぇさんだ。俺の逸いつ脱だつしたうつろな様子に、母性本能がくすぐられたのか、


  「大だい丈じよう夫ぶ？　どこか痛いところない？　何かできることがあったら言って？」


  　と、途と端たんに世話を焼き始めた。その辺りでちびこさんがいないことにも気がついたようで、俺がリタイアしたことを話したら、


  「こんな暗い中、ひとりで歩いて帰っただなんて、心配！」


  　とか言って、さっさと俺にオナホールを渡して去っていってしまった。


  　残されたのは俺と十両さん。正直、困ったな、と思ったけど、十両さんも熱いファイトですっかり毒気が抜かれたみたいだった。


  「あの……わたしもやっぱりやめときます」


  　って殊勝なことを言いながら、電池の切れたピンクローターを手渡してきた。


  「え、なんで？」


  　って言ったら


  「いや、あの、久しぶりに身体からだを動かしたら、けっこう気持ちいいですね。それに、ちょっと楽しかったっていうか。せっかくなんで、格かく闘とうジムに通ってダイエットすることにしますわ。はい……」


  　とまたも申し訳なさそうに身体を縮こまらせて、階段を下りていった。


  　結局一人残された俺は、パンツを穿はき直すとランドセルの中に電池切れのローターと使用済みのオナホールを収容し、担かついで立ち上がった。


  「はぁ……なんだか疲れたな」


  　一気に疲労した身体で、霧きり雨うの部屋を目指して歩き始めると、廊下に据えつけられた洗面所の鏡がふと目に入った。


  　そこにいたのは、真っ赤なランドセルを背負った俺。


  　……キモイ。


  　自分でもそう思って慌あわてて手に持ちかえた。


  



  　注意深く二階の廊下を突き進んだ。いつ、どこから何が飛び出してくるかわからないだけではなく、背後にも気をつけなくてはならない。


  　警戒しながらも窓の外を覗のぞくと、すっかり暮れた海辺でわずかな外灯と月明かりの下で女のコたちが、夜の浜辺での語らいを楽しんでいるのが見てとれた。明るければ、何人がそこにいるかの確認がとれるが、なんせ薄うす暗ぐらくてはっきりした人数まではわからない。


  　警戒心を強く持ったままに、ようやくのこと、霧きり雨うの部屋へとたどり着くと、誰だれがいるわけもないが、


  「お邪じや魔まします」


  　と挨あい拶さつをしてドアをあけた。


  　霧雨の部屋は俺たちの部屋とまったく同じ作りの八はち畳じよう間まだった。しかし、なんていうか、漂ただよっている雰ふん囲い気きがまるで違った。


  　俺たちのいる部屋には三人分の荷物に加え、でかいケージがどんと置かれているせいもあって、もっとごちゃごちゃとしている。しかし、霧雨の部屋は整然と片づけられていて、そのくせ、濃厚な女性の香りがした。


  （こういうもの、干しておかないで欲しいよな……）


  　明日着る用に皺しわにならないようにしているのか、白いシャツと黒いタイトスカートがハンガーにかけられて窓の桟さんに吊つるされていた。それだけならいいが、黒いストッキングと、明日用の下着らしく黒のランジェリーセットまでぶら下がっているのだから、目のやり場に困ってしまう。


  （さっさと戻るかな）


  　こんな状況でなければ、もっと楽しめたかもしれないが、さっきの出来事を思えば、到底長居する気にもなれない。ボストンバッグと並んで置かれていたビニール袋の中を覗のぞくと、頼たのまれていた花火が入っていたので、掴つかみあげて部屋を後にしようとした、その時。


  「あれ……これ、何だ？」


  　玄関に並んだスリッパとスリッパの間に、小さな紙切れが転がっているのを見つけた。何気なく拾い上げると、中を開く。するとそこには、見覚えのある名前がずらりと書かれていた。


  （これ、クラスの女のコたちの……名前だ）


  　蘭らん、虹にじ川かわさんをはじめとしてユリアさん、委員長にちびこさんやおねぇさんの名前ももちろんある。


  　しかし不可解なことがひとつあった。名前のその下に数字が書かれているのだ。


  　数字が大きいのは、十両さん、ちびこさん、石いし神がみさんあたり。それぞれ、五十四、三十二、八十一と数字が割り振られている。蘭も六十七だから、だいぶ高いほうだ。それに比べて、虹川さんに十二、ユリアさんは二十と数値は低い。


  （うーん、何だろうなぁ、これ）


  　よくわからないがなんだか気になったので、そっとポケットにしまうと、霧雨の部屋を後にした。


  



  　帰り道は誰かに襲おそわれることもなく、玄関にたどり着いた。


  　そう、いくら親おや父じが夢の実現を餌えさに、俺の童貞奪取をけしかけようとも、やはり多くの女のコたちは、欲望よりも自分の身体からだのほうを大切に思ってるんだ。


  　温かな気持ちを抱いだいた、矢先のことだった。


  「あれ……なんだ？」


  　建物を出て浜辺とのちょうど中間、玄関をぐるりと囲む形で植え込みがあり、その中は芝が敷しかれている。そのポーチの右手、ちょうど俺たちの部屋の前辺りに人影を見つけた。


  （今度は……誰だれだ？）


  　月明かりの下、その人影はまるでサークルストーンのように円陣を組んで並べられた石々の真ん中で、何かに憑つかれたように踊っていた。


  （な、何だあれ……!?）


  　バレエでもヒップホップでもジャズでもない。その動きは踊りというには、なんとも奇妙で原始的なイメージさえあった。


  　空中を蹴けり上げるように足を上げるたびに、ロングスカートの裾すそがはためく。


  　右手に持っているのは水すい晶しよう玉だまだろうか。手足をそれぞれちぐはぐにくねくねと動かす奇妙な動きは、不安を喚かん起きさせる。そのくせ、俺の視線を捕らえて離はなさない何かがあった。


  「あれは黒くろ井い乃の恵え瑠る……？」


  　静止した瞬しゆん間かんに乱れた髪の間から顔が見られた。


  　それは、『オカルト』というあだ名で呼ばれているクラスメイトの少女だった。
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  　休み時間は魔ま術じゆつの本を貪むさぼり読み、放課後は魔法陣で降こう霊れいにいそしんでいる不ぶ気き味みな少女だ。クラスの誰だれとも交流はなく、いつも一人でぽつんとしている。


  （いったい、アイツは何をしてるんだ……）


  　嫌いやな予感しかしないが、怖いもの見たさで目が離はなせない。


  　すると、黒くろ井いさんの右手の水すい晶しよう玉だまがぴかりと光った。


  　それを契機に黒井さんは奇声を発すると、水晶玉を天にかざしてなにやら唱え始めた。


  「ＤＴ・ＤＴ・ＤＴ・ＤＴ・ＤＴ・ＤＴ・ＤＴ・ＤＴッ！」


  （ディーティー……童貞？）


  　その瞬しゆん間かんにピンと来た。こいつも俺の童貞を狙ねらって得意の魔術をかけようとしているのだ、と。


  　そんな子供だまし利きくか。


  　トランス状態で一心不乱に踊り続ける黒井さんを残してさっさと蘭らんたちの元に戻ろうと、足を踏ふみ出そうとしたら身体からだが動かないことに気がついた。


  （なっ、何だこれ、まじか!?）


  　必死に身体を動かそうとも、まるで金かな縛しばりにかかったようにぴくりともない。


  （や、やべぇ！）


  　声を出して助けを呼ぼうとしても、


  「うー、うー」


  　とくぐもった声が漏もれるばかりで、声にはならない。


  （だ、誰か助けてくれ……）


  　すると、黒井さんがふと動きを止めた。


  （な……なんだ？）


  　背せ筋すじにひやりと冷たい汗が流れた、その次の瞬間。黒井さんはがっと地面に四つん這ばいになると、こちらへとものすごいスピードでにじり寄ってきた。


  （うわっ……うわぁああっ！）


  　蜘く蛛も女おんなのようなその姿に、腰を抜かしそうになりながらも、動かない身体のあちこちに必死に力を入れる。しかし、俺の身体は胸の前で腕を組んだままの体勢からビクリとも変化しない。


  「我に淫いん魔まは舞い降りたなり。汝なんじを陵りよう辱じよくするにふさわしき淫魔の来訪を心して受け入れるがいいっ！」


  　黒井さんは俺のすぐそばまで来ると、四つん這いのまま、俺を見上げた。そしてニヤリ、と微ほほ笑えむと、俺の膝ひざ元もとまでにじり寄って上半身を起こす。


  （ひゃっ、や、止やめてくれぇっ……）


  　黒井さんの手が俺のズボンのベルトに伸びた。


  　その手はほっそりとして白く真っ赤なマニキュアが塗られていた。こんな状況だというのに、あ、女のコの手だ、と胸がどきんと高鳴る。


  「契ちぎりの儀ぎ式しきをもってサタンは蘇よみがえる。目め崎ざき濠ごう、お前の聖なる液体を我にっ！」


  　サタン？　何言ってるんだ。意味がわからない。けれど、俺の身体からだを金かな縛しばりにしていることは確かであって、とにかく黒くろ井いさん怖い。が、どうにもできない。


  「ふふふ、この中に世界を暗くら闇やみへと落とすきっかけとなる秘刀が……」


  　黒井さんは、俺のズボンを足元まで下ろしきると、トランクスの腰ゴムに手をかけた。そしてそのままするすると下ろす。


  「どうした。これでは……サタン様をお迎えできる状況にはない……困ったな」


  　わけのわからない恐怖で縮こまったままの俺のちんちんを見て、黒井さんがため息をついた。その瞬しゆん間かん、息がふっとちんちんにかかり、背せ筋すじがビクンっと波打った。


  「あっ、ちょっとムクっとした！」


  　吐と息いきの刺激に反応した俺のちんちんに、黒井さんが驚おどろいたように目を丸くした。


  「なるほど……息をかければいいのだな。ふー！　ふー！　ふ───っ！」


  　唇くちびるをきゅっとつぼめると、まるでたき火の火をおこすがごとく、息を吹きかけ始めた。


  （な、何なんだ、これ）


  　くすぐったいような、それでいて、腰奥がむずむずとするような快感が走っていく。


  「こら、何をしてるんだっ！」


  　その時、夜気を切り裂さくような鋭するどい声が響ひびいた。動かぬ身体に苛いら立だちながら、必死に横目で見ると、こちらに向かって駆けてくる蘭らんと虹にじ川かわさんの姿が見えた。


  「ぬ、邪じや魔まが入ったか！」


  　黒井さんが悔くやしそうに言った。


  「濠から離はなれろっ！」


  　蘭は俺と黒井さんの元までたどり着くと、素早く竹刀しないを振り落とした。


  「ひゃわっ！」


  　俺のちんちんからわずか１センチほど、ギリギリの軌道で竹刀が通り抜ける。驚いた黒井さんが顔を後ろに引くと、蘭は竹刀の先を黒井さんの喉のど元もとに突きつけた。


  「さっさと武器を置いて去れっ、さもなくば痛い目に遭あうぞ」


  「くっ。もう少しだったのに……でもわたしはまだ諦あきらめぬぞっ！」


  　黒井さんは水すい晶しよう玉だまを素早く胸元にしまい込むと、身体をしならせて四つん這ばいになった。そして、驚くほどのスピードで、建物内へと去っていった。


  「……何あれ」


  　虹川さんがぽかんと口をあける。


  「わかんないけど、すげぇ、怖かった……あれ、声が出たっ！」


  「何を言ってるんだ？　それに、その……それもしまったらどうだ？」


  　蘭らんが真っ赤に染まった顔をうつぶせて言った。


  「うがぁっ！！！」


  　声だけではなく、金かな縛しばりもすっかり解けていた。俺は慌あわててトランクスをあげてズボンを穿はき直す。


  「片づけを終えて戻ったら、一人で宿に行ったというから、嫌いやな予感がして慌てて来たんだが……なんで反抗しなかった、濠ごう」


  　ようやく身体からだの自由を取り戻してほっとしている俺に、蘭がぼそりと呟つぶやいた。


  「いや、金縛りで、身動きが取れなかったんだよ！」


  「金縛り？　あれは寝る時になるものじゃないのか？」


  「いや、なんか……動かなくて、まじ黒くろ井いさんこえぇよ！　助かったよ、蘭。ありがとうな」


  　なんとなく納得がいっていない顔つきのまま蘭が頷うなずいた。


  「で、これはなぁに？」


  　虹にじ川かわさんが俺の傍かたわらに置かれたランドセルに目を向けた。


  「あ、これ。上でちびこさんとおねぇさんと十両さんに襲おそわれてさ。でも、まぁ、退治したんだけど。で、アイツらの武器」


  「うーん、ランドセルと……ねぇ、これって何？」


  　虹川さんはランドセルの中からピンローとオナホを取り出すと、顔の両りよう脇わきに並べて首をかしげた。


  「あぁ──っ、それはダメだ、虹川さんは手にしちゃダメッ！」


  　慌てて取り上げると背中に隠した。


  「えぇっ、なんで？」


  「ほら、これはなんつーか。18禁グッズだから、虹川さんみたいな将来、アイドルになろうって人は触ふれちゃダメっつーか」


  　特にオナホは使用済みなのだ。そんなもの虹川さんでなくても、女のコに触さわらせるわけにはいかない。


  「……やだ」


  　虹川さんが可か憐れんに顔を紅あからめた。


  「さ、花火やるらしいから、浜へ戻るか」


  「そうだね、すっごく楽しみだなぁ！　ね、蘭ちゃん！」


  「……あぁ。そうだな」


  　蘭は心配げな顔色を浮かべたまま、宿舎を一度振り返ると、虹川さんに無理に作ったような微ほほ笑えみを向けた。


  「すっかり夜だね。ほら、すっごく星が綺き麗れい！　あれ、あれって天の川かな？」


  　虹川さんに言われて空を見ると、紺こん碧ぺきの夜空に、数え切れないほどの数の星が広がっていた。その中に、ひときわ密集した星の川がたなびいていた。


  「天の川か……俺、実物見るの初めてだな」


  　というと、その帯を挟んで上下に輝かがやく一際明るい星が織姫と彦星だろうか。


  （あの時の短たん冊ざくに……童貞が守れますように、って書けばよかったかな）


  　ふとそんな考えが頭をよぎったが慌あわてて考え直す。


  （この移動教室中に限って、だけどな）


  



  
    ♡　♡　♡

  


  



  　最後の花火が打ちあがると、黄色い歓声が飛んだ。


  　濃のう紺こんの夜空に、赤・黄・紫・緑・青といった様々な火花がぱっと散り、やがて消えていく。


  「すごい綺き麗れいだったねぇ！」


  「あぁ、夏を満まん喫きつしたな」


  　虹にじ川かわさんは夜空に輝く大輪の花に顔を輝かせると、蘭らんも少しだけ緊きん張ちようの解とけた顔で頷うなずいた。


  「えー、皆の衆。今夜はこれから風ふ呂ろ、そして後は自由時間になる。就寝時間は二十二時。明日は朝の七時に大広間に集合して午前中からオリエンテーリング。夕方からキャンプファイヤーだ。では、解散っ！」


  　霧きり雨うがアナウンスすると、俺たちは思わず顔を見合わせた。


  「お風呂……か」


  　これまでの経緯からして、俺の童貞を狙ねらう女のコが襲おそってくるのは、ほぼ俺が一人になった時ばかりだった。しかも、風呂だなんて、無防備もいいところ。不安がむくむくと湧わき起こってくる。


  「どうする？　やっぱり入りたいよな」


  　と蘭。


  「うん、でも一日くらいは我が慢まんしても……」


  「でも、結構汗かいただろ」


  「まぁ、海も入ったしな……」


  　軽く庭にあったシャワーで潮を流したものの、身体からだ中じゆうがべたべたしている。


  「あたしとエリーとで、入り口を見張ろうか。それなら平気じゃないか？」


  「そうしてくれると、心強いな」


  　入り口に二人も門番を立てるとは、情けないが背に腹はらは代えられない。


  



  「誰だれも……いないな……」


  　俺は脱衣所の扉を開けると注意深く中を観察した。


  　かごの中。棚の上。洗面台の下。順じゆん繰ぐりに確認したが人の気配はしない。


  「次は風ふ呂ろ場ばか……」


  　脱衣所にそろそろと足を踏ふみ入れると、今度は浴室へと続く扉を開いた。


  　すると、むっと蒸気とともに、石せつ鹸けんの匂においが流れ込んできた。


  　広さは十二畳じよう間まほどだろうか。左手の鏡の貼られた壁に沿って蛇口とシャワーが五つ並び、入ってすぐの隅にはプラスチック製の黄色い椅い子すとタライとが積まれている。


  　浴よく槽そうが大小ふたつ。小さい方は透明で、もうひとつは乳白色に濁ったお湯で満たされている。窓はきちんと閉まっているし、人が隠れられそうな場所はどこにもない。


  「大だい丈じよう夫ぶだった。誰だれもいないみたいだ」


  「そう、良かった。じゃあ、あたしたちは、このドアの前で待ってるから。何か異変があったらすぐに声を出して」


  　異状がないことを念入りに確認すると再び脱衣所へ戻り、扉の外にいる蘭らんに報告すると、蘭は竹刀しないを握り締しめて言った。


  「悪いな、すぐにあがるから」


  「大丈夫だよぉ？　安心して、ゆっくり疲れを癒いやして」


  　虹にじ川かわさんが癒やしのイオンをたっぷりと振りまいて笑った。


  「センキュー。じゃあ入ってくるわ」


  　俺は二人に礼を言うと、再び脱衣所へと戻る。棚の中から籐とうでできた脱衣かごをひとつ取り出すと、Ｔシャツの裾すそに手をかけた。


  「はぁ……それにしても、本当にとんだ移動教室だな……」


  　衣類をすべて脱ぎ終えると、途と端たんに心もとない気分になった。自分の身体からだを覆おおっている衣類がないだけで、心細さがまるで違う。


  （やっぱり風呂なんて我が慢まんしときゃよかったかな……）


  　廊下に蘭たちが待機してくれていることを思い出して、自分を奮ふるい立たせると、誰に見られるわけでもないが、手ぬぐいで股こ間かんを隠して、浴室へと続く扉を引く。


  　息苦しいような蒸気混じりの熱気に迎え入れられて、洗い場に身体を滑すべり込ませると、タライと椅い子すを拾い上げて、一番奥の蛇口の前を陣取った。


  　蛇口を捻ってタライに湯を溜めると、備え付けの石鹸をタオルに塗りつけてざっと身体を洗う。湯を浴びた瞬しゆん間かん、どっと疲れが襲おそってきた。早く湯船に浸かりたい。


  　髪を洗うのは後回しにすることにして、立ち上がると湯船に向かった。温泉効能がありそうな、白濁した湯の満たされている大きいほうの浴槽に足先から浸かった。


  「はぁ……気持ちいい……」


  　肩まで浸かり、お湯を手のひらですくい上げると、顔にざぶりとかけた。ややぬるめのたっぷりとした湯にゆるゆると緊きん張ちようがほぐれていく。


  「あー、疲れたなぁ……」


  　蘭らんや虹にじ川かわさんとわいわいとできてまるきり楽しくないことということはないが、それ以上にやはりわずらわしいことが多すぎる。しかも、緊きん張ちようを強いられる日が、あと二日も続くのだ。


  （あぁ、早く家に帰りてぇ……）


  　うんざりとした思いを振り払うように、お湯の中に、頭の天辺が沈みこむまで潜もぐると、重力から解放された水中を楽しむ。


  「はぁあっ……あぁああああっ!?」


  　限界に達した俺が湯船から頭をあげると、なぜか目の前におっぱいが広がっていた。


  　いったい何が起きたのかわからないでいる俺の後頭部が前にぐっと引き寄せられて、顔が柔らかな物体で包まれる。


  「目め崎ざきさん、お願い。わたしのことを抱だいてください……」


  　と、今にも消え入りそうな声が耳元で聞こえた。


  （だ、抱いて……ください!?）


  　慌あわてて顔をあげると、そこには全身をずぶ濡ぬれにした学級委員長の榊さかきさやかの姿があった。


  「い、いったいどこから……!?」


  「湯船に……潜せん水すいしていたんです」


  　入る前に十分に確認したはずだ。イリュージョンすぎる出現に声を震ふるわせて尋ねると、委員長はクロスさせた両腕で、白い下着に包まれた身体からだを隠して言った。


  「潜水ってお前、ずっとか!?」


  「はい……たまに息継ぎをしては、潜ってを繰くり返して……」


  「こ、根性すぎるだろ、それ！」


  　さすがに湯船の中までは確認していなかった。俺は委員長のド根性に驚おどろくとともに、この状況をどう突破するかに素早く頭を巡らす。


  「はい。お陰で逆の上ぼせてしまいました……下着もすっかり濡れてしまって……こんなにびしょびしょで……恥はずかしいです」


  　委員長が透すけた下着を恥じるかのように、身体をもじっと捩じらせた。両胸のボリューミーなバストがぷるりと揺れて俺の目を釘付けにする。


  （ちょ、す、透けてる……！）


  　堅物のイメージのある委員長が身につけるには、あまりに挑発的なデザインの下着だった。色こそ、純白とピュアな雰ふん囲い気きだが、カップがレースになっていて、そこからうっすらと桜色の突起が透けてしまっている。


  「あの……あんまり見ないでください」


  　そんな姿で俺の前に立っているくせに、委員長は頬ほおを真っ赤に染めてイヤイヤと首を横に振った。弾みで濡れた髪の毛からぽたぽたと雫が垂たれる。


  「み、見るなと言われても……」


  　こんな乳を目の前に放り出されて、凝視するなというのが無理だ。すると、委員長の顔がさらに赤くなった。


  「あの……じゃあ、見てもいいですから……代わりにわたしの……もらってくれないですか？」


  　今にも泣き出しそうな表情を浮かべ、もじもじと太ももを擦こすり合わせ、搾り出すような声でもう一度言った。


  　こんなふうに下手で頼たのまれると少しだけ心が痛むが、抱だけないものは仕方がない。


  （ううっ、こんなおっぱいを目にして、エッチの誘いを断るとか、もったいなさすぎる……）


  「いや、それも……ちょっと無理っていうか……」


  「あぁっ！　やっぱり。こんな眼鏡めがねブスで勉強くらいしかとりえのないわたしなんて、やっぱり女としての魅み力りよくがゼロなんですね!?」


  　委員長はわなわなと膝ひざを震ふるわせて、嘆き声をあげた。


  「いや、女としての魅力がゼロとかは、ないけど。っていうか、すごくあると思うし……おっぱいとか」


  　いけね。つい口に出てしまった。それほどに見事なんだ、委員長のおっぱいは。


  　しかし委員長は、相変わらず、泣きそうな目で上目遣いに俺を見上げると首を横に振った。


  「こんなもの、ただ重いだけでどんくさくって。わたしなんていっそ、乳牛に生まれればよかったんですっ」
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  「いや、それは大げさっていうか」


  「じゃあ、抱だいてくれますか？」


  「だから、それは無理で」


  「やっぱり乳牛になる───っ」


  　上半身に手を回したまま、身体からだを激しく左右に振るもんだから、おっぱいがぼよんぼよんと弾はずむ。


  「落ち着け、委員長。俺が委員長とそういうことができないことと、委員長に性的魅力があるかどうかは別問題だ。委員長は秀才なんだから、乳牛になどならずに日本の未来を担になってもらいたい」


  　揺れたり弾んだりひしゃげたりと様々な変化を見せるバストに密かに興こう奮ふんを覚えながらも、俺は必死に委員長をなだめにかかった。


  「日本の未来……でも……そのためには目め崎ざきさんの力が必要で……」


  　俺の力？　何だそれ。


  （そもそも、なんで優等生の委員長がこんなバカげたゲームに参加してるんだ？）


  　ふと疑問が湧わいた。


  　一千万、豊かな胸、ダイエット、そんな俗っぽい望みのために、自分の身体をかけるような愚おろかな行為を、この秀才がするだなんて意外だ。


  「……なぁ、委員長、お前みたいな頭のいいヤツが、このくだらねーゲームに参加してるってことが俺には驚おどろきなんだけど、理由を教えてくれないかな？」


  「……言いたくないです」


  　思い切って尋ねてみたが、委員長は下した唇くちびるをきゅっと噛かみ締しめると、首を横に振った。


  　推定Ｆカップはありそうな巨乳が弾みでまたもふるふると震ふるえる。目の毒すぎる。


  「じゃあ、無理だな。俺も話次第じゃ、協力しようと思ったけど」


  「協力？」


  「あぁ。だって、クラスで一番頭のいい委員長が参加してるんだ、よっぽどの理由があると思うだろ？　それほどのことなら、考えてもいいかなって」


  　ようは俺、話次第でお前のことを抱いてもいいぞって言っているわけで、こんなセリフを言う日がくるだなんて、俺も大人になったもんだと思う。まだ童貞だけど。


  　もちろん、委員長とそういうことをする気なんてない。けど、こうでも言わないと委員長は本音を漏もらしそうにないから、仕方ない。


  「……Ｔ大合格、です」


  　委員長は少し迷ったように一分ほど黙だまり込んだ挙げ句、小さな、本当に小さな声でそう呟つぶやいた。


  「何だ、そんな願いなんだ」


  　内閣に入りたいとか、ＮＡＳＡに研究生として留学したいとか、そのクラスの夢を思い浮かべていた俺は、拍子抜けした。だって確か、委員長の成績は学年一。全国共通学力テストでも、トップ１００には入っていたはずだ。


  　委員長にしてみれば、Ｔ大入学は決して高望みなどではなく、実力相応、けっして貞操をかけてまでの願いではないはずだ。


  「そんなの。勉強だけじゃなくって、お前は素行もいいし、委員長やったりとかしてるから内申書だっていいんだろ。いったい何が不安なんだよ」


  「だって……当日、風か邪ぜをひくかもしれないし、お腹なか壊こわすかもしれないし、会場に行くまでに事故に遭あうかもしれないし……不安なんてありすぎるんです……」


  「そりゃそうだけど……でも、まぁ大だい丈じよう夫ぶだろ」


  「何をもって大丈夫とか言んですか!?　そんなの他ひ人と事ごとだからじゃないですか」


  　そりゃあそうだ。俺は委員長じゃない。所しよ詮せんは他人事。けど、自分の童貞を捧ささげるとなると、俺の問題にもなってくる。


  「とにかく、そんな理由じゃ俺の童貞はあげられねーよ。っていうわけで、さっさと風ふ呂ろからあがれば？　力ずくじゃ、俺にはかなわないだろ」


  「……ううっ」


  　委員長ががくりと肩を落としてうな垂だれた。力が抜けたように膝ひざから折れると、湯船に座り込む。その消沈した姿を見て、心がちくりと痛むが仕方ない。俺にだって意地はある。


  「大丈夫だよ、委員長。お前の実力だったら、絶対に受かるって、な」


  「けど……もしも電車が遅れたりとか、おばあちゃんに道を聞かれたりとか、痴ち漢かんを捕まえて駅長室で事情聴ちよう取しゆされたりとかしたら……」


  「タクシーに乗り換えろ。おばあちゃんは誰だれか別の人に任せろ。受験の日くらい痴漢は放っておけ」


  「えっ、無理です。そんな……社会悪を放ってはおけません……だから、やっぱり……これが一番いいんですっ！」


  　委員長は眼鏡めがねの奥の目をぎゅっと細めると、俺に勢いよく抱きついてきた。すっかり油断しきっていたために、受け身を取りきれず、二人で湯船になだれ込む。


  「わっ、や、止やめろ、委員長、早まるなっ！」


  「だって、電車の中で気分の悪い人に出くわすかもしれないし、大雪が降って交通ダイヤが乱れまくりとか、緊きん張ちようのあまり間違えて違う方向の電車に乗ったり、駅前の放置自転車を片付けたり……あぁああああっ、考えれば考えるほど不安ですっ！」


  　委員長は心の中の不安を追い払うように俺の身体からだに回した手にぎゅっと力を込めた。下着しか身につけていない上半身が俺の胸板にぴったりと密着する。


  　湯船から立ち昇る湯気で委員長の眼鏡めがねが曇くもった。


  　濡ぬれてぴったりと肌にくっついた白い下着が、委員長のグラマラスなボディラインを強調している。浮力でぷかぷかと水面に浮かぶ乳房。


  （ううっ、何なんだよ、この素晴らしすぎるおっぱいはっ！）


  　まったくもって目の毒すぎる。それは俺の決意など簡単に翻ひるがえしてしまいそうな扇せん情じよう的てき光景だった。


  （ちょ、ちょっとだけ触さわるだけとか……）


  　それが、Ｔ大に入学したい、という委員長の切せつ羽ぱ詰つまった思いを利用した薄うす汚ぎたない行為だとは十分にわかっている。けれど目の前の実りすぎた果実は、そんな俺をせせら笑うかのように、ぽあぽわと揺れ弾はずんでいた。


  （ちょ、ちょっとだけ……触るくらいなら……）


  　せっかくの移動教室で、こんなひどい目にあっているのだ。そんな俺が、少しくらいいい思いをしたっていいではないか。


  （そう、おっぱいだけだったら……）


  　俺は手を伸ばすと、委員長のバストを下からすくい上げた。ずしりとほどよい重量が手のひらに乗りかかってきて、胸がきゅんと弾む。


  （すっげぇ……柔らけぇ……）


  　指先に力を入れると、ぷにりと沈んだ。


  　まるでマシュマロか、出来立てのプリンのようだった。指先に力を入れると、ぷにりと沈んだ。指先で捕らえたと思うとすぐに逃げてしまうもっちりとした柔肉の感触に誘われるように更にふにふにと揉もみ込むと、委員長が身体からだをびくんと震ふるわせる。


  「あぁ、あ……んっ」


  　鼻にかかった声が浴室の壁に反はん響きようして響ひびく。普ふ段だんは毅き然ぜんとした委員長がこんなに甘やかな声を出すなんて。背せ筋すじがゾクゾクして胸が騒さわぐ。


  　湯の中にいるからだけではなく、内側から身体が発熱して熱い。頭がぼーっとして何をしているかよくわからなくなってくる。


  「だ、だめ……」


  「なんで、Ｔ大に入りたかったんじゃなかったのか？」


  「そう……だけど……」


  　自分でもドン引くほどの卑ひ怯きよう発言。


  　けれど、ストイックな脳みそとは不釣り合いに成長したむちむちとした身体を前に、暴走が止まらない。


  　まんまるの乳房をわし掴づかみにしてぎゅっと寄せると、ただでさえ深い谷間がさらに深度を増した。誘さそわれるように顔を近づけると、そのまま埋うずめ……。


  「や、やっぱり無理ィイイッ！！！！！！！！！！！！！！！！」


  　俺は谷間に到達するコンマの差で、委員長の絶叫が浴室中に響いた。


  　その圧倒的すぎるボリュームに鼓こ膜まくが震ふるえ、耳奥でキーンと金属音が響いた後、内ない耳じが麻ま痺ひして無音になる。


  「ど、どうしたっ!?」


  　委員長の絶叫は脱衣所を通り抜けて廊下までも響ひびいたらしく、竹刀しないを構えた蘭らん、その後に続いて虹にじ川かわさんがドアを蹴け破やぶって駆け込んできた。


  「い、委員長、貴様も濠ごうを狙ねらっていたのか。天てん誅ちゆう……う？」


  　竹刀を上段に構えたところで、俺に並び寄り添って湯船の中にいる委員長が声をあげて泣いていることに気がつきぽかんと口を開いた。


  「やっぱりわたしには……無理ぃっ……無理だよぉっ」


  「……勝手に脱落してくれたみたいだ。虹川さん、悪いけど、委員長にタオルを取ってやってくれないか。後、俺の分も」


  　虹川さんは脱衣所からタオルを持ってくると、泣きじゃくる委員長と俺に手渡した。


  「俺は髪の毛を洗ったらすぐに出るから、蘭と虹川さん、委員長をよろしく。ちょっととりみだしているみたいだから、慰めて話を聞いてやってくれ」


  「あぁ、任せろ」


  「ほぁら、委員長。もう泣かなくても大だい丈じよう夫ぶだよぉ。エリーたちがついてるから、ね？」


  「は、はいっ……ぐすっ……」


  　委員長は肩からタオルをかけられたまま、蘭と虹川さんに連行されて浴室の外へと消えていった。


  「……はぁ」


  　危なかった。もう少しでうっかり一線を越えてしまうところだった。


  　委員長のデカパイの前では、俺の理性なんぞ虫ケラのようなものだ。


  （疲れを癒いやすために風ふ呂ろに入ったのに……なんだか余計に疲れた……）


  　明日は水着を着て入り、蘭と虹川さんには念のために脱衣所で待機しておいてもらおう。


  　脳裏と手のひらにはっきりと残った委員長のおっぱいをかき消して俺はそう決意した。


  　おっぱい怖い。
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  　　三番勝負『あの、トランプ……じゃなくって……野球拳をしませんか？』


  



  「委員長、正直に言って、幻げん滅めつしたぞ」


  　俺の童貞保守総本部、本丸の要よう塞さいにあたる一階奥の部屋で、蘭らんは正座した背せ筋すじをピンと伸ばすと、委員長をきっと見据えた。


  「ごめんなさい……つい魔が差してしまって……弱い心がつい……もうしませんから……」


  　委員長はまだ赤く目を腫はらしたまま、肩を丸めて小さくなっている。


  「まぁまぁ、蘭。委員長だって、気の迷いみたいなもんだと思うしさ」


  「気の迷いといえども、自分の欲望に流されたのは事実。濠ごうがきっぱりと退しりぞけたからいいものを……」


  　委員長の肩がぴくりと動いた。顔をあげると、眼鏡めがねの奥の目で恨うらめしそうに俺を見つめる。


  　実際のところは俺も暴走しかけて、途と端たんおじけづいた委員長が拒こばんだわけだが、そのことを蘭に言いつけられてしまったら、軽けい蔑べつされること請け合いだ。


  「……まぁ、なんつーか。結果、なんともなかったわけだしさ。蘭、許してやってくれよ。仲良くやろうぜ？」


  「そうだよ、蘭ちゃん。それに委員長にだって、それなりの理由があったんだよね」


  　委員長一人を悪者にしてしまっている罪悪感から慌あわててフォローすると、虹にじ川かわさんが助け舟を出してくれた。


  「で、委員長。理由は何だ。濠ごうと引き換えに叶かなえて欲しい願いっていうのは」


  「Ｔ大……入学です」


  　委員長が屈くつ辱じよくに顔をゆがめて言った。


  「うわぁ、すごいね。委員長ってＴ大狙ねらってるんだ！」


  　虹川さんが無む邪じや気きな声をあげる。


  「Ｔ大だったら、委員長なら楽勝だろう？」


  　蘭らんが不思議そうに首をかしげる。


  　あーあ、聞いちゃった。しかし、後の祭りだ。


  「でも、もしも当日、商店街の特売に巻き込まれて駅につくのが遅くなったり、迷子の犬を見つけて交番に届けたら貴方あなたが飼ってあげなさいと言われて途と方ほうに暮れたり、前列の人がカンニングしているのを発見してしまって、試験に集中できなくなったら……」


  　委員長は首を横にぶんぶんと振りながら、またも『わたしが試験に落ちる１００の妄もう想そう』を話し始めた。


  　どんだけネガティブシンキングなんだ。いい加減聞き飽きて呆あきれていると、蘭はゆっくりと口を開いた。


  「そうだな、委員長。確かにＴ大入学は大変だと思う。いろいろ心配なこともあるだろう。けれど、もしも、こうやって人の力を借りて入学してどうなる？　一度逃げることを覚えると、人間は逃げっぱなしになる。あたしだって、強い相手と戦う前には、逃げたいと思うことだってある。けれど、一度でも逃げたら逃げ癖ぐせがつく。Ｔ大に入ることは、人生の一番の目的ではなく経過。その先のことを考えて、真正面から退治して突破することが、委員長の人生を正しく行きるために必要なんじゃないのか？」


  「それにねー、エリーは絶対に受かると思うよ。だって、委員長が努力してること知ってるもん」


  　虹川さんがにこりと微ほほ笑えんで言った。まるで根拠はないが、虹川さんの可か愛わいらしい笑顔で励まされると、なんとなく大だい丈じよう夫ぶな気分になってしまうから不思議だ。


  　委員長の顔に、また泣き出してしまいそうな、それでいて、どこか安あん堵どしたような穏おだやかな表情が浮かんだ。


  「ありがとう、みんな。確かにわたし、間違ってたかもしれないです」


  「では、委員長、悔くい改めて、この戦いからは脱落してくれるな」


  「はい、やっぱり、自分の力でがんばります。それに、どっちにしても、好きでもない人と……そういうことをするのは無理だってわかったから」


  「じゃあ、委員長の武器を渡してくれるかなぁ？　疑うわけじゃないけど、一応そういう決まりにしてるから。武器はまとめてエリーが管理してるの。委員長が脱落したとしても、その武器だけがもしも濠ごうくんを狙ねらっているコの手に渡ったら、困るかもしれないし。ねっ？」


  「えっ！　ぶ、武器……ですか？」


  　虹にじ川かわさんが言うと委員長の顔がぱっとまるでトマトのように真っ赤に染まる。


  「だめか？」


  　蘭らんが目をぱちくりと見開いて尋ねた。


  「いや……あの……。実はわたしの武器……さっき穿はいてた下着なんです、それで……一回着ちゃったし、できたら……その……洗ってからとかだと……」


  「大だい丈じよう夫ぶ。エリーが洗っておくよ？　女同士だから気にすることないよ？」


  「でも……その……やっぱりそれは恥はずかしいというか……」


  　委員長が手にしたバックパックにぎゅっと力を入れた。


  　どうやらそこにあの下着が入っているらしい。そう思った瞬しゆん間かんに委員長の下着姿が脳裏に蘇よみがえってくる。


  （あれは反則だったな……）


  　むっちりと張った白肌の乳房をかろうじて包む純白のランジェリー。手のひらには、先ほど触ふれた感触がまだ残っている。


  （あんなに柔らかいってすごいよな、人体は神秘すぎる……）


  　しみじみ思い出していると下半身がかぁっと熱くなった。


  （ダメだ、あんな思い出、股こ間かんに毒だ……）


  　残り二晩。俺はなるたけ心を賢者に保ち、この戦いを乗り切らなければならないのだ。


  　さっきはおっぱいの魔ま力りよくに惑まどわされて超危険、乱心一歩寸前だったが、もう一度心に誓う。


  （俺は負けないぞ……）


  　再び固い決意を確かめていると、虹川さんが困ったように眉まゆを寄せた。


  「うーん、でも、脱落した証拠に、一応、武器を提出してもらえないと……」


  「大丈夫だ、エリー。委員長を信じよう……なぁ、委員長、信じていいんだろう？」


  　蘭が委員長の顔をじっと見つめて尋ねると、委員長は下した唇くちびるをきゅっと噛かみ締しめながら真剣な面おも持もちで頷うなずいた。すると蘭はにこりと微ほほ笑えんで虹川さんに向き直る。


  「委員長がこう言ってるんだ、信じよう」


  「でも……」


  「俺も大丈夫だと思う。だってさ、委員長、さっきも風ふ呂ろ場ばで結局おじけづいて自分からギブアップしたわけだしさ」


  　そのことについては、少しだけ傷ついたが仕方がない。とにもかくにも、今、俺が童貞を失っていないこと、そして、委員長が目をさましたという事実が大切だ。


  「あの、洗せん濯たくが終わったら……その……必ず提供しますから」


  「うん、わかった。じゃあ、そういうことでよろしくね」


  　虹にじ川かわさんが渋々頷うなずく。


  「さぁ、明日に備えて、そろそろ寝るか。明日は確かオリエンテーリングだから、体力をできるだけ回復したほういい」


  　ぎゅっとバックパックを強く抱だきしめている委員長の肩を、蘭らんはぽん、と軽く叩たたくと、壁にかけられた時計を見て言った。いつの間にかもう消灯時間の夜の十時になろうとしていた。


  　普ふ段だんならまだ余裕で起きている時間だが、今朝は早起きだったのと、海に入ったこと、そして、とんでもないことに巻き込まれた気疲れでぐったりだ。


  「ああ、そうだな、寝るか」


  　と言ってから気がついた。ひょっとして俺、三人の女のコに囲まれて寝るのか？


  （……何だこのシチュエーション）


  　幼なじみ、クラスのアイドル、秀才の巨乳委員長。


  　そんな三人に囲まれて一晩を過ごすだなんて、ハーレム過ぎやしないか。


  （……とか浮かれてる場合じゃないな）


  　カーテンの隙すき間まから外を覗のぞいて警戒している蘭は、ピリピリと殺気立っているし、虹川さんはまだ疑いを拭ぬぐえない表情で委員長を窺うかがっている。委員長はバックパックを胸に強く抱いたまま、冬ごもり前の小動物のように小さく丸まって気配を消している。


  　空気は重く、倦けん怠たい感かんが部屋中を支配している。


  （楽しいはずの状況が全然楽しくねぇ……）


  　そもそもが『俺の童貞を守るため』という目的があるのだから、楽しくなくて当たり前だが、それでも空気が重い。重すぎる。なんとか少しでも、この重苦しい空気を振り払う方法はないものか。俺は考えた末に提案してみた。


  「寝る前にさ、せっかくだからさ、枕まくら投なげしようぜ？」


  　移動教室の夜といったら、これに尽きる。しかし、俺の提案などなかったかのように、蘭は竹刀しないを片手に窓の外に視線を遣やったままで、虹川さんは疑いのこもったジト目で委員長を見つめ、委員長は俯うつむいてじっと畳たたみの目の数を数えている。


  　俺の能天気な声は三人の上をむなしく通り越すと、宙へと消え去り、再び静せい寂じやくが場を支配した。


  「枕投げはイマイチか、じゃあ……トランプしねぇ？」


  　それでも俺は諦あきらめずにくりかえす。この息の詰まりそうな雰ふん囲い気きをなんとか払ふつ拭しよくするためにだ。


  「あの、トランプ……じゃなくって……野や球きゆう拳けんをしませんか？」


  　消え入りそうに小さな声で、委員長が言った。


  「はっ？　野球拳？　何言ってんだよ、委員長。もしかしてお前、俺の童貞、まだ狙ねらって……」


  「あのっ！　そういうんじゃなくって……その……わたし、トランプにはトラウマがありまして。実は某ぼう有名私立付属の幼稚舎に入学する際に、トランプを使ったテストがあったんです。それで、それまで勉強しかしてこなかったわたしは、トランプのゲームのルールを何ひとつ知らず……それで落ちたトラウマがあるんです……ああっ！　トランプさえなければ今ごろわたしはＴ大への近道切符を手にうきうきと勉強机に向かっていたに違いないのにっ！」


  「だからって、なんで野や球きゆう拳けんなんだよ！」


  「……テレビで観みて……楽しそうだなぁって思って……憧あこがれてたんです。もう、さっき、一度恥はずかしい目にあったので、恥はじかきついでにお願いしてみようと……ダメですかね」


  「は？　勉強のしすぎで頭のネジがいかれてんじゃねーのか？」


  「でも、野球拳、いいかも。ほら、よくテレビのバラエティーでやってるし。エリー的にも、テレビに出た時の練習になるし？」


  　虹にじ川かわさんまでいったいなんだ。


  「蘭らん、お前の意見は？」


  「えっ！　……そもそも野球拳って何だ？」


  　蘭が目をぱちくりさせる。


  「いいか、よく聞けよ。野球拳っていうのはな、まず、二人でじゃんけんするんだ。それで負けたほうが脱ぐ。簡単なルールのゲームだ。けどな、脱ぐんだぞ？　いいのか、普通は男がやりたがって、女が嫌いやがるのが筋だろ！」


  「でも、わたしは目め崎ざきさんには、下着まで見られてますし。それ以上に、そのゲームに憧れが……」


  「だって、勝てばいいんだよね。エリー、じゃんけん得意だもん！」


  　こいつらアホだ。残るこの部屋の良心は蘭だけ。


  「蘭、お前は嫌だろ？　だって、男の俺の前で脱ぐんだぞ？」


  「バッ、バカ！　お前のことなんて男だなんて思ってない！　だから大だい丈じよう夫ぶだっ！」


  　蘭まで何だ。しかし過半数の承認を得た今、なぜか俺たちは野球拳をすることになったのだった。


  



  「やーきゅーうー！　すーるならっ！　こういうぐあいにしやさんせ！　それ！　アウト、セーフ、ヨヨイのヨイ！」


  　対虹川さんの戦況は三勝一敗で俺が勝っていた。


  　まだ靴下しか脱いでいない俺に比べて、虹川さんはチャームポイントの髪のリボンとニーハイソックス、そしてカットソーを脱いで、華きや奢しやな二の腕と、むにっとした胸の谷間を曝さらけ出していた。


  　そして四戦目。俺がパーを出すと、虹川さんはグーだった。


  「あれぇ、おかしいなぁ。エリー、じゃんけんすっごい強いはずなんだけどなぁ……」


  　虹にじ川かわさんはグーにした拳こぶしを見ながら首をかしげている。


  「勝負は時の運といいます。わたしもあの時、トランプのルールさえ知っていれば、ババを二枚揃そろえて捨てるという愚行さえしなければ、あの名門大学付属幼稚園で受験マシーンとして育てられＴ大合格率も……キーッ！」


  　ギリギリと歯ぎしりする委員長の隣となりで虹川さんがカットソーの裾すそに手をかける。


  「では、エリー、いきまーす！」


  「ま、まじで脱ぐのか!?」


  　虹川さんはカットソーを脱ぎ捨てると、その下に着ていたキャミソール姿になった。


  「ふうっ、やっぱりちょっと恥はずかしいかなぁ」


  　頬ほおを桜色にぽっと染めると、胸元を隠すみたいに手で押さえる。


  「さぁて、じゃあ、もう一回……」


  「ええっ！　もう一回って……もう脱ぐところねーじゃんかっ！」


  　虹川さんが身につけているといえば、チェックのプリーツスカートとパンティー、それにキャミソールとブラジャーだけだ。負けたらどうするつもりなんだよ！


  「エリー、こう見えて、意外と負けず嫌ぎらいなんですっ！　はーい、出さなきゃ負けよ、アウト、セーフ、ヨヨイのヨイ！」


  　慌あわてて反射的にパーを出すと、虹川さんはグーだった。


  「ぐ───っ、また負けたぁ……」


  　虹川さんはがっくりと首を折ると背中に手を回した。


  「あれ……ちょい待て……出さなきゃ負けってことは……あれっ？」


  　ひょっとして出さなければ、俺の負けで虹川さんが脱ぐことはなかったのか。


  （ちくしょう……勝ったら困るなんて、このルール、ややこしいぜ）


  　頭を抱えている俺の前で虹川さんはひらっとブラジャーを脱ぎ取った。


  「うわぁ、胸が楽になったぁ。ブラジャーって肩が凝っちゃうよねぇ」


  「ええ、わかります。わたしなんて勉強の時に机に乗ってしまってノートや教科書がめくれなくって邪魔すぎるんです」


  　委員長が同意する。


  「じゃあ、次は勝った濠ごうくんと……蘭らんちゃんだよ」


  「濠、負けないぞ。あたしは脱がないからなっ！」


  「お願いだから勝ってくれ、俺だって、お前を脱がせたくない」


  　何のためにやってるのかわからない野や球きゆう拳けんだ。まったく楽しくない。いや、そんなことはない。本音を言うと、ちょっとだけ楽しい。……が困る。なんつー状況だ。こういうのは女だけでやってくれ。


  「あの……蘭らんさんの前に、わたしももうひと勝負、お願いしていいでしょうか？」


  　蘭と喧けん々けん諤がく々がくに言い合っていると、委員長が割って入ってきた。


  「な、なんで委員長……それ以上脱いだらまずくないか？」


  　すでに委員長は俺に二度負けて、カーディガンとその下のカットソーを脱いでブラジャー丸出しの状態だ。ミニスカートからはむちっとした太ももが覗のぞいている。


  「でも……あの、目め崎ざきさん、やたらとじゃんけん、強いじゃないですか。そうすると、目崎さんに勝ったら、相当な運の持ち主ってことですよね？　わたし、運試しがしてみたいんです！」


  「でも負けたら……いいのか？」


  「大だい丈じよう夫ぶ、絶対に勝ちますから、それ、アウト！　セーフ！　ヨヨイのヨイっ！」


  　俺はチョキを出した。委員長はパー。いわんこっちゃない。


  「ああっ！！！！！　やっぱりわたし、運に見放されてる……」


  　委員長は泣き崩れたかと思うと、おもむろに背中に手を回した。


  「ちょっ！　脱ぐならタイツかスカートだろっ！」


  「ブラジャーがきついから、勝負に集中できなかったんですっ、きっとっ！！！」


  　そうしてホックを外すと、ぎゅっと手で抑えた。


  「手、手ブラ……」


  　慌あわてて目を反らそうとするも、やはりついつい見み惚とれてしまう。


  （ううっ……女子会怖い……）


  「蘭さん、リベンジをお願いしますっ！」


  　委員長が眉まゆを顰ひそめて悲壮な声をあげた。


  「蘭ちゃんなら勝てるよー！　がんばってぇ！」


  「……負けないからな」


  　虹にじ川かわさんの声援を受けて蘭が力強く頷うなずいた。


  「よし、蘭。がんばって勝て。俺もがんばって負けるから」


  　対戦相手の蘭にエールを送るとは、なんだかおかしな感じだが、蘭を脱がせたくないんだから仕方ない。そうして一戦目。


  「野球するならこういう具合にしやさんせ！　アウト、セーフ、ヨヨイのヨイっ！」


  　俺はチョキを出した。蘭は……パーだ。


  「ううっ」


  　蘭が恨うらめしげなうめき声をあげた。きっと俺をにらむと靴下を脱ぐ。


  「蘭、お前、勝つって言ったじゃねーか。勝ってくれよ！」


  「あたしだって、負けたくて負けてるんじゃないんだっ！　さっ、もう一戦、行くぞっ！」


  「蘭ちゃんがんばってー！」


  　虹川さんがまるでバラエティー番組のひな壇だんアイドルのような声援をあげた。ちゃんとバラエティー番組出演時の練習になっているようだ。俺としては、バラエティーよりも女優とか歌手とかそっちの路線に進んでもらいたいけど。虹にじ川かわさんの声も弾はずんでいる。委員長も楽しそうだ。


  　いつの間にか、さっきまでの張りつめた空気は消え去り、これぞ移動教室の夜！　といった心弾む空気が部屋中に漂ただよい始めた。


  「よし、行くぞ！」


  　次に蘭らんが出したのは、またもパー。俺はグーだった。


  「よし、でかしたぞ、蘭っ！」


  　俺は少し迷った末、シャツを脱いだ。男だし上半身裸を見られたってどうってことない。


  「よし、最後の勝負っ！」


  　俺にはまだズボンがある。が、タンクトップにショートパンツという蘭には後がない。虹川さんのように下にキャミソールを着ているようには見えない。


  （蘭は二回続けてパーを出してるだろ。ってことは三回目のパーはないだろうから……）


  　チョキを出せば、悪くてあいこだ。


  （よし、チョキを出して、蘭を勝たせるぞ）


  「アウト！　セーフ！　ヨヨイのヨイ！」


  　しかし、蘭が出したのは、パーだった。


  「お前！　バカじゃないのか？　なんで三回連続パーを出すんだよっ！」


  「えっ？　えっ？　えっ？　あたし、三回ともパーだったのか？」


  　どうやら自分では気づいていなかったらしい。


  （マジかよ……）


  「さー、終了！　だから、蘭、脱がなくていいぞっ。みんなもさっさと服を着ようぜ、あー、楽しかったな。これで満足だろ？　委員長」


  「はい！　思ったより楽しくはなかったですが、それでも十分楽しめました！」


  　委員長がにっこりと微ほほ笑えんだ。


  「……脱ぐ……ルールは守らないと……」


  　しかし、蘭は俺をぐっとにらみつけたまま、ショートパンツのファスナーに手をかけようとしている。


  「いいってば！　蘭。ほら、もうゲームは終わったんだから」


  「終わってない……だって……ちゃんと脱がないと……ルールだから」


  　俺の制止も聞かず、蘭がショートパンツを下ろした。


  「あわわわわっ！　脱がなくっていいって言ったのにっ！」


  「だって……ルールだもん……」


  　蘭は涙目になりながら、タンクトップの裾すそを引っ張って懸けん命めいに伸ばす。


  （昔からこいつ、融ゆう通ずうが利きかないところがあるんだよな……）


  　可か愛わいくもあるが、面倒なこともある。


  「わかった！　お前は立派に脱いだ！　だから、さっさと服を着ろっ！」


  「野や球きゆう拳けん、これでＴ大の入試で野球拳が出てもわたしは質問に答えられるどころか実演だってできます。うふふふふ」


  「入試で野球拳なんて出ねーよ！」


  「エリーもオーディションの時に特技はって聞かれたら野球拳って答えようっと！」


  「セクシータレント扱いされるからやめておけ」


  　部屋で大おお騒さわぎする俺たちの知らぬ間に、来らい襲しゆう者しやの影は忍び寄っていた。


  



  　コンコン、コン。コンコン、コン。


  　入り口の扉が廊下からノックされる音が響ひびいた瞬しゆん間かん、俺たちは顔を見合わせた。


  「……今、ドアを叩たたく音、したよねぇ？」


  　カットソーを着なおした虹にじ川かわさんが、入り口のドアに振り返って言った。


  「うん、した……と思います」


  　委員長が同意すると、蘭らんは傍かたわらに置いてあった竹刀しないを持って立ち上がり、忍び足で扉の前へと移動する。


  「……誰だれだ？」


  「わたくしですわ。開けてくださる？」


  　扉の向こうから、歌うような美声が返ってきた。


  　誰と聞いて『わたくし』では返事になっていない。しかし、自分のことをわたくし、などと称する人物はクラスに一人しかいない。ロシア人とのハーフ令れい嬢じよう、真しん行ぎよう寺じユリアだ。


  「この声は……ユリアちゃんだよね？」


  　虹川さんが小声で言った。


  「だよな……けど、襲おそってくるにしちゃ、ずいぶんと正面から来るな」


  　奇襲などかけずとも、勝算がある……よほど強い武器を持っているということか。俺はごくりとつばを飲み込んだ。


  （ユリアさんか……ちょっと苦手だな）


  　学年の可愛い第一位が虹川さんだとしたら、綺き麗れい第一位の称号は、おそらくユリアさんに与えられるであろう。恵まれているのは、人形のように整ったそのルックスだけではない。


  　父親はロシアの貴族で母親も旧華族という毛並みの良さ。けれども、その美び貌ぼうおよび出自にふさわしく、つんとお高くとまった高たか飛び車しやな少女だ。


  （俺のことも、相当嫌きらっているもんな）


  　６歳までロシアで育ったということで若じやつ干かん、ロシア語なまりで「キモザキ、あっち行け」と俺を退しりぞけているユリアさんが、俺を襲おそいにくるとは、正直、意外だった。


  「どうする？　このまま閉じこもってるっていう手もあるが……」


  「でも、もしかしたら、仲間に入りたいっていう打診かもしれないですね。あっちの女子部屋、正直、ものすごくギスギスしてますよ。抜け駆けの疑心暗鬼で。たぶん、ノンキに野や球きゆう拳けんなんてしてるの、この部屋だけだと思います」


  　迷いあぐねた顔つきで眉まゆをぎゅっと寄せる蘭らんに、委員長が言った。


  「そうなのか？　委員長」


  「はい。目め崎ざきさんの童貞を奪いたいけど、奪ったら、キモい扱いされるかもって、女のコ同士が敬遠しあって、めちゃくちゃ空気が悪いです。ここだけの話、わたしも早めにギブアップして、こちらのお仲間に入れていただいて良かったと、今さらホッとしてます」


  「そうなんだ。なんかすげー、申し訳ない気分になってきた……」


  　女子からハブにされている俺でさえ、楽しみにしていた移動教室だ。それがしっちゃかめっちゃかどころか、女子たちの間では険悪な雰ふん囲い気きすら漂ただよっているだなんて、なんだかへこむ。


  「……いいよ。開けてみようぜ、蘭。なんせ、こっちは四人もいるんだ。力じゃ負けねぇだろ」


  　もしもユリアさんが、そんな雰囲気に辟へき易えきし、こっちの仲間に入りたいと言うのなら、叶かなえてやりたい。


  「濠ごうがそう言うなら」


  　蘭は竹刀しないを持つ手にきゅっと力を入れると、ノブに手をかけて、そっとドアを開けた。


  「ごきげんよう、皆様」


  　ユリアさんは廊下からすっと部屋の中へと身体からだを滑すべり込ませると、俺たちを見回して言った。


  　プラチナブロンドの髪色に薔ば薇ら色いろの頬ほお。身につけている胸元にフリルのあしらわれたクラシカルなシャツワンピースもあいまって、まるで人形のようだ。


  　しかし、不ふ穏おんなことにその右手には手て錠じようが握られている。


  「ユリア。どういうつもりなんだ。あたしたちの仲間になるのか、それとも……」


  「仲間？　なぜわたくしが仲間にならなくてはならないのです？」


  　蘭の問いかけに、ユリアさんはあっさりと首を横に振った。とっさに身構える俺に、ユリアさんは優雅な仕草で進み寄ると、すっと手を差し出した。


  「目崎、お前のような下げ賎せんな者に抱だかれることは、本意ではありません。お前の家は日本屈指の富豪だという話も耳にしました。が、所しよ詮せんは戦後成り金。成り金の金玉など、本来はわたくしの足元にも及ばないものですことをおわかり？」


  「あ……はい？」


  　いきなりなんだ。この令れい嬢じようはわざわざ喧けん嘩かを売りに俺のもとへと来たのか。しかし無む碍げに反発できない雰囲気がユリアさんにはあった。


  「けれど、世の中は変わりました。ロシア崩ほう壊かいとともに、我が家も没落。わたくしが生まれたころには、家財道具を切り売りして糊こ口こうをしのぐように……わたくしの役割は、今一度、真しん行ぎよう寺じ家を盛り立てること。この窮きゆう状じようを脱するために、我が身を差し出さねばならぬなんて……よよよ。ロシアに住むオトサンのオトサンオカサンは毎日じゃが芋バカリ。カニやキャビアを食べさせてあげたいのデス！」


  「なんでいきなり片言なんだよ！」


  「テレビで観た外国人の真似をしました」


  「あの……何が言いたいのか、わかんないんだけど……」


  　まるでひとりシェイクスピアでも熱演しているようだ。やりたきゃ勝手にやっていてくれてもいいが、俺を巻き込まないで欲しい。普通に下げ賎せんとか言われると傷つくから。


  「お前に同情されるほどには堕おちておりません、さぁ、さっさとわたくしの身体からだを貪むさぼればいいですわ。目め崎ざき！」


  　ユリアさんはワンピースのボタンに手をかけると、その場でするすると脱ぎ捨てた。


  　コットン素材のフリル付きキャミソールとドロワーズという外国映画の少女のような格好になると、腰に手を当てて、俺の前に立ちはだかる。


  「ちょっ……ええっ!?」


  　委員長があまりの驚おどろきに大きくのけ反ぞった。弾はずみで眼鏡めがねが鼻からずり落ちる。虹にじ川かわさんはぽかんと口を開けたまま、蘭らんもまた、ユリアさんの突然の行動に、竹刀しないを構えることも忘れて突っ立っている。誰だれもがあっけにとられる中、ユリアさんだけは猛たけ々だけしいと言ってもいい微ほほ笑えみを浮かべて堂々の仁に王おう立だちだ。
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  「いや、あの……身体からだを貪むさぼるとか……どういう……」


  　俺が一歩後ずさると、ユリアさんが俺へと同じ分の距きよ離りだけにじり寄った。


  「許すと言っているのです。ならば、さっさと光栄ですとしゃがみこんでわたくしの手にくちづけるのが紳士のたしなみでしょう。まぁ、このイエローモンキーにたしなみなどあるかどうかはわかりませんが……あぁ、神様、この礼れい儀ぎのひとつも知らない黄色い猿にこれから陵りよう辱じよくされるだなんて、わたくしの数奇な運命を呪のろいます」


  「陵辱とかしねぇし！」


  「あぁ、神よ。残ざん酷こくな神よ。この試練を乗り越えた暁あかつきには、あなたのご加か護ごをいただけますように。ではいざっ！」


  　ユリアさんはその場に跪ひざまずくと十字を切り、俺のズボンのファスナーへとほっそりとした手を伸ばした。


  「うわっ、や、やめっ！」


  　ユリアさんの額ひたいに手を押し当てると、思い切り突き放す。


  「何を嫌いやがっているのです。この僥ぎよう倖こうをなぜ素直に受け止めない」


  　俺に突き放されながらも、ユリアさんは飢えた地獄の餓が鬼きのように必死に俺の股こ間かんに手を伸ばしてくる。


  「嫌がるに決まってるじゃねーか。ユリアさん、自分のしていることわかってんのか？　これってレイプだぞ!?」


  「レイプ？　何を言っているのです。お前の薄うす汚ぎたないエノキをわたくしの世にも美しいアワビに入れるのにレイプだなんて、どこまでわたくしを愚ぐ弄ろうすればいいのですかっ」


  「薄汚いとかいうなっ、さっき風ふ呂ろに入ったばかりだから、ピッカピカだぞ、コラッ！　それになぁ、エノキはねぇよ。そんなになよっと細くねぇ。なんなら証拠見せてやろうか！」


  「……やめろ、濠ごうっ、出すんじゃないっ！」


  　蘭らんが慌あわてて竹刀しないを振りかぶり、俺の左手を素早く弾はじいた後、ユリアさんの手首に打ちつけた。


  「きゃぁっ！　何をするのです、わたくしの手を打つだなんて！」


  「何をするはこっちのセリフだ。濠の童貞は奪わせないっ」


  　蘭が怒いかりに肩を震ふるわせ、竹刀を上段に構えた。空気がすっと引き締しまり、蘭から漂ただよう殺気に鳥肌が立つ。


  「奪う？　何を言っているのです。わたくしが身体を与えるのです。さぁ、目め崎ざき、さっさとわたくしの身体を好きにするといいですわ」


  　対してユリアさんは、ちゃんちゃらおかしいというように、鼻で笑うと、俺の前に身体を差し出した。


  「いや……だから……好きにしろって言われても、俺、正直、何もしたくないし……」


  「何を言っているのです？　何もしたくない？　お前、わたくしが初めてを捧げるというのを、断るというのですか。ほら、据え膳食わぬは武士の恥はじ。お前も日本男児だったら、このロシア娘を煮てボルシチにするなり、焼いてミートパイにするなりすればいい！」


  　ユリアが右手に構えていた手錠を自みずからの手首に巻きつけると、俺の足元に跪ひざまずいた。


  「だから、いらねぇって言ってるじゃねぇか」


  「ニホンジン、強がるのヨクナイ！　武士は食わねど高楊枝なんてナンセンスな全時代的な考え方ですわっ！　いまやクールジャパンといえば、触手に男の娘にＳＭと変態性欲オンパレード。お前もわたくちにおちんぽみるくを振り注ぐがいいですのよっ！」


  「てやんでぃ！　いい加減理解しやがれ。俺はお前となんかセックスをしたくないんだっ！」


  「ニエ────ット！」


  　ユリアさんが信じられない、という顔をした後、その場にへなへなとしゃがみこんだ。


  「信じられません、わたくしが許しているというのに、何なに故ゆえに断るのですかっ！」


  「いや、だって……別に俺のことを好きじゃないコに打算でエッチさせてもらっても……嬉うれしくないし……ユリアさんは俺のことを本当は嫌いだってのは普ふ段だんの態度でよくよくわかってるし……」


  「真しん行ぎよう寺じユリア、十七年間の人生で一番の屈くつ辱じよく……こんな凡人に……拒否されるだなんて……」


  「ユリアさん、大だい丈じよう夫ぶよ。屈辱なんかじゃありません。むしろ、好きでもない男に抱だかれるほうが、ユリアさんを貶おとしめることになります」


  　がっくりと肩を落としているユリアさんに、委員長が駆け寄ると、傍かたわらにしゃがみこんで、優やさしく肩を撫なでた。


  「ねぇ、ユリアちゃん。ユリアちゃんは高貴な人なんだから、こんなゲームに参加しちゃダメだよー。お父さんもお母さんも、悲しんじゃうよー！　おじいちゃんやおばあちゃんだって、そんなもので手に入れたカニやキャビアは喜ばないと思うよ。大丈夫。気がついてよかったよ！　ね、ユリアちゃんも降伏しちゃおうよ。ほら、よかったらその手錠をあたしたちに渡してくれない？　それで、濠ごうくんの童貞を守ろう？」


  「ええ、もちろんです。キモザキの童貞うんぬんはどうでもいいですが、この手錠もどうでもいいです。というか、今となってはむしろ屈辱です、早く解といてくださりませんか？　鍵かぎはポケットの中にございますので」


  　ユリアさんが、手首にかかった虹にじ川かわさんに差し出した。自分でかけておいて、屈辱も何もあったもんじゃないだろ、おい。


  「ありがとう」


  　虹川さんは、ユリアさんの手錠を解くと、ケージの中に手錠を仕舞い込み、鍵をかけた。これで一安心。と、誰だれもが思ったその時、細い紐ひも状の物体が、綺き麗れいな弧を描いて俺のほうへと飛んできた。


  「うわぁっ、な、何だ、これ!?」


  　ロープだった。しかもただのロープではなく、西部劇でよく見かける先せん端たんが輪になったアレだ。


  「うわ、輪がわわわわわっ！」


  　ロープは俺の身体からだにしゅっと小こ気ぎ味みいい音を立てて巻きつくと、二の腕を巻き込んで、ぎゅうっと強く身体に食い込む。


  　そのまま上にぐっと持ち上げられて、両脚が畳たたみから浮いた。


  「な、何だっ!?」


  　ロープの元をたどると、天てん井じようの羽は目め板いたが外され、そこから顔中にペイントを施ほどこした空くう陸りく歩あゆ美みの姿が覗のぞいていた。ヘルメットに迷彩のつなぎ、そしてコンバットブーツという見事なアーミースタイルで俺を拿だ捕ほした縄なわをしゅるしゅると巻き上げていく。


  「くせものっ！」


  　蘭らんが天井の空陸さんに向かい、竹刀しないを投げた。


  「ちっ！　作戦失敗っ、ひとまず撤てつ退たいっ！」


  　空陸さんが、飛んできた竹刀を避よけてそのまま天井奥へと姿を消すと同時に、俺の身体はどさりと畳の上へと落下する。


  「痛てぇ！」


  「大だい丈じよう夫ぶ？　濠ごうくんっ」


  　尾びてい骨こつをしたたかに打ち悶もん絶ぜつしている俺に、虹にじ川かわさんと委員長が駆け寄ってきて素早くロープを解ほどく。


  「大丈夫？　うわぁ、まさかあんなところから襲おそってくる人がいるなんて、エリー、びっくりしちゃったぁ」


  「空陸の趣しゆ味みはサバイバルゲーム。油断ならない敵だな」


  　蘭が天井を見つめて呟つぶやいた。


  　羽目板の外された天井裏はぽっかりと暗い。嫌いやな感じだ。


  「あの、皆さん、お取り込み中、申し訳ないのですが、……何か外から不ぶ気き味みな声が聞こえてくるようですわ」


  　ユリアさんが窓の外を指さした。


  　今度は外……どうやら消灯と同時に開戦のゴングが鳴ったようだ。


  「そう言われてみれば……何か音がするな」


  　蘭が窓辺に忍び寄りカーテンを開いた。すると、中庭で踊る黒くろ井い乃の恵え瑠るの姿があった。


  　先ほど見かけた時と同じく、なにやら暗黒舞ぶ踏とう的てきな動きで中庭を駆け回っている。


  「黒井さん……何してるんだろう」


  　虹にじ川かわさんが目をぱちくりさせて首をかしげた。


  「あ、それヤバいぞ。俺、さっき襲おそわれたんだけど、なんか淫いん魔まがどうとか……オカルトっぽい儀ぎ式しきみたいなのをしてて。おまけになんでか、突然金かな縛しばりみたいになって身体からだが動かなくて、蘭らんと虹川さんが助けに来てくれなかったら、相当ヤバかった」


  「黒くろ井いさんは、黒くろ魔ま術じゆつに興味があるようで、一度、ロシアの魔術について尋ねられたことがございましたわ」


  　ユリアさんが思い出したように言う。


  「……あれも、魔術系かなぁ？」


  　窓の外を覗のぞいていた虹川さんが指をさした。その先を見ると、白いワンピースを着た少女が地面にしゃがみこんでいた。


  「うわ……一いち途ずさんだ……」


  　俺の視線に気がついた一途さんは、立ち上がると傍かたわらに置かれていた拡声器を取り出した。そして、不ぶ気き味みな微ほほ笑えみを浮かべて話し始めた。


  「あぁ、濠ごうさん、濠さんにわたしの血をすべて捧ささげることができたなら。けれどもわたしの愛をもってしても、あなたの命を救うことはできない。わたしはどうすればいいの？　愛する人がみすみす死んでいくのを見守ることしかできないだなんて……神は愛し合うわたしたちになぜこんな試練を与えたのでしょう……」


  「何ですか、あれは」


  「一途さんの脳内ストーリーでは、俺は白血病で余命三か月だそうだ」


  　眼鏡めがねの奥の目をまんまるにしている委員長に説明するのも面倒くさい。


  　どちらにしても直接コンタクトを取ってくることはないと踏ふんで俺はカーテンを閉めた。黒くろ井いさんのことをあんまり見て、また金縛りに遭あうのも困るし。


  　あぁ、本当に面倒くさい。面倒くさすぎる。


  　魔術だとかサバイバルだとかラブストーリーのシュプレヒコールだとか。


  　いったいこの混こん沌とんは何だ。


  　すべてを投げ出してふて寝したい気分だ。


  「……不気味だけど、特に何かしてくる様子もないし、とりあえず寝ないか。明日もあるし、体力を少しでも回復させないと」


  「じゃあ、順番に見張りを立てよう。あたしはまだ大だい丈じよう夫ぶだから、先にみんな寝てくれ」


  　蘭が竹刀しないを持ったまま、入り口の扉に背中をつけて座り込んだ。


  「いや、蘭も寝てくれよ。同じ部屋の中だし、もしも何かあったら、叫んで起こすから」


  　いくら何でも、蘭を見張りに立てて自分は高いびきというわけにはいかない。


  　頑がん固こに首を横に振る蘭をなんとか説得すると、床に布ふ団とんを敷しき詰めた。


  　入り口から蘭、委員長、ユリアさん、虹川さん、一番奥に俺という順番で並ぶ。


  　こんなふうに女のコたちとともに寝るだなんて、なんだか少し面おも映はゆい。それでも明日のことを考えればすぐに憂ゆう鬱うつが襲おそってくる。


  （ヘンな旅行になっちまったなぁ……）


  　複雑な心境で目を閉じると、やはり疲れていたのか、瞬またたく間に夢の中へと落ちていった。


  



  　寝入ったか寝入らないかのころだった。


  「ひゃんっ……はぁっ……あぁあんっ」


  　誰だれかすすり泣いている声がする。


  「あぁっ、きもちい……あひゃぁんっ！」


  「あぁ、濡ぬれてる、濡れてるよ、こんなに」


  　……気持ちいい？　濡れてる？　いったい何のことだ。


  　眠い目を無理やりにこじ開けると、目の前には裸の男女がくんずほぐれつ睦むつみあっていた。


  （な、何だこれ！）


  　俺たちよりも少しだけ年上だろうか。男の下に組みしだかれている女性はごくりとつばを飲むほどの美人だった。


  　虹にじ川かわさんみたいな可か愛わいい系や、ユリアさんみたいな作り物みたいな美形ではなく、なんていうか、こう、男だったら誰もがスケベな目で見てしまうタイプの女性だ。


  　身体からだつきはどちらかといえば、むっちりとしていて、触さわり心地ごこちの良さそうな白い肌にはじんわりと汗が浮かんでいる。奥おく二ぶた重えの目に、ぽってりとした唇くちびるの小さな顔に、はっと息を呑のむほどに艶なまめかしい表情を浮かべ、男の背中に手を回している。


  　女のむっちりとした両足は大きく開かれて、その中心部は確かに接合していた。女の身体の上に覆おおいかぶさった男はゆっくりと、しかし力強いリズムでその中心部を擦こすり合わせるように腰を抜き差ししている。


  　なんだかやたらと体格のいい筋肉質の男の手が、紅あかく染まった女性の乳房にぎゅっと食い込んだ。釣り鐘がね型のバストがくにゃりとひしゃげる。ウエストからヒップにかけてしなやかな曲線が色っぽく、胸がざわざわと騒さわぐ。


  （こ、これは……まさかのセックス中!?）


  　どこからどう見ても、二人は情交の真っ最中だった。


  　目の前にくり広げられるピンク色の光景に、眠気が一気にさめる。


  　これがただの移動教室中であったならば、ハメを外しすぎたカップルが俺たちの部屋に忍び込んでセックスをしているとかなんとかいう椿ちん事じかもしれない。が、なんせ今は緊きん急きゆう体制下。


  　この宿に男は俺だけだし、夢を見ているのだと現実逃とう避ひするには、目の前の光景は、あまりにリアルすぎた。しかも。


  （な、何だこれは？）


  　股こ間かんを弄いじられる感覚があった。もぞもぞと小動物でも蠢うごめいているかのような、こそばゆいような、それでいて甘美な快感に、目の前の扇せん情じよう的てきな光景も手伝って、下半身にどくどくと血が流れ込んでいく。


  （あ……あぁっ、ヤバい……）


  　おしっこを漏もらしてしまいそうにむず痒がゆく、それでも、もっと弄ってもらっていたいような悦楽に頭がぼーっとしてくる。


  　いっそこのまま身を委ゆだねてしまいたい、このとろけそうな快感……。


  　もぞもぞと動くソレが、俺の象さんを撫なであげると、俺のアソコは完全体へとメタモルフォーゼした。その瞬しゆん間かん、ソレは驚おどろいたようにビクンと止まった。が、またすぐに、今度はトランクスの腰ゴムに移動して、そのままずり下げて……。


  「きゃ、きゃ────っ！！！！！！！」


  　下半身がむき出しになったと同時に、鼓こ膜まくをビリビリと震ふるわせるような悲鳴が響ひびいた。


  「だ、誰だれだ、くせ者っ！」


  「ぇえ──、夜ばい!?」


  「早く電気をつけましょうっ！」


  　同じ部屋に寝ている女の子たちの声が続く。


  　が、しかし、光景に変化はない。いや、ないとしても、あまりに変化がなさすぎた。


  　俺の首の角度は変わっているというのに、目の前の男女はまるで変わらぬ位置で、まぐわいを続けている──。


  「！」


  　そこで俺はようやく目元の違和感に気がついた。


  　手を伸ばすと、何かサングラス状のものを身につけている。ヘッドマウントディスプレイだ！　そのことに気がついた俺は慌あわてて剥はぎ取ると、男女の姿は消え去り、そして視界が急に暗くなった。次の瞬間、天てん井じようの灯あかりがつく。


  「しっ、侵入者っ……いったいどこから……っ！」


  　電灯のスイッチを押した蘭らんが、俺のほうを見据えている。その視線の先、俺の足元にいたのは──。


  「い、石いし神がみさん!?」


  　腐ふ女じよ子しの石神さんだった。布ふ団とんの上にぺたんと尻しりもちをついた体勢で、だらだらと鼻血を垂たらしている。


  「うぬっ、漫画だとその部分は白く抜いてあるか黒く塗られているかぼやかされてるかで実物ははじめてだけどこんなだなんてないリアル怖いないわーないわー」


  　石神さんはおどおどと目を泳がせて呟つぶやいている。


  「なに、言ってるんだ、こいつ？　そもそも、どこから入ってきたんだよ」


  　石いし神がみさんは天井を指さした。さっき空くう陸りくさんが襲おそってきた穴だ。


  「あっちゃー、面倒くさいルートを作りやがって」


  　天井伝いに来られたのでは、いくら鍵かぎを閉めても防ぎようがない。


  「困りましたね」


  　委員長が穴を見つめてため息をついた。


  「でも、気がついてよかった。さぁ、石神、さっさと降参しろ」


  「ヒッ！」


  　蘭らんが竹刀しないの先を石神さんの喉のど下したに突きたてた。石神さんが悲鳴をあげてじりじりと後ずさりする。


  「石神さんの武器は……これかな。ね、蘭ちゃんだって、無理やり奪い取ったりはしたくないと思うんだ。だからさ、石神さん、自分からギブアップしない？」


  　虹にじ川かわさんは俺の布ふ団とんの上に落ちたヘッドマウントディスプレイを拾い上げると、石神さんを説得にかかった。


  「はい、お渡ししますというか無理です無理でしただって三次元怖い飛び出すペニスは無理イラストと違うなんか臭くさいし……」


  　石神さんはこくこくと壊こわれた人形のように頷うなずいては、ひたすらにちんちんをディスっている。


  　どうやら説得をするまでもなく、俺の股こ間かんを見て自みずから諦あきらめたようだ。


  　ＢＬなんてスケベったらしい漫画本をしょっちゅう読んでいるものの、やはり現実のブツには免めん疫えきがないらしい。


  「ありがとう、じゃあ、武器は没収させてもらうね」


  　挙動不審な石神さんから武器のヘッドマウントディスプレイをケージの中へと仕舞いこむと、再びきっちりと鍵をかけた。


  「現実には興味がないということがわかったからもうこれからも二次元だけでわたしは行くけれど写真はどうしよう臭においはしないし飛び出してもこないだから写真はありかもしれない」


  　石神さんはブツブツ言いながらも、部屋を去っていった。


  「わたし、やっぱり朝まで寝ないでいる」


  　開いたままの天てん井じようをじっとにらみつけながら蘭が言った。
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  　　四番勝負『キスをして……ください。一度だけでいいから』


  



  「……ふわぁあっ、眠ねみーっ」


  　朝の七時。スピーカーから流れるどえらい音量のクラシック音楽に起こされた。


  　といっても、実のところはほとんど寝ていない。


  　いつ、誰だれが襲おそってくるかと警戒していたのに加え、一晩中、窓の外から一いち途ずさんの愛の告白……いや、むしろ呪じゆ詛そが、拡声器を通して聞こえてくるのだからたまらない。


  　俺だけではなく、蘭らん、虹にじ川かわさん、委員長も寝られなかったようで、ほぼ徹てつ夜やの俺たちの間には綿わたのように疲れが積もっていた。


  「すごかったね、一途さんのトゥルーラブストーリー」


  「うん、最後なんて、生まれ変わって宇宙で出会うとか、もう壮大すぎる。続きが気になって、結局朝まで寝られなかったよ」


  　委員長が赤く充血した目を擦こすって言うと、虹川さんがあくびを噛かみ殺して言った。


  「トゥルーじゃねーよ！　あの物語はすべてフィクションです」


  「ノンじゃないの？」


  「ノンじゃねー！」


  　せめて横になってくれと頼たのんだというのに、竹刀しないを手に壁に寄りかかったまま、朝まで布ふ団とんにさえ入らずにいた蘭らんの目も真っ赤だ。


  「はぁあーっ、よく寝られましたわ。わたくし、布団で寝たことなどほとんどありませんが、これはこれで悪くないものですわね」


  　その中で、ユリアさんだけがすっきりさっぱりとした顔に、両手でぺちぺちと顔に化粧水を叩たたき込んでいる。


  （あ、ひょっとして、俺、部屋、出ていったほうがいいよな……）


  　朝の準備をする女性陣に男一人で紛まぎれているだなんて、少し気まずい。


  「ちょっと俺、洗面所で顔洗ってくるわ」


  　そそくさと部屋を出ようとしたら、Ｔシャツの裾すそをぐっと引っ張られた。


  「別行動は危険だ」


  　と蘭が強こわ張ばった顔で言う。


  「こんな朝っぱらから襲おそってくるヤツはいないだろ」


  「でも……ついていく」


  　蘭は有無を言わせない調子で俺の背中を押すと、廊下へと連れ出した。


  「大げさだなぁ」


  「大げさすぎるくらいに大げさでもいいと、昨日で学んだんだ」


  「でも、一いつ睡すいもしてないんだろ、クマができてるぞ」


  「う、うるさい、あんまり顔をじっと見るなっ！」


  「え、なんで？　あ、まつげがついてる」


  　右目の下にくりんとカールしたまつげが一本落ちているのを見つけて手を伸ばす。


  「うっ、さ、触さわるなっ！」


  「動くなって、すぐに取れるから」


  「ううっ……」


  「いまさら、何照れてるんだよ、おかしなやつだな」


  　指先でつまみ取ると、ふっと吹き飛ばす。


  「悪いか！　あたし、そういうのに弱いんだ」


  　蘭はぷいと顔を背そむけると、足を踏ふみ出した。その時。


  「きゃっ！」


  　蘭が身体からだをふらつかせた。


  「大だい丈じよう夫ぶか、蘭！」


  　慌あわてて手を伸ばすと、蘭の身体がすっぽりと俺の腕の中に収まった。


  　蘭の身体は驚おどろくほど華きや奢しやで小さかった。薄うすい肩に折れそうに細い二の腕。それでいて、抱だき心地ごこちはむにむにと、柔らかい。


  （すげぇ……女のコだ……）


  　ぷにりとしたサクランボのような唇くちびるに、目じりが少しだけ切れ上がった大きな目。


  　長い黒髪からシャンプーの清潔な匂においが漂ただよっている。


  　胸がどくんと大きく高鳴って、一いつ瞬しゆん時間が止まった気がした。


  「お、おいっ、離はなせっ！」


  　蘭らんは体勢を整え直すと、顔を真っ赤に染めたまま、俺の腕の中からするりと抜け出した。


  「す、すまん、貧血か？　寝不足だもんな」


  「ちょっと一瞬立ち眩くらんだだけだ。大だい丈じよう夫ぶ」


  「いや、でも、顔色、めちゃくちゃ悪いぞ。なぁ、いったん、部屋に戻ろうか」


  「朝から廊下でイチャイチャですか。熱いですねぇ。その勢いで、もう童貞を喪そう失しつしてしまえばいいじゃないか」


  　振り返るとそこにいたのは、霧きり雨うだった。


  「な、何言ってるんですか、先生っ、あたしと濠ごうはそういう関係じゃないですからっ！」


  「そうか？　お似合いに見えたぞ？　戸と石いしも一応、大穴で押さえてあるからな。先生としては二人が結ばれてくれると、うっほっほなんだが」


  「うっほっほって何ですか？」


  「いや、こちらの話だ。ごほん。ところでオリエンテーリングは参加するんだろうな？」
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  「どうせ参加しないと停学だとか言うんでしょう？」


  「その通り」


  　それならば仕方がない。不慣れな山中、誰だれが攻こう撃げきを仕掛けてくるのか不安でたまらないが、これを乗り越えれば、ゴールも近い。


  



  　ご飯と納なつ豆とうに豆腐の味噌汁。鰺あじの開きにおひたし、海の苔りに生卵。朝食のテーブルには、いかにも旅館の朝食らしい品々が並んでいた。驚おどろいたことに、霧きり雨うが調理を担当したそうだ。


  （先生って、料理とかするんだ……）


  　しかも純和食。味のほうもなかなか、味噌汁は出だ汁しが利いているし、鯵の焼き加減もバッチリ。豆腐の上には刻んだ葱ねぎに茗みよう荷がや大葉なども散らされていて、シンプルながら美う味まい。


  　寝不足であまり食欲がなかったのが、食べ始めると止まらずに結局ご飯のお代わりまでしてしまった。


  　朝食を終えると、霧雨が立ち上がって、皆の前に進み出た。


  「本日のオリエンテーリングの説明をします。裏山の十か所のチェックポイントを通過後、そこにあるスタンプをこれから配付するカードに押してください。すべてスタンプを押し終えたら宿に戻ってくること。もしもチェックポイントを回りきれなくても、十五時を過ぎたら、帰途につくこと。地図があるから、迷うことはないと思うが、道のない場所には足を踏ふみ入れないこと。それでは、行動を共にするペアを発表します」


  「異議ありっ！」


  　俺はすかさず立ち上がった。


  「何だ、目め崎ざき。異議とは？」


  　ここ二日の霧雨の態度に俺は不信感を持っていた。少なくとも親おや父じの息がかかっていることは確実だし、何かを企んでいる可能性も高い。


  「ペアを先生が選ぶのはおかしいと思います。ここは公平を期すために、くじ引きにしてください」


  「なぬ？　わたしが不公平なペア決めをするというのか？」


  「疑うわけじゃありません。でも、くじのほうが確実に公正だと思います」


  「それもそうだが……仕方ない。ではくじにするか」


  　霧雨は渋々といった様子で頷うなずくと、委員長にくじを用意するように言った。


  （誰と組むかで、事態が変わってくるな……）


  　蘭らんならば心強いし、ユリアさん、虹にじ川かわさん、委員長、それに脱落した女のコたちならば、なんの問題もない。


  　組むことになると面倒なのが、まだ諦あきらめていない、もしくは今までの時点で何の行動も起こしていない女子たちだ。


  　今の時点で、まだギブアップしていない、『黒』と判断していいのは、黒くろ井いさん、一いち途ずさん、それに、空くう陸りくさん。そして、今までまるでアクションを起こしてきていないために『グレー』なのが、レスリング部所属の緑みどり野のさんだ。


  （緑野さんがここで仕掛けてきたらちょっとやっかいだな……）


  　ショートカットが似合う緑野さんは、スポーツ全般が得意で、短たん距きよ離りも長距離もいけるし、球技も格かく闘とう技ぎも得意という抜群の運動神経の持ち主だ。


  　その中でもレスリングは滅めつ法ぽう強く、都大会で優勝したこともあり、男の俺でも押さえ込まれたら、返せる気がしない。


  （パワー型ファイターだな……俺の童貞なんて興味がなければいいんだけど……）


  　そして昨晩も襲おそってきた、趣しゆ味みはサバイバルゲームの空陸さんにとって、山はホームグラウンドだ。


  （ペアに選ばれたら最悪だし、そうじゃなくても、いつ襲ってくるか……油断はできないな……）


  　黒井さんや一途さんと組むことになったとしても、それはそれで憂ゆう鬱うつだ。


  （お願いだから、無難な人に当たってくれ……！）


  　回ってきた箱の中からくじを一枚引いた。開くと数字の三が書かれていた。


  「まじ、キモザキとだけは組みたくねぇし！」


  「ないねー、ないない。ゆまちん的にも絶対にない！」


  「ムーリーダーネー!!」


  　三番。誰だれに当たるのだろうと、胸をドキドキとさせていると、ゆいゆいさん、ゆまちんさん、ゆかぽよさんが口々に言い合っているのが耳に入った。つい昨日はノリノリで俺に襲いかかってきたくせに、いざ一晩あけたらこうだ。


  　ギャル三人組以外の女生徒たちも、ほとんどが童貞奪取ウォーズからはすでに脱落しているとあって、昨日よりもぐっとくだけた雰ふん囲い気きだ。


  （そうか、このオリエンテーリング中に残り四人を脱落させることができたら、夜のキャンプファイヤーは普ふ段だん通りになるのか……）


  　蘭らんと組むことができたら、守りよりも攻めの態勢で、攻こう撃げきを仕掛け、武器を奪っていくこともできるのだが──。


  （いや、でも、蘭、具合悪そうだったしな……）


  　むしろ、蘭の負担を減らすためにも、俺一人でも童貞狩り残党派に挑いどんでいったほうがいいのかもしれない。


  「さぁ、みんな、引き終わりましたね。それではペアを発表していきます。まずは一番を引いた人、立ち上がって」


  　全生徒がくじを引き終えると、霧きり雨うが番号を読み上げた。


  「わたくしですわ」


  「およよー、里り奈なも一番！」


  　ユリアさんとちびこさんが立ち上がった。


  「名誉ある№１ですわね！」


  「里奈、背の低い順もいつも一番だから、たまには一番じゃないのがよかったなぁ」


  　天然デコボココンビが結成されたようだ。


  「では二番」


  「我は降臨せしっ！」


  「……はい、わたしです。あぁ、それにしても、どうしよう。もしも途中で道に迷ったりとか、怪け我がをしたりとか、雨が突然降り始めて雷に打たれたりしたら……オリエンテーリングなんて不安なことしかないんですが……」


  　二番目のペアは黒くろ井いさんと委員長だった。そしていよいよ俺の番。


  「三番のくじを引いた者」


  「はいっ！」


  　番号を呼ばれて、立ち上がると同じタイミングで立ち上がったのは──。


  「虹にじ川かわさん!?」


  「あっ……濠ごうくん!?」


  　虹川さんだった。


  「よかったぁ、虹川さんかぁ……俺、くじ運いいなぁ」


  　心の底から安あん堵どのため息が漏もれた。


  「蘭らんちゃんみたいに頼たよりがいはないかもしれないけど……よろしくね」


  　童貞狩りのターゲットである俺と組んだという緊きん張ちよう感からか、虹川さんは、いつになくキリッとした表情を浮かべている。


  　一方、俺は心の中で万ばん歳ざいと手をあげていた。


  　戦力ということを考えると、武道に長たけた蘭に比べて心細いが、この戦いが始まってすぐから、蘭とともに俺に付き添ってきてくれた虹川さんだ。この二日の間に気心も知れて、ペアとしては申し分ない。それに──。


  （単純に可か愛わいいコとペアって嬉うれしいよな）


  　虹川さんに視線を向けると、虹川さんは、にっこりと微ほほ笑えみ返してくれた。


  



  「あたしの相手は十両だ。ギブアップ組だから、濠たちと合流できるように説得する。地図によると、しばらく行ったところに洞どう窟くつがあるんだ。ここに隠れていてくれ」


  　発表が終わると、蘭が近づいてきて俺に耳打ちした。


  「わかった。俺のペアは虹川さんだから、先に二人でそこに向かってる」


  「エリーなら安心できる……本当はあたしが組めればよかったんだけど」


  　そう唇くちびるをきゅっと噛かむ蘭らんの顔色は蒼そう白はくだった。まだ具合が悪いようだ。


  「蘭、お前さ、オリエンテーリングは休んで寝ていたほうがいいんじゃないのか？」


  　いくら停学うんぬんというルールでも、体調不良ということならば、特例が採用されるんじゃないか。そう思って蘭に提案してみたが、


  「ううん、そうもいかない」


  　蘭はきっぱりと首を横に振って言った。


  「オリエンテーリング中に、残り全員を片づける。それで、今夜……最後の夜は、何の心配もなく、楽しく過ごそう」


  　蘭も、周りの生徒たち──バトルから脱落したやつらが、普ふ段だん通りの姿に戻っているのを見て、俺と同じことを考えたようだ。


  「そうだな。その通りだな、でも、無理するなよ。蘭」


  「大だい丈じよう夫ぶ、そんなにヤワじゃないから」


  　蘭は無理に作ったような大きく頷うなずいた。


  



  　部屋へと戻りジャージに着替え、再度玄関前に集合した俺たちに、水筒と昼飯の弁当とチェックポイントが記された地図とが配り終えられた。チェックポイントは山全体に散らばっていて、なかなかいい運動になりそうだ。


  「濠ごうくん、よろしくね」


  「おう、こちらこそ！」


  　ツインテールの髪の毛をウサギのようにぴょんと跳ねさせて、虹にじ川かわさんが俺のもとへと駆け寄ってくる。


  「さぁ、スタート。一組目、出発っ！」


  「ええっ、馬車を使ってはいけないんですの？」


  「あるこーあるこー！　ちびこは元気ぃっ！」


  　霧きり雨うがホイッスルを鳴らし、一番目のユリアさんとちびこさんコンビが出発した。


  「山道に蛇へびがいたらどうしよう、蜂はちも怖いし、道に迷って不気味な屋敷に迷い込んでチェーンソーを持った男がいたりとか……」


  「山の悪霊たちよ、我に力をっ！」


  　二度目のホイッスルで、委員長と黒くろ井いさんもスタートラインを超えた。


  　そして三回目のホイッスル。虹川さんが少し不安げに俺を見上げる。


  「さぁて、行くか。大丈夫、すぐに蘭たちと合流だ」


  　そう言うと、虹川さんとともに、スタートラインを越えた。


  　宿舎の裏から、山へと入り口になる登山道に足を踏ふみ込むと、湿った土と、樹木の匂においが身体からだを包んだ。遠くから聞こえる鳥の鳴き声。清々しい空気を思い切り吸い込んで深呼吸する。


  「さて、洞どう窟くつに行くには……」


  「二パターンのルートがあるみたい。沢を越えると近道だけど、遠回りのルートのほうが道は穏おだやかみたいだね」


  　虹にじ川かわさんは地図を広げると、緩くカーブした線を指し示した。その先、、少しルートから反それた場所に簡略化されたイラストと『洞窟』という文字が書かれている。


  「近道で行けば一キロくらいかな。迂う回かいルートだとだいだいその二倍くらいっぽいな」


  「どっちで行こうか」


  「とりあえず分岐点まで向かってみて、で、どんな具合か、見てから考えよう」


  「うん、足手まといにならないように……がんばるね」


  　頷うなずく虹川さんとともに、山道を歩き出そうとしたその瞬しゆん間かん。


  「山に住む精せい霊れいどもよ！　この男を捕らえよっ！」


  　不ぶ気き味みな声が響ひびいたと思うと、正面から黒髪を振り乱した黒くろ井いさんが駆け寄ってきた。


  「目め崎ざきさん！　逃げてっ！！！」


  　その後ろから委員長が続く。


  「おわっ！」


  　逃げようにも、道は一本、元来た道を戻るしかない。慌あわてて踵きびすを返し駆け出す。が、何歩も進まないうちに、背中に衝しよう撃げきを受けてその場に転倒した。


  「ふっふっふ！　捕まえたぞ、目崎濠ごうっ！　木々に宿る精霊たちに感謝を述べる！」


  　黒井さんは、俺の上でマウントポジションを取ると、高笑いした。


  「何が精霊だっつーの、普通に力ちから業わざじゃねーかっ！」


  　手足をばたつかせると、黒井さんが懐ふところから水すい晶しよう玉だまを取り出して、俺の顔の前へと差し出した。


  「この水晶のパワーで、お前の童貞パワーを奪ってさしあげる」


  「童貞パワーって何だよ!?　そもそも30歳過ぎねぇと、魔ま法ほうだって使えないんだからなっ！」


  「なぬっ？　お主、魔ま術じゆつの使い手か？　これは注意してかからぬといかんな……」


  「ちげーよ、冗談を本気に取るなっ！」


  「おや、こんなところに使い魔が……」


  　黒井さんが股こ間かんに手を伸ばした。


  「離はなせっ、そこに触さわるなっ！　お前、全部わかってやってるだろ!?」


  　と、その時、ガコン！という殴おう打だ音おんが響いた。


  　遅れて黒井さんの身体からだがびくんっ！　と痙けい攣れんし、そのまま俺の上半身に折り重なるように倒れこんだ。


  「なっ、なっ、何だ」


  　黒井さんの身体を跳ね除ける。


  「えへへ。どうしようもない感じなんで、暴力に頼たよっちゃいました……」


  　気まずそうに言う虹にじ川かわさんのその手には、水筒の筒があった。


  「まぁ、正当防衛ということでいいんではないでしょうか」


  　委員長が失神中の黒くろ井いさんの顔を覗のぞきこんで、その肩をちょんちょんと突く。


  「……まぁ、仕方ないよな。助かったよ、ありがとう、虹川さん」


  　頭に一撃を喰らって失神している黒井さんには気の毒だが、背に腹はらは代えられない。


  「ううん。暴力とかは嫌いやだったんだけど……でも、蘭らんちゃんみたいに迫力で相手を圧倒とかできないから……」


  　虹川さんは、少し落ち込んだ様子で、黒井さんの脇わきに転がっている水すい晶しよう玉だまを拾い上げるとバックパックへと仕舞いこんだ。これで武器を回収したから、黒井さんは脱落したことになる。一安心だ。


  「わたし、黒井さんが目を覚ますの、待っていますから、目め崎ざきさんたちは先に行ってください。早くしないと、後のグループが来ちゃいますから」


  「悪いな、委員長」


  　そう言い残すと、俺と虹川さんは先を急ぐことにした。


  



  「さて、どっちの道を進もうか」


  　十分ほど歩くと分岐点へとたどり着いた。


  　迂う回かいルートの右の道は、穏おだやかな勾こう配ばいの山道でそれほど苦労せずに洞どう窟くつまでたどり着けそうだ。対して左手には崖ばった上りの急坂が続いている。道も細くぎりぎり一人が通れる幅しかない。足を滑すべらせると、最悪下の沢へと転落する可能性もある。


  「右にしておこうか」


  「でも、左のほうが、近道になるよぉ？」


  　虹川さんが地図を俺の目前にかざした。


  「いや、でも、ちょっと険しくない？」


  　蘭なら意地でも俺についてくる根性を持っているだろうが、細っこくていかにも女のコ、という虹川さんに、左の獣けもの道みちを歩かせるのは気が引ける。


  「でも、エリーたちの後に出発する空くう陸りくさんや緑みどり野のさんや一いち途ずさんが右のルートを選んだら、先まわりしてエリーたちを待ち伏せできちゃうよ？」


  「そりゃ、そうだけど……でも」


  「ううん、大だい丈じよう夫ぶだって。エリー、がんばってみる。だって、ほら、もしもアイドルになったら、バラエティーでこういうロケがあったりとか。後、ドラマの撮影で山のシーンがあるかもしれないし……そのための予行練習だと思えば、がんばれるもんっ！」


  「……じゃあ、こっち行くか」


  「うん、さっさと洞どう窟くつまで行って、蘭らんちゃんを待とう？」


  　しかし、歩き出してすぐに、左のルートを選んだことに後悔を覚えた。


  　沢から上がってくる湿気で土はぬかるみ、注意して歩を進めないといけない上に、勾こう配ばいも急で、辺りに生えている草や木を掴つかんでやっと登ることのできる悪路が続いていたからだ。


  「これは思ったよりも……ハードだけど虹にじ川かわさん、大だい丈じよう夫ぶ？」


  「うん……なんとか……いいダイエットになりそう！」


  　虹川さんは前向きな発言をするものの、その顔はややひきつっている。


  「どうしよう、戻ろうか」


  「でも……戻るのも大変じゃない？」


  　確かにこういった悪路では上りよりも下りのほうがキツイ。


  「……じゃあ、気をつけて一歩一歩、確実に進もう」


  「うん……きゃあぁあああっ！」


  　頷うなずいたその次の瞬しゆん間かん、虹川さんが掴んでいた木の枝がポキリと折れた。急に支えを失った虹川さんは、そのまま沢へと向かってゴロゴロと転がり落ちていく。


  「に、虹川さん！　大丈夫かぁあああっ！」


  　10メートルほど下、底に流れる沢の少し手前で、虹川さんの身体からだはようやく止まった。


  「うん……なんとかだいじょーぶうっ！」


  　虹川さんはむくりと身体を起こすと、頬ほおに泥をつけたまま、俺に向かって手を振り返す。


  （良かった……）


  　大怪け我がはしていないようだ。俺は虹川さんが転がり落ちていった崖がけを、草木に捕まりながら、注意深く降りていった。


  「怪我は？　痛いところはない？」


  「うん……ちょっとだけ、あっちこっち擦すりむいたのと……後、ちょっと足首を捻ひねっちゃったみたい……」


  「足首か……ちょっと見せてみろ」


  　左足の踝くるぶしを押さえている虹川さんの傍かたわらに屈かがみこむと、痣あざや外傷がないかを確認する。見た目には特に異常は見当たらないが、触ふれると痛むらしく、「うっ」と呻うめいて身体をびくんと硬くする。


  「ごめん、エリーのほうから、こっちに行くなんて言っておいて」


  「俺だって同意したんだ。仕方ない。それよりも、どうするかな……立てる？」


  　もとの道に戻るには、斜面を登らないといけない。怪我さえなければ、それほど急でもないのだが。


  「うん……痛ぁ……ごめんなさい、無理かも」


  「無理か……」


  　立ち上がることさえできないのだから、山の斜面を登るなんて無理だ。


  　困った。先ほどのルートに戻るには、いま、虹にじ川かわさんが転がり落ちた斜面を登るしかない。しかし、虹川さんは立つのも厳しいのだから、俺が背負うしかない。そうして登ったところで、その先も悪路が待っている。


  （ルートから外れるけど、沢沿いに歩いたほうがいいかもしれないな）


  　地図によると、沢は山のふもとまで続いているようだった。最終的には宿から少し離はなれたところにある川へと繋がって海へと流れ込んでいるようだから、川の流れに沿っていけば、ふもとへと戻ることができるはずだ。


  「よし、とりあえず下ろう。虹川さん、俺の背中におぶさって」


  「えっ、おんぶ？」


  「ああ。歩くの、厳しいだろ」


  「……ごめん、じゃあ……あの……重かったらごめんね」


  　ふわりと甘いお菓子のような匂においが鼻をくすぐった。柔かな身体からだが背中に押しつけられて、ドキっと胸が高鳴った。こんな状況だというのに……いや、こんな状況であろうとも、虹川さんの愛らしさはまるで薄うすれることはない。


  「しっかり掴つかまってろ」


  　胸の鼓こ動どうをごまかすように、俺はわざと勢いをつけて立ち上がると、木の幹に掴まりながら、一歩一歩、注意深く勾こう配ばいを降りてゆく。


  「……濠ごうくん、ごめんなさい」


  　虹川さんの申し訳なさそうな声が、耳元で響ひびいた。


  「いや、全然大だい丈じよう夫ぶだから、気にするなって」


  「……でも」


  「でもじゃないって。それよりさ、何か楽しい話、しようぜ。そうだな、虹川さんの話を、聞かせてよ」


  「エリーの話？　何の？」


  「ほら、虹川さんがアイドルを目指してる話とか。いろんな事務所からたくさんスカウトが来てるのに、高校生の間は、学業優先したいからって断ってるんだろ？　っていうことは、再来年、卒業したら、即デビューとか決まってんの？」


  「ああ……それは……実はちょっと違うんだぁ」


  　俺の肩を掴む虹川さんの手にぎゅっと力がこもった。


  　あれ？なんだか微妙な雰ふん囲い気きだ。


  　不思議に思っていると、虹川さんが身体をきゅっと強く密着させた。背中にぷにりとした膨ふくらみが押し当てられ、薄い体操着越しに温かな体温までもが伝わってくる。


  「あの……あのね……」


  　いつになくシリアスな声が耳元で響ひびいた。


  　湿った息が耳じ朶だをくすぐり、首くび筋すじに甘い刺激が走る。


  「本当はエリー、すぐにでもデビューがしたいの。だって、アイドルって若さが勝負なところがあるから。でも、お父さんに、反対されてるんだぁ。高校生のうちから、芸能界なんてところに足を突っ込んだら、ダメだって」


  「あ、そうなんだ」


  「そう。この間も書類を送って、審査、通ったんだよ。こっそり二次審査にもいって、それも受かって。でも、最終審査まで来て、お父さんにバレちゃって。審査の日、家から出してもらえなかったの」


  「そっか。それって……なんとかならないの？　例えば、お母さんに説得してもらうとか」


  「全然ダメ。お母さんはお父さんの言いなりだから」


  「そっか……」


  　なんだか少しだけ俺の家と似ている。『子供のため』といいながら、自分のコントロール下に置きたがる父親。もちろん十分な衣食住を与えてくれて、育ててくれていることには感謝はしている。けれども、少しだけ……わかって欲しい。俺たちにだって、やりたいことや、やりたくないことがあることを。


  「あのさ、虹にじ川かわさん。その夢、絶対に叶かなえたほうがいいよ」


  [image: ]


  「え……」


  「虹にじ川かわさんはさ、いるだけで、その場の雰ふん囲い気きがぱっと明るくなるんだ。それってアイドルの素質があるってことだろ。だからさ、親おや父じさんにつぶされないでがんばって欲しいんだ」


  「ありがとぉ……濠ごうくんってすごく優やさしいんだね」


  　虹川さんが俺の肩に顔を埋うずめるようにして言った。甘い息が耳元をくすぐってこそばゆさに胸が騒さわぎたつ。


  「いや、そんな、優しいだなんて……」


  「あのね、エリーの話、もう少しだけ聞いてくれるかなぁ？」


  「もちろんいいけど……」


  　背中に感じる虹川さんの体温は温かい。気がつくと、山道を歩くしんどさを忘れていた。むしろ、ずっとこの瞬しゆん間かんが続けばいいとさえ思う。今まで知らなかった少女の苦悩と本音を知って、虹川さんがぐっと近い存在に思え、俺の胸の中には、いとしささえも生まれつつあった。


  「あのね、実は……本当は濠くんのことがずっと好きだったんだ」


  「ええっ!?」


  　驚おどろきに思わず腰を抜かしそうになるが、危うく持ちこたえる。


  「あ、でも、聞いて。ほら、エリーはアイドルになるって決めてるから。だから、別に付き合いたいとかじゃないの。だって、後から写真が流出したらゴシップになっちゃうし。それで、今まで学校でも、今よりも好きになったりしないように、ずっと避さけてたんだけど。だけど、なんだか、こういうふうに二人で話せる機会があって、我が慢まんできなくて言っちゃったぁ」


  「虹川さん……」


  　まさか……まさか虹川さんが俺のことを好きだっただなんて！


  　胸がバクバクと激しく波打つ。嬉うれしいような、困ったような、それでもやっぱり嬉しい。


  　そんな思いが身体からだ中じゆうをぐるぐると駆け巡って頭がよく回らない。


  「えへへ。なんだか……どうしても言いたくなっちゃって。ごめんね。忘れて。でも、今だけ……こうさせて」


  　虹川さんが俺の頬ほおに自分の頬をぴとりと当てた。甘い香りがさらに強く香る。


  （そうだったのか、虹川さんは、俺のこと……こんな可か愛わいいコが俺のこと……）


  　だとすれば、蘭らんと組んで俺の童貞を守っていてくれることにも納得がいく。


  （でも、虹川さんがアイドルを目指す以上、俺と付き合ったりすることはないわけで……）


  　では、もしも虹川さんがアイドルになることを諦あきらめたら？


  　ふとそんな考えが頭をよぎる。


  　もしもアイドルを諦めたなら、俺と付き合わない理由はない。しかも、虹川さんの親父さんは、虹川さんがアイドルになることを反対しているわけで、そうなると、諦める確率も高く、どうせ諦めるなら早いうちに……。


  （って、俺、何を考えてるんだよ！）


  　虹にじ川かわさんの夢。


  　さっきは応援すると言ったばかりの夢を諦あきらめて欲しいだなんて、一いつ瞬しゆんでも思うだなんて。


  　けれど、俺の脳裏は情けないことに、『もしも虹川さんが彼女だったら』という想像でいっぱいだ。


  　朝は待ち合わせして学校にいって、昼休みは中庭で虹川さんの手作りの弁当を食べる。


  　学校が終わると一いつ緒しよに下校して、街をブラブラしたりハンバーガー屋でお茶を飲んだり。


  　試験前には図書館で一緒に勉強をして、休みの日は映画。そして、帰り道、別れがたい思いでさよならのキス──。


  （だぁっ！　何考えてるんだ！）


  　なんと応こたえればいいのかわからないまま、虹川さんのぬくもりを背中に感じながらひたすらに山道を進む。


  「なんか……こんな状態なのに……エリー、いま、すごく幸せだよ」


  「俺も……俺もだよ、虹川さん」


  　風が吹き抜けて頬ほおを優やさしくくすぐる。


  　葉が揺れて擦こすれ合う音、むっとするような下草の匂におい、遠く鳥の鳴き声が聞こえる。耳たぶにかかる虹川さんの熱い吐と息いき。


  （俺、なんだか虹川さんのことが好きになってきたかも……）


  　好きだと言われたくらいでちょっと好きになるとか、どんだけ主体性がないんだと、自分でも呆あきれてしまう。


  　けれど不ふ思し議ぎなことに、さっきまではただの可か愛わいらしいクラスメイトだと思っていた少女が、自分を好いていてくれたと知っただけで、急に特別な存在に思えてきた。


  「ねぇ、濠ごうくん……あのね、エリーって悪いコかもしれない。今、怪け我がしてよかったなって思ってるの。だって、こうやって濠くんとくっついていられて。だから、ね……ひとつだけ。もうひとつだけ、ワガママ言ってもいい？」


  「どうした？　喉のどが渇いたとか」


  「ううん……そうじゃなくって。ねぇ、降ろしてもらえる？」


  　もう足は大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。心配しながらも地面に降ろすと、虹川さんはひょこひょこと足をひきずりながら、俺の前へとまわりこんだ。


  「あのね……この移動教室が終わったら、本気で芸能活動をがんばるつもりなの。やっぱり18歳までにはデビューがしたいし。けれど、お父さんに立ち向かうために……エリーに勇気をください」


  「勇気って」


  「キスをして……ください。一度だけでいいから」


  「ええっ!?」


  　キス!?


  　キスといえば、恋人たちの儀ぎ式しきだ。好きあっているもの同士がその愛を確かめるためにする崇すう高こうな行為。いつかは、と夢見ていた憧あこがれのファーストキス──。


  「キ、キスって……まじで？」


  「うん。エリー、最初は……濠ごうくんだったらいいなって……ずっと思ってたから」


  「けど……」


  「お願い、濠くん、女のコに恥はじをかかせないでよぉっ」


  　虹にじ川かわさんがうるっと潤うるんだ瞳ひとみで俺を見上げた。


  　まるで雨の中に置き去りにされた小型犬のようなその愛らしい表情に俺のハートがズキュンと撃うたれる。


  「けど……俺たち、付き合ったりとかしてないんだし……その虹川さんのことは可か愛わいいと思うんだけど……」


  「その続きは言っちゃダメだよ？」


  　虹川さんが俺の唇くちびるを、ぴとりと人さし指で封じた。その真剣な目の色に胸がとくんと高鳴る。


  「ん……」


  　その瞳に吸い寄せられるように、俺の身体からだがふらりと一歩、虹川さんに近づいた。


  　肩を両手で抱だき寄せると、顔をぐっと近づける。


  　虹川さんがきゅっと目を閉じた。


  「虹川さんっ……」


  「……濠くん」


  　見つめ合ったその時。


  「確保～ッ！」


  　俺の身体は網あみにすっぽりと包まれていた。


  「かかったなっ！」


  「な、なんだなんだなんだっ！」


  　こんなタイミングでいったいなんだ！


  　そのまま俺の身体がしゅるしゅると、宙へと持ち上げられる。


  「ぐわぁあっ！　な、なんなんだぁっ！！！！」


  　手足をばたつかせてなんとか脱出しようとも、網は俺をすっぽりと包み込んだまま、空中へと舞いあがっていく。


  「ご、濠くんっ！」


  　地上で虹川さんが悲鳴をあげるが、俺との距きよ離りは開いていくばかりだ。


  　10メートルも吊つり上げられたところで、ようやく上昇が止まった。


  　大木の枝からぶらぶらと吊つり下げられた状態で網あみ越しに外を見ると、枝の上に座ってバタフライナイフを磨みがいている空くう陸りくさんと目があった。


  「な、お前！　どうしてここに！」


  「ふふふのふ。かかったな。目め崎ざきぃ」


  　空陸さんは俺と目があうと、にんまりと笑った。その目は、獲物を仕留めた喜びに溢あふれている。


  「ちょ、何なんだ、これ」


  「なんのつもりとな？　そりゃ、戦せん闘とうゲームだと霧きり雨う先生が言うんで、ちょっくら本気を出させていただいただけだがな」


  「何だよ、本気って。お前、俺の童貞を本気で奪う気かよ」


  「うふふふふ。わたしの戦闘成績99連勝がここで勝てば無敗のまま１００になるわけなのだ」


  　空陸さんはそばかすの浮いた頬ほおの汗を手の甲で拭ぬぐうと、磨き終えたバタフライナイフを満足げに見回した。


  　やばい。事態は圧倒的不利だ。捕らえられた俺にはどうにもすることができない。


  「お願いだよ、空陸さん、今回だけは見逃してくれないか？」


  「今回だけ？　これは戦争だぞ。みすみす捕ほ虜りよを逃がすバカがどこにいる？」


  「いや、でも……」


  　どうしたらいいんだろう。その時、下から声が響ひびいた。


  「濠ごうくーん、大だい丈じよう夫ぶ!?」


  　見ると、虹にじ川かわさんが左足をひょこひょことかばいながらも、必死に俺に向かってジャンプしていた。


  「虹川さん、無理すんなぁ」


  「でも……大丈夫、待ってて。エリーが助けるからっ！」


  　叫び返すと、虹川さんは痛む足をかばいながら、木の幹に手をかけた。しかし、低い位置には足場になる枝などもなく、とても登ることは無理そうだ。


  「空陸さん、虹川さんが怪け我がをしてるんだ。さっき、斜面から落ちた時に、左足をくじいちまって」


  「え？　怪我？」


  　空陸さんははっと真顔になって、木の上から虹川さんを見下ろすと、素早い身のこなしでするすると枝を伝い、瞬またたく間に地上へと降りていった。そのサル並みの身のこなしに思わず感心してしまう。


  「虹川、どうした。大丈夫か？」


  「ん、ちょっと足首が痛くって。さっき滑すべっちゃったの」


  　虹川さんに駆け寄ると、その足元に跪ひざまずいて、足首に触ふれる。


  「腫はれてはいないみたいだな。うん？　ここはどうだ、痛むか？」


  「うん、痛い……」


  「捻ひねったか。ちょっと待って。今テーピングするから」


  　空くう陸りくさんは頭に巻いていたバンダナを解とくと、手て際ぎわよく虹にじ川かわさんの足首に巻いて固定する。


  「ほら、これでどうだ？　固定したから、ひとまず歩けるはずだぞ？」


  「ん……本当だ。歩ける……かも」


  　虹川さんは怖こわ々ごわと左足を地面に降ろすと数歩進んだ。若じやつ干かん、歩きにくそうではあるが、先ほどに比べて格段に歩行がスムーズだ。これなら一人で歩行できる。


  　さすがは空陸さんのサバイバル能力。応急処置にも長たけている。


  「でも、あくまでも応急だから、山を降りてちゃんと医者に見てもらったほうがいい。付き添うから、一いつ緒しよに山を降りよう。ほら、肩に捕まれ」


  「ありがとう、空陸さん」


  　二人は連れ立つと、並んで歩き始めた……俺を空中に残したまま。


  「っておいっ！　俺を置いていくなっ！」


  「すまん……忘れてた」


  　空陸さんと虹川さんがぽかんとした顔で、頭上にぶら下がったままの俺を見上げる。


  （あっ、しまった！）


  　虹川さんの怪け我がに気を取られ、俺の存在は、空陸さんの頭からはすっかり抜け落ちているようだった。このまま行かせて、なんとか自力での脱出を図ったほうがよかったかもしれない。


  （いや、でも、この網あみから自力で抜け出すのは無理だし……ううっ、困った……）


  　あわや俺の童貞もここまで。空陸さんに奪われることになるとは。


  （せっかく蘭らんが守ってくれたのに……虹川さんとも思いが通じ合ったっていうのに……）


  　まだ何か打てる手はないか。必死に頭を巡らせている俺を、空陸さんは地上に降ろし終えると、網を解く。


  （こうなったら、土ど下げ座ざで頼たのむか、それとも、ここから走って逃げ去るか……）


  　その場合、虹川さんを置いてけぼりにすることになる。


  （そういうわけにはいかないし、やっぱこれは土下座するしかないか……）


  　通用するかどうかはわからないが、とにかく試してみるしかない。俺は網の中から這はい出ると、その場に膝ひざをついて正座した。


  「すまん、空陸さん。俺は確かに空陸さんに捕まったけど、なんせ虹川さんがこの状態だ。ここは見逃してくれないか？」


  　頭を地面にこすりつけると、ぷんと土の香りが強く匂におった。脛すねに小さな石ころが食い込んで足が痛い。土下座なんてするのは初めてだ。屈くつ辱じよく的てきだが仕方ない。


  　しかし、空陸さんからは返事がない。


  「お願いだ、頼たのむっ！」


  　俺はぐりぐりと、さらに地面に頭をこすりつけた。屈くつ辱じよくだなんて言っていられない。とにかく、許しを得て虹にじ川かわさんを無事にふもとまで送り届けなくては──。


  　いつまでたっても空くう陸りくさんの反応はない。


  （許してもらえないのか……）


  　痺しびれを切らして顔をあげると、道の遠く向こうに去っていく空陸さんたちの姿が見えた。


  「ちょ、お、おお──いっ！　なんで俺を置いていくんだよっ！」


  「お前がぐずぐずしてるからだろ、さっさとふもとへ帰るぞ！」


  　俺が大声で呼び止めると、空陸さんもまた叫んで返す。


  （……これは、許してもらえたってことか？）


  　慌あわてて立ち上がると、二人の元へと駆け寄る。


  「ちょっ、なんで、先に行くんだよ！　せっかく土ど下げ座ざとかしたのに」


  「土下座？　なんのために？」


  「だって、お前、俺の童貞を……奪うんじゃないのか？」


  「は？　童貞？　お前、バカか。お前の童貞にわたしが興味を持つと思ってるのか？　お前、女子の間では、キモザキとか言われてるらしいが、本当にキモザキだな」


  「うるさい、あれは誤解なんだ……そもそも、俺の童貞を狙ねらってるんじゃなかったら、じゃあ、なんで俺を網あみで拿だ捕ほしたりとかしたんだよっ！」


  「だーかーら！　わたしが欲しかったのは勝利だ。お前を捕ほ虜りよにしたわけだから、戦争は見事わたしの勝ち。とりあえず１００勝だ。ふっふっふっ」


  　空陸さんは不敵な笑みを浮かべると、満足げに肩を揺らしてた。


  「そ、そうか……」


  　助かった。けど、やっぱりこいつ、変人だ。いまさらながらに思う。


  「なんだかわからないけど、よかったね」


  　虹川さんがほっとした表情で言った。


  「あぁ」


  　何か忘れている気もするが、とにかく今は、怪け我がをした虹川さんを宿舎に送り届けることが第一優先だ。俺たちは虹川さんの負担にならないように、ゆっくりと山道を進んだ。
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  　　五番勝負『はぁ……これくらいになったら、入るかな』


  



  「うー、痒かゆい痒い痒い痒い痒い。痒いよぉっ。もー、濠ごうくんのせいだからねぇー」


  　夕食はカレーライスだった。食堂兼大広間でテーブルを囲んだ俺たちの元に、十両さんが近寄ってきて二の腕をぽりぽりとかきながら、恨うらめしそうな声をあげた。


  「すまん、十両さん」


  「すまんじゃすまんですよ。もう、なんで聡さと美みばっかり刺されるんだろう。蘭らんちゃんは全然刺されてないみたいだし」


  　それはお前が美お味いしそうだからだ。十両さんのいかにも柔らかそうなぽちゃぽちゃとした二の腕を見ながら、こっそり心の中で呟つぶやいた。


  「わたしと蘭ちゃん、キモザキくんのこと、ずーっとずーっとずーっと待ってたんだよね。それなのに、先に帰っちゃってるとかひどいよぉ。蚊かはひっきりなしに襲おそってくるし、途中で雨は降ってくるし、で大変だったんだからぁ」


  「それについては本当に申し訳ない。この通り、誠心誠意謝る、すまんっ！」


  　負傷した虹にじ川かわさんを無事に宿舎に送り届けたところで、ほっと気が緩ゆるんで、蘭と合流する約束をしていたことをすっかり忘れてしまっていた。


  　途中で気がついたが、いまだギブアップしていない一いち途ずさんや緑みどり野のさんのことを思えば、いまさら一人で再び山に入ることもできず、仕方なく蘭らんたちが早く戻ってくることを祈るしかなかった。


  　しかし、俺の願いをよそに蘭たちが戻ってきたのは最後。


  　オリエンテーリング終了時刻間ま際ぎわだった。おまけに山の上のほうでは、にわか雨が降ったらしくずぶ濡ぬれで、ただでさえ寝不足で体調の悪い蘭は、立っているのもやっとというフラフラの状態。今も、俺に付き添うというのを無理やりに説得して部屋で寝かせている。


  「悪いのは怪け我がをしたエリーだから十両さん、ごめんなさぁい」


  「あっ、ううん、いいのいいの。虹にじ川かわさんは気にしないでっ！」


  　虹川さんがすまなさそうに頭をペコリと下げると、十両さんは慌あわてて首を横に振った。


  　そんな十両さんの気持ちもわかる。虹川さんほどの美少女に頭を下げられると、なんとなく申し訳ないような気分になってしまうものだ。


  （こんなに可か愛わいい女のコが……俺のことが好きだなんて……）


  　こっそり虹川さんを盗み見ると、その視線に気がついた虹川さんが俺のほうを向いた。そして、にっこりと微ほほ笑えむと、唇くちびるに人さし指をぴとりと当てる。


  （う、か、可愛い……）


  　夢みたいだ。うっとりと虹川さんの微笑みに見み惚とれていると、


  「たのもうっ！」


  　ハキハキと通りのいい声が食堂に響ひびいた。振り返ると、緑野さんが仁に王おう立だちしていた。


  （い、いよいよ来たか……）


  　空くう陸りくさんがリタイアした今、残ったのは二人のうちのひとり。クラス随ずい一いちの肉体派がいよいよその重い腰をあげた、というところか。


  「たのまれたくない……なんてことは無理だよな」


  「たのむといったらたのむのだ！　お前の童貞をかけてあたしと戦え！」


  　奇襲やトリッキーな攻こう撃げきではなく、正面切って戦いを挑いどんでくるとは、やはり攻撃力に自信があるのだろう。


  （勝てるかな……いや、勝つしかない）


  　頼たよりの蘭は部屋で臥ふせっている。


  「よし、緑野さん。ここじゃ狭い。庭へ出ろ」


  「望むところだ！」


  　ここ二日、部活を休んでストレスが溜たまっているらしい緑野は、素早い身のこなしで窓辺に駆け寄ると、ぴょんと窓から外へと飛び出した。


  　運動バカ。頭の中にそんな言葉が思い浮かぶ。そしてその運動バカと俺はこれから戦わなくてはならないのだ。


  （けど、緑みどり野のさんを倒せば、後は一いち途ずさんだけだ）


  　一途さんが腕力に訴えてくることは、今までのパターンからしてなさそうなので、実質、緑野さんを倒せば、今夜は安心して眠れる。


  （……よしっ！）


  　俺は気合いを入れると、庭へと向かった。


  



  「ひゅーっ！　殺やっちまえ！」


  「コ・ロ・セ、コ・ロ・セッ！」


  「血をみせろー！」


  　窓からはやじ馬と化した女生徒たちが顔を出して口々に物ぶつ騒そうなことを叫んでいる。


  「はーい！　どっちに賭かける？　え、緑野に小一枚、はい、そちらのお客さんは？　え？　目め崎ざきに小３枚？　そりゃあ奇特な。オッズが高いほうに賭けるって決めてるって？　お客さん、ギャンブラーの鑑かがみだね」


  　ゆまちんさんなどは胴元気取りで、闇やみ賭と場ばを開き始めた。しかも俺のオッズが高いって？


  　ちくしょう、これは男として負けるわけにはいかん。


  　しかも俺は負けたら名誉だけではなく、童貞まで失うことになるのだ。


  　女のコに腕力で負けて童貞を奪われた、だなんて末代まで語り継がれる恥はじだ。


  （大だい丈じよう夫ぶ、いくら鍛きたえてるっていっても、相手は女のコなんだし……）


  　しかし、不安は拭ぬぐいきれない……。


  「レスリングスタイルでいいか？」


  「わかんないけど、何でもいいよ」


  　俺に得意なファイトスタイルなんてものはない。


  「じゃあ、打だ撃げきはなし、関節技はありで、勝敗はＫＯかギブアップ。タップしたら負けの時間無制限だ」


  　そう言うと、緑野さんはＴシャツに手をかけた。ビリッ。勢いよく引き裂さくと、中から競泳水着に包まれた引き締しまった身体からだが現れる。


  「マッスルビューティー！」


  「緑野ちゃん、セクシー！」


  「切れてる、切れてるッ！」


  　ひゅーっとやじ馬がいっせいに冷やかしの声をあげた。


  「な、なんで水着なんだよ！」


  「これがあたしの武器だからだ。オリンピック代表も試合時に着用しているＳ社の最さい先せん端たん素材を使った競泳水着だ。レスリング用ではないが、さすがに伸びがよくて動きやすい」


  　気にするなと言われても、気にしないでいるほうが無理だ。


  　さっぱりと切りそろえられたショートカット。スポーツで鍛きたえた筋肉がバランスよくついたしなやかな身体からだは、健康的な色気を放っていた。


  　鋭するどい角度に切れ上がった股こ間かん、ぴっちりと押しつけられることで、脇わきから溢あふれている乳房、緑みどり野のさんの肉体美をこれでもか、と見せ付ける競泳水着の機能美に、こんな状況だというのに、股間が熱くなる。


  「さぁ、かかってこい。こないならあたしから行くぞ！」


  　言い終えるが早いか、緑野さんは頭から俺に突進してきた。慌あわてて左手にさっと飛びのくも、あっという間に地面に押し倒されてしまう。


  「うわぁあああっ！」


  　仰あお向むけに芝しば生ふの上へと倒れこんだ俺を、緑野さんがすかさず押さえ込む。


  　大きく開いた腿ももで俺の左足と左手を押さえつけ、右手と右足とはそれぞれ片手ずつで掴つかんでる体勢だ。90度近く身体の角度がずれているために、柔らかなバストが俺の顔にぎゅうぎゅうと押しつけられて息が詰まる。


  「ほら、さっさとＫＯしたらどうだ？」


  「ぐ……ぐぎっ」


  　爽さわやかなミントにほんのりとミルクが混じったような香りが鼻奥をきゅんと刺激する。


  　さらさらとした日焼け肌が俺の肌と擦こすれるうちに、じっくりと汗が浮かんできて密着度を高めていく。


  「ま、負けるか……ッ！」


  　体勢を返そうと、一番動かせそうな左手に力を入れてぐっと持ち上げると、肘ひじから跳ね上げる。


  「ひゃんっ……こ、このッ！」


  　プニッと柔らかな物体が肘裏に触ふれたと同時に、緑野さんが妙に可か愛わいらしい声をあげる。


  「ぎゃお、スケベ攻こう撃げき！」


  「女のコの大切なところを攻めるなんて、サイテー！」


  「緑野ちゃん、そんなヤツの手、折っちゃえッ！」


  　ギャラリーがざわざわとざわめいた。大切なところ……俺はいったいどこに触れてるんだ。


  　肘裏がどこに当たっているのか考えないようにしながら、勢いをつけて身体を返す。


  「ぐぉおおおおっ！！！！！」


  　全ぜん身しん全ぜん霊れいの力を込めて起き上がると、そのまま緑野さんの身体の上に圧おしかかった。


  「きゃぁっ！」


  　そのまま裏返った緑野さんの身体に自分の身体を重ねて地面に押しつけると、顔が競泳水着の襟えりぐりからはみ出した胸元へとぎゅっと沈み込んだ。


  　わざとじゃない、偶然の賜たま物もの、不可抗力だ。


  「うわっ。キモザキ、どさくさに紛まぎれてセクハラしとる！」


  「いちいちアイツの攻こう撃げきキモいっ！」


  　再びやじが飛んだ。


  　俺をへこませるに十分な口撃力を持っているが、なりふり構ってはいられない。なんせ、かかっているのは、俺の童貞と男のプライドだ。


  「さっさとタップしやがれ！」


  「するか！　あたしだってプライドがあるんだっ！」


  　緑みどり野のさんが再び俺をひっくり返そうと四し肢しに力を込めた。


  　力の限りで押さえ込んでいるといっても、さすがは都大会優勝者の実力。少しでも油断すれば、返されてしまいそうだ。


  　しかもコスチュームの競泳水着はつるつるとしてつかみ所がなく、指先が滑すべる。


  （ちくしょう、どうすればいいんだ……）


  　このままでは、体勢が逆転するのも時間の問題だ。


  　普ふ段だんの運動不足がたたって、スタミナが切れてきた。しかし、緑野さんのほうは、さすが鍛きたえているだけあって、まだまだ余裕の様子で、手足をバタつかせながらも、俺の隙すきを窺うかがっている。


  （なんとかギブアップさせないと……）


  「こら、離はなせ、このヤロウ」


  　緑野さんが右手を跳ね上げた。左ひざで押さえ込み直そうとした拍子に、左手が緑野さんのわき腹に触ふれる。


  「あひっ！」


  　その瞬しゆん間かん、緑野さんが身体からだをビクンと大きく揺らした。どうやらくすぐったかったようだ。


  （……よし！　これしかない）


  　押してダメなら引いてみろ。北風と太陽作戦だ。


  　俺は緑野さんの身体を押さえ込んだまま、わき腹へと手を伸ばした。指先の力を抜くと、すーっつと擦こすりあげる。


  「ひゃうっ！」


  　緑野さんが再び身体を震ふるわせた。間髪を容いれず、指先でさすりあげると爪つめの先でこちょこちょとくすぐる。


  「こ、こら、卑ひ怯きようだぞ……ひゃ、ひゃはっ、ひゃうっ！」


  「だって、くすぐりがダメだなんて一言も言ってないだろ」


  「ふ、普通は格かく闘とうにくすぐりなど……ひゃぁっ！　げひっ、げふっ！」


  　俺が指先を動かすたびに緑野さんがのた打ち回る。


  「はっはっは、コスチュームが災わざわいしたな」


  　競泳水着の薄うす布ぬのは俺の指先から生み出されるこそばゆい感触を、緑みどり野のさんの身体からだに伝えるのにうってつけ。絶大な効果があるようだった。


  「ひゃうっ、ま、負けるきゃははははははは、ぎゃははははははっ！」


  「強がっても身体は正直だぞ、オラオラっ！」


  　陸にあがったマグロのようにビチビチと跳ね回る緑野さんの身体を、俺は容よう赦しやなくくすぐりまくる。


  「超卑ひ怯きよう！」


  「あれって闘たたかいじゃなくね？」


  「超アンフェアだし！」


  　知るか。とにかく俺は負けるわけにはいかないんだ。


  「ひゃ……ううっ……ひゃぁああぁあぁ……あぁああっ」


  　やがて、緑野さんはぐったりと、反応しなくなった。どうやら失神してしまったようだ。


  「やった！　ＫＯ！　俺の勝ちっ！」


  　その場に立ち上がると、拳こぶしを天に突きたてて勝利ポーズを取った。


  「ぶーぶーぶー」


  「ちぇー、なにアレ、つまんね」


  「つーか、男のクセに情けない勝ち方だよね。こんなの金取れる闘いじゃないよね」


  　ギャラリーからはブーイングの嵐あらしが飛んでくるが、知るか。とにもかくにも、俺は俺の力で勝利を勝ち取ったんだ。


  「無ぶ様ざま極きわまりない勝ち方でしたね。わたくし、こんな男に貞操を捧ささげなくて良かったと、今一度、心から思ってますわ」


  　毒を吐はきながらもユリアさんがタオルを俺に手渡した。


  「ええ、軽けい蔑べつに値する勝ち方でしたね」


  　委員長がぐったりと失神したままの緑野さんを抱だき起こして言う。


  「まぁ、自分でも、ちょっとだけ後味悪いけど……」


  「でも……方法はなんであれ、濠ごうくんの童貞が守れてよかった」


  　虹にじ川かわさんだけは、ほっとした様子で、目を潤うるませている。その可か憐れんな様子に胸がきゅんと鳴った。


  「おう、これで残るは後一人、一いち途ずさんだな」


  　緑野さんを倒したことで、だいぶ気が楽になった。


  「ちょっと、俺、報告がてら蘭らんの様子を見てくる。緑野さんの介抱は頼たのむわ」


  　そう言い残すと、俺は宿舎へと戻った。


  



  　夕食のカレーを持って部屋に戻ると、蘭は布ふ団とんの中でぐったりと臥ふせっていた。


  「おーす、大だい丈じよう夫ぶか？」


  「あぁ、大丈夫、少し寝たらだいぶ良くなった」


  　そうは言うものの、蘭らんの顔色はまだ悪い。


  「カレー、食うか？」


  「ありがとう」


  　上半身を起こした蘭の脇わきにお盆を置くと、頭を下げた。


  「蘭、……悪かったな」


  「何がだ？」


  「いや。ほら、勝手に先に帰っちゃったから」


  「いや、ハプニングがあったんだから、仕方ないだろ。怪け我が人にんを宿に送るのが優先だ」


  「でも……」


  　ただでさえ、体力の消しよう耗もうしている蘭に無理をさせて、ついにはダウンさせてしまった。蘭が気丈な態度を取れば取るほど、申し訳なさが襲おそってくる。


  「蘭、ひとついい知らせがある。緑みどり野のさんはギブアップしてくれた。残るは一いち途ずさん一人だ」


  「そっか」


  「レスリング勝負してさ、俺、勝ったんだぜ」


  　多少は卑ひ怯きような手も使ったが嘘うそではない。俺が拳こぶしを作っておどけると、蘭はふっと目元を緩ゆるめた。


  「しかし、武器もだいぶ集まったな」


  　部屋の隅に置かれたケージには、いつの間にかたくさんの武器が積まれていて山になっていた。


  　猫じゃらし、ピンクローター、オナホ、手て錠じよう、下着、水すい晶しよう玉だま……それを奪うに至った闘たたかいの記き憶おくが蘇よみがえってくる。


  「蘭の武器はインスタントカメラだったよな。せっかくだから、全部が終わったら、それで記念撮影しようぜ。俺の童貞が守れた記念……なんちって」


  「……そうだな。全部が無事に終わったら」


  　蘭が不安げにまつげを揺らした。


  「ん？　どうした」


  「ん……ないけど。でも、なんだか……すごく嫌いやな予感がして。何か忘れているような気もする」


  「まったく、心配性だな。とりあえずカレー、食え、な？」


  　その時、ドアをノックする音が響ひびいた。俺たちは無言で互いの顔を見つめ合う。


  「誰だれだ？」


  「お邪じや魔ましまぁす」


  　ドアが開き、虹にじ川かわさんが顔を出した。


  「なんだ、エリーか」


  　蘭らんはほっとした顔で、竹刀しないへと伸ばしかけた手を止めた。


  「様子を見に来たのと、ついでに、これ。緑みどり野のさんから没収した武器。これで、残りは一いち途ずさんだけだねぇ」


  　虹川さんは濃のう紺こんの布を掲げると、部屋の中へと進み入ってきて、ケージの中へと仕舞いこんだ。


  「一途さんは襲おそってくるかな？」


  「どうなんだろうな。でも、あの朝まで拡声器攻こう撃げきは、今夜は止やめてもらいたいよな……蘭、キャンプファイヤーはどうする？」


  「もちろん出るさ。でもその前にこれを食べてもう少し休む」


  「わかった。そうしておけ。じゃあ、俺、虹川さんと一いつ緒しよに広間に戻るわ」


  「あぁ、一途さんだけには気をつけて」


  　蘭に見送られて部屋を後にした。


  



  「いよいよ、最後の夜だね」


  　肩を並べて廊下を渡っていると、虹川さんが呟つぶやいた。


  「あぁ、だな」


  「明日にはもう東京に戻るのか、あっという間だったなぁ……でも、すごくいい思い出ができたよ。濠ごうくん、ありがとぉ」


  「いや、俺のほうこそ……」


  　とんでもない移動教室だったが、収穫もあった。甘い記き憶おくを手た繰ぐり寄せていると、虹川さんは立ち止まり、俺を見上げた。


  「ねぇ、エリーに、思い出、くれないかな」


  「思い出って……？」


  　虹川さんは俺の手を引っ張ると、すぐ側そばにあった扉に手を伸ばすと、さっと身体からだを滑すべり込ませた。


  「うわぁっ！」


  　誰だれに割り振られた部屋かはわからないが、中には誰もいなかった。部屋の隅にバックパックが置かれ、窓の桟さんにはハンガーに吊つるされた制服が四着かかっている。


  「ね、少しだけ、こうしていて」


  　虹川さんは、俺の胸にぴとりと自分の身体を寄せると、首に両手を回した。


  「い……いいけど……」


  「はぁ、エリー、今、すっごく幸せだよ……」


  　ほぅ、とため息を漏もらすと俺に体重を預けた。


  　首筋からバニラのような甘い匂においがぷんと立ち昇ってきて、俺の鼻び腔こうを刺激する。カットソーの布地越しに柔らかな胸が俺の身体からだに押しつけられ、その感触に胸がざわざわと騒さわぐ。


  「に、虹にじ川かわさん……」


  「エリーって呼んで？」


  「……エリー……ちゃん」


  「うふふ。嬉うれしいな。こうしてると、濠ごうくんと恋人同士になったみたい。さっきの続き、しよぉよ？」


  　虹川さんが顔を真っ赤に染めたまま、恥はずかしそうに言った。　


  「え、続きって……？」


  「キスだよ？」


  「だ、だめだよっ！　こんなところで、誰だれか帰ってきちゃうかもしれないし」


  「大だい丈じよう夫ぶだよ、ね？」


  「いや……でも……」


  　魅み惑わく的てきすぎる誘さそいだった。受けたい、もちろん受けたい。けれど……瞬しゆん間かん、蘭らんの姿が脳裏に浮かび上がった。


  （やっぱり無理だ……）


  　あんなになってまで、俺のことを守ってくれている蘭を裏切るなんて、俺はできない。


  　少なくとも、この移動教室中は童貞でいること、それが俺が蘭に対してできる唯ゆい一いつのことだ。


  「……ごめん、虹川さん、俺も虹川さんのことは可か愛わいいと思ってる。好きになりかけているって言ってもいい。けど、キスとかそういうのを、ここでするのは……必死に俺の童貞を守ってくれている蘭に申し訳なさすぎる」


  「でも……この移動教室が終わったら……もう無理なんだよ。だって、エリーはアイドルを目指すんだから」


  「あぁ、それもわかってる。俺、虹川さんがアイドルになるの、応援してるよ」


  　俺は首に巻きついた虹川さんの手を取ると、その肩をぽんと叩たたいた。


  「……やっぱり、濠くんって、蘭ちゃんのこと、好きなんじゃない？」


  　虹川さんが上目遣いに俺の顔を見上げて言う。


  「違うって」


  「でも……気にしてるじゃない」


  「そりゃ、幼なじみだからだよ。そんなことより、さ、みんなのところに戻ろうぜ、それで、思い出を作ろう」


  　呆ぼう然ぜんとした顔で俺を見つめている虹川さんに微ほほ笑えむと、くるりと背中を向けて扉に手をかけた。


  　顔で笑って心で泣いて。俺ってば、なかなか渋いぜ。


  



  「あー、まじキモイ。なんでこんなヤツの童貞なんて、奪おうとしてたんだろ」


  　俺と手をつないでマイムマイムの音楽にあわせて踊りながら、ゆいゆいさんが吐はき捨てるように言った。


  「ねー、うちら、どうかしてたとしか思えない的な！」


  　俺のひとつ後ろで、ゆまちんさんとペアを組んで踊っているゆかぽよさんがすかさず同意する。


  「あー、マジなかったことにしたいわー」


  「なんだよ、昨日は俺をレイプしようとしたくせに！」


  　回転しながら、ゆかぽよさんにパートナーが変わった。


  「一千万には目が眩くらむよねー。でも、うちらの処女とか、正直もっと価値あるよねー」


  「お前らの処女に一千万も価値ねーよっ！」


  「うわぁ、むかつく、むかつく、キモザキのクセにっ！」


  　ゆかぽよさんは、俺の手さえも触ふれるのが嫌いやなようで、人さし指だけつんと突き出しては、俺の人さし指とかろうじて触れている状態だ。


  「この移動教室が終わったら塾の宿題が山ほどあるけど、あれを終わらせればきっと受かる」


  「わたくしが母から習った社交ダンスとは、まるで違っていますわ。なんともまぁ、おかしなダンスですこと」


  　ユリアさんはやたらと優雅な動きでステップを踏ふんでいる。この二日、机に向かっていなかったせいで、急に不安に駆られたらしい委員長は、踊りながらも単語帳片手に、上の空。


  　マイムマイムに関係なく、独特なダンスを踊る黒くろ井いさん。パートナーのおねぇさんと身長差がありすぎて、手が届かないちびこさんがぴょんぴょんと飛びはね、十両さんはダンスそっち退のけでキャンプファイヤーで焼き芋いもをしている。


  　たき火に薪まきをせっせとくべている空くう陸りくさん、その薪を使って筋トレに励んでいる緑みどり野のさん、石いし神がみさんは火の明かりで同人誌を読むのに夢中。


  　相変わらず、離はなれたところから、俺への愛を拡声器から発し続けている一いち途ずさんを抜かしてはすっかりいつも通り。ようやくほぼ通常の移動教室に戻ったように思える。


  「さぁ、最後の夜！　みな、燃えろ、燃えろ、燃え尽きるまで燃えるんですっ！　ちくしょー全部燃えちまえっ！」


  　霧きり雨うはやけになったように叫びながら、紙の束をごそっと火へとくべた。そのうちに数枚が風に吹かれて飛んできて、俺の足に当たってひらりと地面に落ちた。


  「何だ、これ……」


  　見ると『単勝：出席番号12番　戸と石いし蘭らん』と書かれている。


  「……霧雨先生、これ、何っすか？」


  　俺はフォークダンスの列を抜けると、霧きり雨うの元へと近づいて尋ねた。


  「あぁ、目め崎ざき、先生は完敗です。先生の読みは外れました。まさかのさ、ここは幼なじみと引っ付くのがラブコメの王道的展開じゃないんですかね」


  「はい？　何言ってるんですか？」


  「はい、先生は、目崎のお父上と賭かけをしたんですよ。お父上は、ないと断言したけれども！　先生的には、意地っ張りな幼なじみとこの困難を乗り越えて互いの気持ちに気づき、そして結ばれる！　そんな結末を予想したのに────っ！　先生の虎の子の十万円を返せぇっ！」


  「……親おや父じと賭？」


  　その瞬間にピンと来た。霧雨の部屋で拾った紙の正体。あれは賭のオッズだったのだ。呆あきれた。俺の童貞を奪うかで、親父と霧雨が賭をしていただなんて。。


  （人の純情を弄もてあそぶんじゃねーぞ、まったく……）


  　家に帰ったらまず親父をぶっ飛ばす。そう思っていると背中をつつかれた。蘭らんだった。


  「エリーがあっちでジュースで乾杯しようって」


  「乾杯？」


  「そう、なんとか二日間を乗り切ったお祝いの。一いち途ずさんは……まぁ大だい丈じよう夫ぶそうだし」


  「そうだな。じゃあ、乾杯するか」


  　蘭に連れられて昨日のバーベキューをしたテーブルに移動すると、虹にじ川かわさん、委員長、ユリアさんが待っていた。


  　キャンプファイヤーの炎でオレンジ色に浮かび上がる宿舎と、紺こん碧ぺきの夜空、そして真っ暗な海とのコントラストが美しい。


  「はい、これ。さっき、キッチンを借りて作ったの。フルーツスムージー」


  　虹川さんがオレンジ色の液体で満たされたグラスを差し出した。


  「うわ、美お味いしそう！」


  「えへへ、ビタミンＣたっぷりだから、お肌にもいいはずだよぉ？」


  　虹川さんがいたずらっぽくくるりと目を動かす。


  「じゃあ、乾杯するか、濠ごう、音頭はお前がいいだろう」


  「あぁ、じゃ、みんなありがとう、乾杯っ！」


  　蘭に指名され、グラスを持ち上げると、互いに軽くぶつけあった。そのまま唇くちびるに運ぶとストローで吸い上げる。


  「うわぁ、うめぇっ！」


  　オレンジベースだろうか。柑かん橘きつ系けいの甘あま酸ずっぱさの中に、ミントの爽さわやかさが感じられた。ほんの少し、舌に残る苦味はグレープフルーツだろうか。


  「……童貞を必死に守るキモザキは意外とキモくなかったですわ……キモザキは返上です。今日からはメザキ、そう呼びますわ」


  　グラスから口を離はなすと、ユリアさんがぼそりと呟つぶやいた。


  「わたしも……ポジティブに闘たたかい続ける目め崎ざきさんに力を貰もらった気分です」


  　委員長も追つい随ずいする。


  「みんな、ありがとう……」


  　本当にいろんなことがあった。虹にじ川かわさんの気持ちを知った。今まで話したことのない委員長やユリアさんとも親しくなれた。そして、誰だれよりも俺のことを心配してくれた蘭らん。


  「みん……な……あ……」


  　礼を言おうと思ったが、なぜだか口が上う手まく回らない。


  （あれ……どうした？）


  　蘭が手に持っていたグラスを落とした。そのまま地面へと崩れ落ちる。


  「ど……うし……」


  （どうしたんだ!?）


  　両足からふっと力が抜けた。地面へと身体からだが叩たたきつけられる衝しよう撃げきを感じた次の瞬しゆん間かん、目の前が暗転した。


  



  「蘭、ほらっ！」


  「きゃあぁっ！　冷たいッ！　やったなぁっ！」


  　俺と蘭とは海岸で水の掛け合いっこをしていた。


  　どこまでも青い空、足先までもが透すけて見えるほどに透明な海水、そしてきらめく太陽。何もかもが明るくて、幸福に満ちている。


  「……なぁ、蘭、俺たちってもう何年の付き合いになる？」


  「えっ……そりゃあ、生まれた時からだから、17年だろう？」


  　蘭がポニーテールの濡ぬれた毛先を弾ませながら、指を折って言った。


  「そっか、17年か……なぁ、俺たち17年後って何してるんだろうな……」


  「……一いつ緒しよにいるんじゃないか。こうやって」


  「えっ……」


  「だって、今までだって、一緒にいたんだから、これからだって、一緒にいるのが普通だろう？」


  「でも……蘭、いいのか？　俺みたいな……なんのとりえもない男と……お前みたいなすごいヤツが……」


  「バカ……お前が……」


  　蘭の顔がかーっと赤く染まった。


  「えっ！」


  　続きの言葉を待っていた、その次の瞬間、波間からざぶりと音を立てて見知らぬ女のコたちが、ぬっと現れた。


  「おーまーえーのー、どーうーてーいーをー、くーれー！」


  　こんがりと焼けたボディをセクシーなビキニに包んだ美女が、電気マッサージ器を片手に迫り来る。


  「ヘーイッ！　ユーのチェリーはミーのものネ！」


  　その隣となりでは、ホルスタイン柄のブラトップにこれまたホルスタイン並みの巨乳を押し込んだカウガール風美女が、ロープをぶんぶんと振り回して言う。


  「近づけないけどメザキ氏には近づけないけどでも思いだけはわたしのほうが上思いの丈を書いた小説を読んでくれていたらわかるはずだから」


  　そう口早につぶやくスクール水着を着た少女には見覚えがあった。


  「……一いち途ずさん!?」


  　三人だけじゃない。


  「童貞液、吸わせろ！」


  「バナナをマンゴーにプリーズ！」


  「やらせろやらせろやらせろ───っ！」


  　気がつけば、全方位から見覚えのある顔や、まるで見覚えのない顔の女のコたちがわらわらとまるでゾンビよろしく近づいてくる。


  「濠ごうの童貞は渡さないんだからっ！」


  　蘭らんが竹刀しないで応戦しようとするが、倒しても倒してもキリがない。すっかり四方取り囲まれてしまった。


  「童貞、ゲットー！」


  　その号令が合図となって女のコたちがいっせいに俺に襲おそいかかってきた。俺の前に立ちはだかっていた蘭は弾かれて、水中へと倒れこむ。


  「蘭、俺は……俺は……せっかくだったら、お前に童貞を……」


  　俺は、蘭に向かって手を伸ばした。しかし、むなしくも空を掴つかみ──。


  「俺の童貞はっ！　蘭に捧げたかったっ！！！！」


  　自分の声で目を覚ました。目を開けると、この二日間で見慣れた天てん井じよう、体の下には布ふ団とんが敷しいてあった。


  （な、なんだ、夢か……）


  　そう、夢だ。だって、もう童貞争奪戦は終わったのだから。


  （……嫌いやな夢、見ちまったな）


  　そう思いながら起き上がろうとして、手足の自由が利きかないことに気がついた。


  （動かない!?）


  　いつの間にか、俺の手足には手て錠じようがかけられていた。


  （し、しまった……もしかして、この展開は……）


  　一人だけ、まだ脱落していない女子生徒がいたことを忘れていた。いや、忘れていたというよりも、何もしてこないだろうと思って放っておいたのだ。


  　一いち途ず想そう子こ。


  （まさか、一途さんが実力行使に出るとは……）


  　いまさら激しく後悔に襲おそわれている俺の前に、女の子が顔を出した。


  「えっ！！！！！！」


  　一途さんではなかった。ツインテールに結った髪。きらきらと光る目に、口角がきゅっと上がった可か愛わいらしい唇くちびる。


  「お・は・よ・う・さーんっ！」


  　虹にじ川かわさんははっと魅み入いってしまうほどに魅力的な笑みを顔に貼はり付けたまま、俺の腰の上へと跨またがった。


  「ちょっ、な、何を……」


  「え？　何って？　まだわからないかなぁ？」


  　虹川さんは仰あお向むけに寝そべった俺の両手首を手て錠じようごと押さえつけると、枕まくらの上辺りから猫じゃらしを取り出した。


  「あっ。それはっ！」


  「うふふー。そうだよ、ギャルっこ三人組の武器なんだぁ。没収しておいてよかった」


  　虹川さんはくすくすと笑いながら、俺の腋わきに猫じゃらしの先せん端たんを当てた。とたん、こそばゆさが腋の下に走って悶もん絶ぜつしてしまう。


  「ぐがぁっ。や、やめろっ！」


  「やめないよー。だって、おちんちんが勃たたないと、エッチできないじゃない？」


  「え、えっちって虹川さん……」


  「うーん、何も変化なしなんだぁ。くすぐりには感じないタイプ？」


  「か、感じるかっ！」


  「じゃあ……こういうのは？」


  　虹川さんが次に取り出したのは、ピンクローター。十両さんがぶんぶんと振り回していたアレだ。十両さんはヌンチャクとして使っていたが、虹川さんの使い道は違った。プラグと先端の振動部をつなぐコード部分を指先でつまみ上げると、上から俺の股こ間かんを目指して垂たらす。


  「う、ううっ！」


  　ピンポイントながら、激しい刺激がほとばしって全身が痙けい攣れんした。痺しびれるような甘い快感が股間を刺激して腰奥がむずむずとこそばゆい。


  「あー、ちょっと大きくなってきたなぁ！」


  「やめろ、そういうことを言うな……俺を辱はずかしめないでくれぇっ！」


  「エリーだってさ、別に濠ごうくんのおちんちんで遊びたいわけじゃないんだよ？　だからさ、早く勃たたせてよ」


  　しかし、虹にじ川かわさんは天使のような微ほほ笑えみを浮かべたまま、悪あく魔まのようなことを言う。


  「つか、虹川さんも、俺の童貞を狙ねらってたのかよっ！」


  「そ・う・だ・よ！」


  　虹川さんがあっさりと頷うなずく。


  「じゃあ、全部演技だったのかよ……う、嘘うそだ……」


  「嘘じゃないよぉ。それにしても、けっこう手間取らせてくれたよねぇ。告白したら、簡単に落ちると思ってたのにさぁ。仕方なく、こうやって実力行使に出させてもらったってわけぇ。こんな手荒なマネはしたくなかったんだけど、ゴメンネッ！」


  「……あの告白も全部嘘だったなんて」


  　言われてみたら、脱落者発表放送でも、虹川さんの名前は発表されていなかった。武器のケージだって、そこに置いてはあったが、その鍵かぎを誰だれかが没収したわけではなかった。


  　脱落していなかったのだ。


  　騙だまされた、完全に騙されていた。


  「さすがは女優……」


  「そう、そしてエリーは女優魂だましいの持ち主でもあるの。売れるためなら何でもしちゃう。けど、ほら、アイドルになった時にキモザキくんとエッチした、なんて過去が漏もれたら困るじゃない？　だから、二人きりになるのに苦労したよぉ。おかげでこんなにいっぱい武器を手に入れちゃったけど」


  　虹川さんが辺りに散らばったアダルトグッズを両手ですくい上げて微笑んだ。アダルトビデオ、競泳水着、オナホール……みな、脱落したクラスメイトから没収したものだ。


  「さぁて、あんまりぐずぐずしてて、誰か捜しに来られても困るから、さっさと済ませちゃお。どれがいいかなー！　よし、これっ！」


  　虹川さんが俺の前に差し出したのは、一本のボトルだった。５００ミリペットボトルほどの大きさで中は透明の液体で満たされている。


  「ろ、ローション!?」


  「あったりー！　さすがＳＫＢ大魔王！」


  　虹川さんは俺のズボンに手をかけると、ベルトを外した。トランクスの腰ゴムをぐっと掴つかむと、そのまま足元へとずらし、あっという間に下半身をむき出しにされてしまった。


  「きゃあぁー。睡すい眠みん中ちゆうのハムスターみたいだチューッ」


  「ハムスターとか言うな！」


  「大だい丈じよう夫ぶ、すぐにコブラになるよ？　さぁて、可か哀わい想そうなキモザキ少年に、少しだけサービスしてあげる」


  　虹川さんはスカートの裾すそに手をかけるとめくりあげた。現れたのは白いパンティー。委員長の『武器』だ。


  「エリーも、男のコがどうやったら興こう奮ふんするのかに興味あるし。アイドルとして大切なことだもんね」


  「いや、だからっていきなりパンツとか露ろ出しゆつ度ど高すぎだからっ！」


  　しかもレースで覆おおわれた小さなパンティーはもはや着エロの領域。虹にじ川かわさん、自己プロデュース間違ってるぞ！


  「あれれ、でも、ほら、ちょっとだけ伸びた。ね、やっぱりなんだかんだ言っても、男のコって女のコのぱんつ、大好きなんじゃない」


  「ううっ……」


  　虹川さんの言う通り、視線をそらそうとしてもそらせない吸心力みたいなものが、その小さな布切れにはあった。悔くやしいけれど、見てしまう。


  　そんな俺をあざけるように、虹川さんが下腹部に手を伸ばした。


  「あっ！」


  　ひんやりとした手が俺のセガレに触ふれた。指が巻きついて、三角に張り上げた根っこのところをこちょこちょとくすぐる。


  「んんっ、なんかヘンな感触、硬いのにみちみちってしてるっていうか。ヘンなのぉ」


  「ヘン……とか言うなよ……俺の大切なところなんだから……」
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  「やだぁ、もう、ヘンな声だしてるし。このヘンタイっ！」


  　虹にじ川かわさんに罵ののしられながらも、俺の中心には熱い血がどくどくと流れ込み、硬くなりつつあった。頭の芯しんがぼーっとして、だんだんとよくわからなくなってくる。


  　拒否しなくてはいけないのに、身体からだが言うことを聞かない。手足を縛しばられている、それだけでなく、心のどこかで、先を期待している自分がいる。


  「あっ……ううっ……あぁっ」


  　虹川さんの手が上下するたびに、むずむずとするような快感が腰奥にほとばしる。両足にピンと力が入る。


  「ヘンな声、出さないでよぉ……エリーまで、ヘンな気分になっちゃうじゃない……」


  　虹川さんの声にもいつの間にか熱がこもり始めた。辺りの温度がむんむんと上昇し蒸むれた虹川さんの甘酸っぱい体臭が辺りに漂ただよい始める。


  「はぁ……これくらいになったら、入るかな」


  　すっかりマックスになった俺のアソコを見て、虹川さんが目をとろんと細めた。


  　その顔つきは艶あでやかで、ますます俺の性感は高まってしまう。


  「あ、ホントに……する気かよ……」


  「そうだよ、ここまできて、戻れるわけ、ないでしょ？」


  　虹川さんは俺の膝ひざを布ふ団とんの上につけた状態で腰上に乗った。


  　絶世の美少女に、レイプで、俺の童貞は、奪われる。


  　敗北感が俺を覆おおいつくす。しかし、その苦さの中に、少しだけ甘い感傷があることを俺は否定もできない。


  　うっ。俺の童貞も……ここまでか……。


  　観念したその時、勢いよくドアが開くと、蘭らんが転がるように駆け込んできた。その後ろには一いち途ずさんが続く。


  「濠ごう！　無事か!?」


  「やはりここにいましたね。わたしのメザキアンテナがビンビンに反応したのです！」


  　拡声器でどなりあげる一途さんは、珍めずらしく血相を変えている。


  （た、助かった……）


  　蘭の顔を見てほっとしたが、危機的状況にかわりはない。


  「ら、蘭、助けてくれぇっ！」


  「ちっ……」


  　虹川さんは蘭の姿を認めたその瞬しゆん間かん、俺の手を引っ張ると、そのまま空っぽになったケージの中へと引きずり込んだ。


  「あぁっ！」


  　蘭の手が届くわずか一いつ瞬しゆん前に、虹川さんはケージの扉を閉じると、内側から素早く鍵かぎをかけた。


  「さすがの蘭らんちゃんでも、この中にいたら、手出しできないよねー。さぁ、さっさと濠ごうくんの童貞、いただいちゃいまーっす」


  「ま、待てっ、虹にじ川かわさんっ！　人前でセックスする気かっ？」


  「うん、そうだよ、だって、仕方ないじゃない。それに、人前でのセックスを恥はずかしがってたら、ドラマに出られないじゃない？」


  「お前はＡＶ嬢じようになるつもりかぁっ！」


  「ふふふ、蘭ちゃん、ごめんね。蘭ちゃんが大切に守ってた濠くんの童貞、いただいちゃいまーすっ！」


  　虹川さんは再び俺の上に膝ひざ立だちでまたがると、スカートをめくりあげてぱんつの腰ひもに指をかけた。


  「止やめなさいっ！　エリー！　濠の上からどけっ！」


  「それは無理だなぁ。蘭ちゃん。ごめんねぇ。でも、どうしても、エリーはアイドルにならないといけないからぁ」


  「……ぬぬっ！」


  　蘭が呻うめき声をあげた。もはやこれまでか……。


  「蘭、もうダメだ。お願いだから、せめて部屋から出ていってくれ、俺、お前に童貞喪そう失しつの瞬しゆん間かんなんて見られたくないよ！」


  「ダメだ、濠。最後の最後まで諦あきらめるな……何か方法がきっとある」


  　蘭が素早く辺りを見回した。と、畳たたみの上に転がっているインスタントカメラに目を留めた。


  　蘭はそれを拾い上げると、俺たちに向かってシャッターを切った。フラッシュが光って残像が瞼まぶたに残る。


  「な、なにするのっ？　写真は止めてっ！」


  　虹川さんがはっと動きを止めた。


  「エリー、お前が濠の童貞を奪うことで、芸能界にデビューしたら、この写真を出版社やテレビ局に送りつけてやる。そうなったらどうなると思う？　アイドルの夢はその場で絶たれることになるぞ」


  「……ひどい、蘭ちゃん、そんなの卑ひ怯きようだよっ！」


  「卑怯じゃない！　いや……卑怯でもいい。あたしは濠の童貞を守るためだったら、何でもするんだからっ！」


  「何よぉ、蘭ちゃんの意地悪っ。ここまでせっかく来たのに……何の権利があって、エリーのこと、邪じや魔まするのよぉっ……」


  　虹川さんは大きな目から、さらに大きな涙の粒を落とした。こんな状況だというのに、その粒は美しく、俺は思わず見み惚とれてしまう。


  「権利？　あたしはこいつの幼なじみ。ずっと一いつ緒しよに育ってきた。だから、こいつのことが大切なんだ。ただ、それだけだ」


  「……虹にじ川かわさん、聞いたろ、諦あきらめろ」


  「やだっ、やだよおっ、エリー、アイドルになるんだもん……それで、デビューして、みんなを笑顔にするんだもん……」


  　いやいやと必死に首を横に振りながらも、虹川さんは俺の上から降りると、傍かたわらにぺたんと腰を下ろした。どうやら諦めてくれたようだ。俺はなんとか上半身を起き上がらせると、縛しばられた両手でケージの床に落ちている鍵かぎを拾い上げて、外の蘭らんへと投げる。


  　蘭は空中でキャッチすると、急いで鍵を開けてくれた。


  　中から這はい出た俺の手て錠じようを解とくと、蘭はようやくほっとした表情になった。


  「はぁ、間一髪、助かったよ」


  「うん。一いち途ずさんが濠ごうの居場所を教えてくれたんだ」


  「一途さん、ありがとう……」


  「いや、その……メザキ氏がリアルに童貞を失ってしまうとわたしの作るストーリーの幅が狭まってしまうというかその……実はわたしもメザキ氏のことが好きであって……ごにょごにょごにょごにょ」


  　蘭の隣となりで心配そうな視線を俺に向けている一途さんに言うと、一途さんは顔をかぁっと赤らめた。


  「あ……うん、一途さんの気持ちに応えられるかどうかはわかんないけど、普通に友達として仲良くしようぜ」


  「友達とか……あの……そのごにょごにょごにょごにょ……」


  　握手しようと右手を差し出すと、一途さんはジリジリと後ずさりして部屋から出ていってしまった。


  「……シャイ、なんだろうな。可か愛わいいな」


  　蘭が一途さんを見て呟つぶやいた。


  「可愛い……かなぁ」


  　正直、そこまでは思えないが、けれども、一途さんが俺のことを本心から大切に思ってくれている気持ちは伝わった。


  「さて……虹川さん。泣き顔は似合わないよ、アイドルはいつも笑ってないと、だろ」


  　ケージの中に座り込んだまま、ぐずぐずと泣き続けている虹川さんに声をかけた。


  「でも……ぐずっぐずっ」


  「ほら、泣きやめって、な？　ほら、スマイルッ！」


  　俺は蘭の手からインスタントカメラを取り上げると、虹川さんに向けた。


  　レンズを向けられた虹川さんは反射的に笑顔を作った。


  「ほら、やっぱり虹にじ川かわさんは、笑顔のほうが可か愛わいいよ」


  　カメラから吐はき出される印画紙を虹川さんへと差し出す。最初はぼんやりと、やがてゆっくりと、泣き笑いの表情を浮かべた虹川さんの像が浮き出してくる。


  「……ヘンな顔」


  　虹川さんはようやく泣きやむとぼそりと呟つぶやいた。


  「もう一枚撮るか？」


  　俺がカメラを構えると、虹川さんは頷うなずいて、まるで大輪の花が咲いたような笑顔を浮かべた。やっぱり虹川さんはアイドルの素質ばっちりだ。


  



  


  　　エピローグ


  



  「かーっ！　なんでお前を抜かす男全員が食中毒で強制帰宅、で、そのまま残る女のコとお前だけで移動教室遂すい行こう、なんだよっ！　意味わかんねーっ！　楽しかったな？　なぁ、楽しかっただろ？　楽しかったよな？　楽しくないわけがないよな？　くっそおおっ！」


  　魔まの移動教室から戻り、振り替え休日を経て、休み明けの火曜日。


  　浩こう一いちは蘭らんとともに高校に向かう俺を見つけるなり、駆け寄ってくると、首に腕を回してヘッドロックをかけながら、不満をぶちかました。


  「いや、大変だったよ、いろいろと……」


  　気が休まることはほとんどなかったし、二日目は寝不足でふらふらしていた。


  　けれど、今思い起こすと、大変だった記き憶おくは薄うすれて、楽しかったことばかり思い出される。


  　バーベキューは美お味いしかったし、花火は綺き麗れいだった。オリエンテーリングで登った山の木々の清浄な匂におい、キャンプファイヤーの炎。そして野や球きゆう拳けんで負けた蘭の恥はずかしそうな顔──。


  「……でも楽しかったかな」


  「あぁ、でも、あたしも楽しかった。濠ごうの知らない顔を見た気もしたし」


  「蘭がそういってくれると、嬉うれしいな」


  　俺が応えると、蘭らんは何か言いにくそうに唇くちびるを一旦きゅっと閉じると、俺を見上げて恥はずかしそうに微ほほ笑えんだ。


  「………濠ごうの……その……それはあたしがいつか貰もらってやる」


  「えっ？」


  　聞き返したそのとき、無ぶ遠えん慮りよな浩こう一いちが割って入ってきた。


  「ちくしょう！　ふたりだけで楽しそうな思い出話するなよっ！　寂さびしいじゃないかっ！　くっそぉおおっ！」


  「……お前ら、朝っぱらからイチャイチャと仲がいいな」


  　蘭が呆あきれた顔で言った。


  「イチャイチャなんてしてねぇよ！」


  「そうそう！　俺は濠なんかよりも正直、蘭ちゃんとイチャイチャしたいっす！」


  　浩一の軽口に蘭はふっと口元を緩めた。


  「戸と石いしさん、目め崎ざきさん、おはようございますっ！」


  「メザキ、おはようですわっ」


  　正門に差しかかると、朝の挨あい拶さつ運動に励んでいる委員長が、俺たちの姿を見つけて元気よく言った。その隣となりには、日直の腕章を巻いたユリアさんが微笑んでいる。


  「えっ……目崎？　キモザキじゃなくって？」
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  「そう、俺、キモザキは卒業したんだよ」


  「なんだよそれ……やっぱ女だらけの移動教室で何かあったんだろう。あれか？　男ひとりってことで、ちやほやちやほやされたか？　あっ、力仕事を一手に引き受けて名誉挽ばん回かいしたとかか？」


  「ちげーよ、何もねーよ」


  「じゃあ、なんだ……ひょっとしてアレだろ、お前のことだ、女おんな風ぶ呂ろ盗撮か何かして、で、これから先、キモザキ扱いしたら動画をネットにアップするとか、女子たちを脅おどして言うこと聞かせてるんだろ」


  「ばーか、そんな変態じゃないっつーの。な、蘭らん」


  「ああ、濠ごうは自分の力で名誉を回復しただけだ。あっ、一いち途ずさんだ。おはよー！」


  　まだ、浩こう一いちは納得ができないようでブツブツと呟つぶやいている。蘭は二階の窓から、一途さんが顔を出しているのを見つけると、大きく手を振った。


  　しかし、一途さんはそのまま、顔をかぁっと紅あかく染めると、内側へと引っ込んでしまった。


  「一途さんって謎なぞ深いよね」


  「シャイなんだって……あたしは……一途さんの気持ち、よくわかるぞ」


  　俺が呟くと、蘭が小さな声で言った。


  　玄関に入ると、下げ駄た箱ばこのところで、虹にじ川かわさんがローファーを脱いで上うわ履ばきに履はき替えている途中だった。少し気まずい思いで挨あい拶さつをすると、虹川さんは無言で一枚のビラを差し出した。


  『国民的妹コンテスト最終審査のお知らせ』


  　そこにはそう書かれている。


  「昨日いっぱいかかって、お父さんを説得したの。そうしたら、チャンスをくれるって。この審査に合格したら、芸能活動、認めてくれるって」


  　虹川さんは、少し恥はずかしそうに報告してくれた。


  「そっか、良かったじゃないか。がんばれよ！　虹川さんなら絶対に受かるって」


  「うん。ありがとう……いろいろごめんね。濠くんも蘭ちゃんも……」


  　虹川さんは俺たちの顔を交互に見やると、ぺこりと頭を下げて駆け去っていった。


  「なっ、なんで、お前、いつの間にエリーちゃんに『濠くん』とか呼ばれる関係になってるんだよ!?」


  「あはは、秘密秘密」


  　虹川さんの名誉のために、あの夜のことは秘密にしておくつもりだ。


  「あれ……？」


  　靴を履き替えようと、俺の下駄箱を覗のぞくと、大量の原稿用紙が詰められていた。


  「何だこれ」


  　束ねられた原稿用紙の固まりを抜き出すと、その一番上には『セックス・バトルロイヤル！』という文字が書かれていた。今まで貰もらった数々の宅配ノートで見慣れた一いち途ずさんの筆跡だ。


  （これ、昨日一日で書いたのか……）


  　いつもはろくに読まない一途さんからのノート。


  （……まだ続くのか）


  　けれども、それほどうんざりとしていない自分に気がついた。


  　俺は鞄かばんにノートを仕舞いこむと、ふっと口元が緩むのを感じながら、教室へと向かった。


  



  


  　　あとがき


  



  　かつて童貞だった、また、いま童貞の君へ


  



  



  　童貞センス＝童貞がしそうな行動や選択をすること


  　あいつ、童貞くせぇｗｗｗ＝俺よりも格下決定


  　童貞脳＝恋愛や女性に対して過剰に期待や夢を持っている人


  



  　現在では、『状態』ではなく『人格』を表わす言葉として使われることの多いこの『童貞』という言葉。


  



  　褒ほめ言葉ではなく、貶おとし言葉として使われがちですが、果たして『童貞』とはそんなに悪いことなのでしょうか。


  



  　一度失ってしまった後は、もう二度と戻れない童貞。が、これが『状態』ではなく『人格』であるということならば話は別。


  



  　こころの中ではいつでも童貞に戻ることができるのです。


  



  　ならば、童貞を慌あわてて失うことはないという逆説も通用します（？）。


  



  　というわけで、童貞の方は、いつかくる童貞喪失への心の準備に、また、非童貞の方は、束の間の童貞気分を、本書でお楽しみいただければ幸いです。


  



  　最後になりましたが、本書を手にとってくださった皆様、素敵なイラストを寄せていただいた雛ひな咲さき先生、どうもありがとうございました。また、ギリギリのスケジュールで心労をおかけしたであろうガガガ文庫のＹ野さんにも心よりお詫び申し上げます。
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